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　この報告書は，東九州自動車道１３次区間（大隅ＩＣ～末吉財部ＩＣ）の建設に

伴って，平成１３年度と平成１７年度に発掘調査を実施した曽於市末吉町（旧曽於郡末

吉町）に所在する関山西遺跡の発掘調査の記録です。

　関山西遺跡は縄文時代早期と晩期，及び弥生時代から中世にかけての複合遺跡で

す。特に，縄文時代早期における集石遺構や壺型土器等の遺物，古代から中世にか

けての掘立柱建物跡や溝状遺構等が注目されています。

　本報告書が，県民のみなさまをはじめ多くの方々に活用され，埋蔵文化財に対す

る関心とご理解をいただくとともに，文化財の普及・啓発の一助となれば幸いです。

　最後に，調査に当たりご協力いただいた国土交通省大隅河川国道事務所をはじめ，

県土木部，曽於市教育委員会及び発掘調査に従事された地域の方々に厚く御礼申し

上げます。

　平成２０年３月

鹿児島県立埋蔵文化財センター

所長　宮　原　景　信

序　　　　文
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弥生
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包含地

関山西遺跡

　関山西遺跡は主に縄文時代早期，晩期，古代～中世の遺構，遺物が発見された。特

に，縄文時代早期の集石は２６基検出され，壺形土器や石鏃等，多くの土器や石器が出

土した。また，古代～中世では掘立柱建物跡や溝状遺構，畝状遺構等が検出された。

掘立柱建物跡は中央に焼土跡が検出され，軽石や鉄器等の遺物も出土した。溝状遺構

は１，４７１年桜島噴出の軽石に覆われており，一部底部に硬化面や杭跡が検出された。

遺跡の概要
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１　本報告書は，東九州自動車道１３次区間建

設に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書である。

２　本報告書は，鹿児島県曽於市末吉町（旧

曽於郡末吉町）諏訪方字関山西に所在する。

３　発掘調査は日本道路公団鹿児島工事事務

所（現西日本高速道路株式会社）から鹿児

島県教育委員会が受託し，鹿児島県立埋蔵

文化財センターが担当した。

４　発掘調査は，平成１３年１０月１日～平成１４

年３月２２日の期間に確認調査を実施し，平

成１７年５月７日～１０月２８日の期間に確認・

全面調査を実施した。

　　整理作業及び報告書作成は，平成１９年度

に鹿児島県立埋蔵文化財センターで実施し

た。本報告書は，国土交通省九州地方整備

局大隅国道河川事務所の委託を受けて作成

したものである。

５　掲載遺物の番号は土器，石器，金属器毎

にそれぞれ１から番号を付けた。遺構内遺

物は遺物の挿図中に掲載し，遺構の挿図中

にも再掲した。

６　挿図の縮尺は土器は１／３，石器の縮尺

は小型の剥片石器は１／１，磨石，石皿等

の大型の石器は１／２を基本としたが，一

部この限りではない。

　　遺構の縮尺は１／２０を基本としたが，一

部の遺構に関してはこの限りではない。

　　各々，挿図毎に示した縮尺を参考とされ

たい。

７　本書で用いたレベル数値は道路公団鹿児

島工事事務所が提示した工事計画図面に基

づく海抜絶対高である。

８　発掘調査における図面作成，写真撮影は，

調査担当者が行った。

９　遺構図のトレースは，整理作業員の協力

を得て永�功治が行った。

　　土器の実測・トレースは，整理作業員の

協力を得て遠矢勝幸，永�功治が行った。

　　石器の実測・トレースは整理作業員の協

力を得て遠矢勝幸が行い，一部は�九州文

化財研究所，国際航業株式会社鹿児島支店

に委託し，監修は永�功治が行った。

１０　遺物の写真撮影は，�岡康弘が行った。

１１　顔料分析については内山伸明の協力を得

て永�功治が行い，年代測定，種実同定に

ついては�加速器分析研究所，�パリノ・

サーヴェーに委託した。

１２　金属製品の保存処理は整理作業員の協力

を得て内山伸明，永�功治が行った。

１３　組織痕土器のモデリング像作成及び分析

については，富山孝一の助言・協力を得た。

１４　本書の編集は永�功治が担当し，執筆の

分担は次の通りである。

　　第Ⅰ章　  …………………………永�功治

　　第Ⅱ章　第１，３～５節  ………永�功治

　　　　　　第２節  ……遠矢勝幸，永�功治

　　第Ⅲ章　第１節～第５節

　　　　　　　　　��  ……………永�功治

　　　　　　　　　�  …遠矢勝幸，永�功治

　　第Ⅳ章  …………………………文中に記載

　　第Ⅴ章  ………………遠矢勝幸，永�功治

１５　遺物は，鹿児島県立埋蔵文化財センター

で保管し，展示・活用する予定である。な

お，関山西遺跡の遺物注記の記号はＳＹＮで

ある。
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　鹿児島県教育委員会は，文化財の保護・活用を図るた

め，各開発関係機関との間で事業区域内における文化財

の有無及びその取り扱いについて協議し，諸開発との調

整を図ってきた。この事前協議制に基づき，日本道路公

団九州支社鹿児島工事事務所は，東九州自動車道の建設

を計画し，末吉財部ＩＣ～志布志ＩＣ区間の事業に先

立って事業地内における埋蔵文化財の有無について鹿児

島県教育庁文化財課に照合した。この計画に伴い文化財

課は，平成１１年１１月に末吉財部ＩＣ～鹿屋串良ＩＣ間を，

平成１２年２月には鹿屋串良ＩＣ～志布志ＩＣ間の埋蔵文

化財の分布調査を実施し，５０か所の遺跡（８５４，１００�）

が存在することが明らかになった。

　分布調査の結果をもとに，日本道路公団九州支社鹿児

島工事事務所，鹿児島県土木部高速道路対策室，文化財

課，県立埋蔵文化財センターの４者で協議を重ね，対応

を検討してきた。その後，日本道路公団民営化の政府方

針が提起され，事業の見直しと建設コストの削減も検討

することとなった。このような社会情勢の変化に伴い，

遺跡の緻密の把握が要求されることとなり，埋蔵文化財

の詳細分布調査や確認調査が実施されることとなった。

　そこで，鹿児島県は平成１３年７月１０日～７月２６日にお

いて，末吉財部ＩＣ～鹿屋串良ＩＣ間の工事計画図をも

とに３３の遺跡についての詳細分布調査と，平成１３年９月

１７日～１０月２６日までと平成１３年１２月３日～１２月２５日にお

いて遺跡の調査範囲及び遺物包含層の層数を把握するた

めの試掘調査を実施した。

　これからの詳細分布調査や試掘調査に加えて，既に合

意されていた本線工事用道路及び側道部分の確認調査も

実施することとなり，関山西遺跡，関山遺跡，狩俣遺跡

の３遺跡を対象に平成１３年１０月１日～平成１４年３月２２日

（実働８５日）の間に確認調査を実施した。

　その後，日本道路公団の民営化の閣議決定（現西日本

高速道路株式会社）と新直轄方式に基づく道路建設が確

定し，平成１５年１１月に暫定２車線施行に伴う議事確認書

締結，同年１２月には末吉財部ＩＣ～大隅ＩＣ間の発掘調

査協定書締結の運びとなり，本格的な埋蔵文化財の発掘

調査が実施されることとなった。

　平成１６年３月には，国土交通省九州地方整備局長，日

本道路公団九州支社長，鹿児島県知事により新直轄方式

施行に伴う確認書締結が結ばれ，工事は日本道路公団が

国土交通省から受託し，発掘調査は日本道路公団が鹿児

島県に再委託することとなり，これまでの確認書，協定

書はそのまま生きるということになった。

　その後，平成１７年度は，前年度に引き続いて唐尾遺跡，

関山西遺跡，関山遺跡，定段遺跡，稲村遺跡の本調査及

び建山遺跡，狩俣遺跡の確認調査と本調査，高古塚遺跡

の確認調査を行うこととなった。
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平成１３年度　確認調査体制

　事業主体者　日本道路公団九州支社鹿児島工事事務所

　　　　　　　鹿児島県土木部高速道路対策室

　調査主体者　鹿児島県教育委員会

　企画・調整　鹿児島県教育庁文化財課

　調査責任者　鹿児島県立埋蔵文化財センター　所長　井上　明文

　調査企画者　〃　次 長 兼 総 務 課 長　黒木　友幸

　　　　　　　〃　主任文化財主事兼調査課長　新東　晃一

　　　　　　　〃　調 査 課 課 長 補 佐　立神　次郎

　　　　　　　〃　主任文化財主事兼調査第二課第一係長　彌榮　久志

　　　　　　　〃　主 任 文 化 財 主 事　長野　眞一

　調査担当者　〃　文　化　財　主　事　岩澤　和憲

　　　　　　　〃　文　化　財　主　事　山崎　省一

　　　　　　　〃　文　化　財　主　事　桑波田武志

　調査事務担当者　〃　総　 務　 係　 長　前田　昭伸

　　　　　　　〃　主　　　　　　　　事　栗山　和己

平成１７年度　本調査体制

　事業主体者　西日本高速道路株式会社鹿児島工事事務

所，鹿児島県土木部高速道路対策室

　調査主体者　鹿児島県教育委員会

　企画・調整　鹿児島県教育庁文化財課

　調査責任者　鹿児島県立埋蔵文化財センター　所長　上今　常雄

　調査企画者　〃　次 長 兼 総 務 課 長　有川　昭人

　　　　　　　〃　次長兼調査第一課長

　　　　　　　　　兼南の縄文調査室長　新東　晃一

　　　　　　　〃　調　査　第　二　課　長　立神　次郎

　　　　　　　〃　主任文化財主事兼調査第二課第一係長　彌榮　久志

　調査担当者　〃　文　化　財　主　事　平木場秀男

　　　　　　　〃　文　化　財　主　事　永�　功治

　　　　　　　〃　文　化　財　調　査　員　佐藤　真人

　調査事務担当者　〃　主 幹 兼 総 務 係 長　平野　浩二

　　　　　　　〃　主　　　　　　　　査　福山恵一郎

平成１９年度　整理・報告書作成体制

　事業主体者　国土交通省大隅河川国道事務所

　調査主体者　鹿児島県教育委員会

　企画・調整　鹿児島県教育庁文化財課

　作成責任者　鹿児島県立埋蔵文化財センター　所長　宮原　景信

　作成企画者　〃　次 長 兼 総 務 課 長　平山　　章

　　　　　　　〃　次長兼南の縄文調査室長　新東　晃一

　　　　　　　〃　調 査 第 二 課 長　立神　次郎
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　　　　　　　〃　主任文化財主事兼調査第二課第一係長　彌榮　久志

　作成担当者　〃　文　化　財　主　事　遠矢　勝幸

　　　　　　　〃　文　化　財　主　事　永�　功治

　調査事務担当者　〃　総　 務　 係　 長　寄井田正秀

　　　　　　　〃　主　　　　　　　　事　五百路　真

　報告書作成検討委員会　平成１９年１２月１７日　宮原所長ほか １１名

　報告書作成指導委員会　平成１９年１２月１３日　新東所長ほか ４名

　企画担当者　平木場秀男，佐藤真人

　調査指導者　鹿児島大学法文学部准教授　本田　道輝

　　　　　　　福岡大学人文学部准教授　桃崎　祐輔
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平成１７年５月７日～５月１３日

　発掘調査準備

　調査区内一部表土剥ぎ，樹木伐採等の環境整備

　彌榮係長調査指導

平成１７年５月１６日～５月２０日

　調査区北側…表土剥ぎ

　調査区北，南側…Ⅱ，Ⅲ層掘り下げ

　調査区北，南側…Ⅲ層コンタ図作成，溝状遺構，硬化

面の平板実測，溝状遺構写真撮影

　調査区北，南側…グリッド坑設定，環境整備

　上今所長，新東次長，繁昌主任調査指導

平成１７年５月２３日～５月２７日

　Ｃ～Ｅ－３，４区…Ⅱ層ボラ除去

　Ｃ～Ｇ－１～１４区…Ⅲ，Ⅳ層掘り下げ，溝状遺構検出，

実測，波板状凹凸面検出，半裁

　Ｅ～Ｇ－１～１４区…Ⅲ層遺物取り上げ，レベル移動，

Ⅳ層上面コンタ図作成

　Ｃ～Ｇ－１～１４区…遺物出土状況，溝状遺構写真撮影

　Ｄ～Ｇ－３，４区…重機による表土剥ぎ

　　　　環境整備

　有川次長，立神課長，平野主幹調査指導

平成１７年６月１日～６月３日

　Ｆ～Ｇ－３～１４区…Ⅲ，Ⅳ層掘り下げ，溝状遺構写真

撮影，実測

　Ｇ－１区…Ⅲａ層土坑調査

　　　　環境整備，安全対策

平成１７年６月６日～６月１０日

　北側…Ⅲ層掘り下げ

　　　　溝状遺構検出，土坑掘り下げ溝状遺構，土坑検

出，実測，土坑墓実測，コンタ図作成

　南側…Ⅴ～Ⅷ層掘り下げ，トレンチ（２ｍ巾）Ⅹ～ⅩⅠ

層掘り下げ，波板状凹凸面実測

平成１７年６月１３日～６月１７日

　北側…Ⅲ層掘り下げ

　Ｅ－１３，１４区西側トレンチ…ⅩⅡ，ⅩⅢ層掘り下げ

　Ｃ～Ｇ－１～１０区…Ⅳ層上面精査，溝状遺構検出，一

部完掘，硬化面検出，遺構配置図作成

　Ｅ－１３，１４区…トレンチ土層断面実測

　Ｇ－６区…遺物集中部，焼土写真撮影，環境整備

　立神課長調査指導

　　※ＳＴＡ２８７＋７０とＳＴＡ２８６＋８０の２点（９０ｍ）を結

ぶ直線を軸としてグリッドを設定

平成１７年６月２０日～６月２４日

　Ｃ～Ｆ－５～１７区…Ⅲｂ層掘り下げ，遺物取り上げ，

遺構検出（溝状遺構，畝状遺構，ピット等），

ピット半裁，遺物集中部（ブロック）検出，土

器集中区焼土面掘り込み完掘，遺構配置図作成，

調査区範囲図作成，溝状遺構（溝２）実測，畝

状遺構写真撮影

平成１７年６月２７日～７月１日

　Ｄ～Ｆ－６～１１区…Ⅲ層掘り下げ，遺物取り上げ，畝

状遺構検出，溝状遺構硬化面除去，波板状凹凸

面半裁，畝状遺構実測，写真撮影

平成１７年７月４日～７月８日

　Ｃ～Ｆ－１～１２区…Ⅲ層掘り下げ，遺物取り上げ，遺

構検出，ピット半裁，Ⅳ層上面コンタ図作成，

溝状遺構，畝状遺構２の断面実測

　Ｆ－１６，１７区…表土剥ぎ

　新東次長調査指導

平成１７年７月１１日～７月１５日

　Ｃ～Ｇ－１～１７区…Ⅲ，Ⅳ層掘り下げ，遺物取り上げ，

ピット，土坑，溝状遺構検出，溝状遺構，竪穴

状遺構実測，遺構配置図，ピット配置図作成，

Ⅳ層上面コンタ図作成，溝状遺構（合流点）写

真撮影

　Ｆ－１１区…ⅩⅠ，ⅩⅡ層，２Ｔ掘り下げ

平成１７年７月１９日～７月２２日

　Ｄ～Ｇ－２～１２区…Ⅳａ層掘り下げ，遺物取り上げ，

溝状遺構，畝状遺構検出，ピット半裁，炭化物

集中部分，掘立柱建物跡焼土，溝状遺構波板状

凹凸面写真撮影，環境整備
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平成１７年７月２５日～７月２８日

　Ｃ～Ｇ－３～１２区…Ⅲ，Ⅳ層掘り下げ，遺物取り上げ，

畝状遺構検出，実測，遺構配置図作成，土坑，

掘立柱建物跡，ピット，溝状遺構実測，土坑１

～６写真撮影，環境整備

平成１７年８月２日～８月５日

　Ｄ～Ｆ－７～１２区…Ⅲ，Ⅳ層掘り下げ，遺物取り上げ，

掘立柱建物跡柱穴半裁，Ⅳ層上面コンタ図作成，

畝状遺構実測，写真撮影

平成１７年８月８日～８月１２日

　Ｃ～Ｇ－１～１２区…Ⅲ，Ⅳ層掘り下げ，遺物取り上げ，

溝状遺構完掘，ピット半裁，完掘，Ⅳ層コンタ

図作成，土坑，溝状遺構，ピット実測

平成１７年８月１６日～８月１９日

　Ｄ～Ｇ－１～１１区…Ⅲ，Ⅳ層掘り下げ，ピット，土坑

完掘，遺物取り上げ，遺構配置図作成，土坑，

ピット，溝状遺構実測，Ⅶ層遺物出土状況写真

撮影，環境整備

平成１７年８月２２日～８月２６日

　Ｄ～Ｆ－１～１１区…Ⅲ，Ⅳ層掘り下げ，遺物取り上げ，

ピット（土坑）半裁，完掘，溝状遺構１，２内

遺物取り上げ，溝状遺構３写真撮影，実測

　Ｅ，Ｆ－７，８区…Ⅳ層精査，掘立柱建物跡２検出

　Ｆ－１０，１１区…Ⅶ，Ⅷ層掘り下げ，遺物取り上げ，環

境整備

　立神課長調査指導

平成１７年９月１日～９月２日

　Ｄ～Ｆ－２～１０区…Ⅳ層掘り下げ，遺物取り上げ

　Ｆ－４区…掘立柱建物跡１実測

　Ｅ－８区…掘立柱建物跡２検出，実測

　Ｆ－６～８区…土坑実測

平成１７年９月５日～９月９日

　Ｅ～Ｇ－１～１１区…Ⅳａ層掘り下げ，遺物取り上げ，

掘立柱建物１写真撮影，実測，掘立柱建物２検

出，実測，ピット完掘，実測，Ⅶ，Ⅷ層掘り下

げ，無遺物層（Ⅳｂ～Ⅵｂ層）重機剥ぎ取り

（西側）土層剥ぎ取りの準備（清掃等），環境

整備

平成１７年９月１２日～９月１６日

　Ｅ，Ｆ－１～１２区…Ⅳ層掘り下げ，遺構検出，Ⅳ層土

坑，竪穴状遺構半裁，掘立柱建物跡，柱穴実測，

Ⅶ，Ⅷ層掘り下げ，遺物取り上げ，集石検出，

Ⅶ層遺物出土状況写真撮影，溝状遺構断面剥ぎ

取り

平成１７年９月２０日～９月２２日

　Ｄ～Ｆ－２～１２区…Ⅶ，Ⅷ層掘り下げ，遺物取り上げ，

集石検出，土坑，竪穴状遺構掘り下げ，実測，

Ⅸ層上面コンタ図作成，土器埋納ピット実測，

土層断面実測

平成１７年９月２６日～１０月７日

　Ｄ～Ｇ－１～１０区…Ⅶ，Ⅷ層掘り下げ，土坑，竪穴状

遺構掘り下げ，住居跡実測，Ⅶ，Ⅷ層土層断面

図作成，Ⅷ層遺物出土状況写真撮影，コンタ図

作成，竪穴状遺構完掘，写真撮影

　上今所長，寄井田主査調査指導

平成１７年１０月１１日～１０月１４日

　Ｄ～Ｇ－２～６区…Ⅶ，Ⅷ層掘り下げ，集石（№６～

１０）検出，写真撮影実測，土層断面図作成，Ⅸ

層上面コンタ図作成，集石実測，Ⅶ，Ⅷ層遺物

取り上げ，Ⅶ層出土礫平板実測

　Ｄ－５区トレンチ…Ⅹ～ⅩⅦ層掘り下げ，土層断面図

作成，完掘状況写真撮影

　立神課長調査指導

平成１７年１０月１７日～１０月２１日

　Ｄ～Ｇ－２～４区…Ⅶ，Ⅷ層掘り下げ，遺物取り上げ，

集石検出，写真撮影，実測，Ⅸ層面コンタ図作

成，土層断面図作成，遺物礫出土状況図作成

平成１７年１０月２４日～１０月２８日

　Ｄ～Ｇ－２～５区…Ⅷ層掘り下げ，遺構検出，集石検

出，写真撮影，実測，縄文時代早期土坑１～５

号検出，写真撮影，実測，Ⅸ層上面コンタ図作

成，１７トレンチ完掘状況写真撮影

　調査終了
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　関山西遺跡は，曽於市末吉町諏訪方関山西に所在する。

曽於市は，鹿児島県の東部を形成する大隅半島の北部に

位置し，東側には志布志市，南には曽於郡大崎町及び鹿

屋市，西側には霧島市，北側は都城市と接し，宮崎県と

の県境に位置している。

　遺跡の所在する曽於市を含めた鹿児島県北部から大隅

半島北半分にかけての地勢を外観すれば，東西の山地と

これらに挟まれた低地帯から構成されている。

　山地は，東側に志布志湾北部から宮崎県に突出した形

で北から南へ延びている鰐塚山地（南那珂山地ともい

う）がある。主峰は宮崎県内の鰐塚山（１，１１９ｍ）で中

生層の地質からなっている。西側には北部の霧島火山の

分脈から湾奥に形成された姶良カルデラのカルデラ壁を

含み南部の高隈連山へと連なる高隈山地がある。北部は

白鹿岳・荒磯岳など５，０００～６，０００ｍの山地，南部の高隈

山は１，２３６．８ｍの大篦柄岳を主峰に横岳・御岳など１，０００

ｍの山地で，山容は急峻で深い森林に覆われている。と

もに，東西の山地は九州山地の延長をなし，それらの間

は低地帯となり，丘陵や台地及び低地となっている。

　これらの山間地を埋めるような形で，洪積世の火山活

動による火砕流が堆積し，丘陵や台地が広く分布し，典

型的なシラス地形となっている。この地域の火砕流は，

南西部の鹿児島湾口に形成された阿多カルデラの火砕流

や大部分は湾奥に形成された姶良カルデラの入戸火砕流

である。この火砕流堆積物は，堆積後現在に至るまでに

大小多くの河川で開折され，断片的な台地を残すだけの

丘陵状地形となっている。一方，低地は，高隈山地や鰐

塚山地などに水源を持つ大小の河川が志布志湾，鹿児島

湾，太平洋などに注いでいる。この河川は，上・中流域

で狭い谷底平野を形成し，また何段かの河岸段丘も認め

られる。

　曽於市のうち末吉町の地勢は，東西に細長く，東部は

標高５００～６００ｍの山岳地帯で，中央部は標高１６０～１８０ｍ

の平地を呈し，西部は標高３００ｍほどのシラス台地と

なっている。町の東部から北部の町境付近を大淀川が都

城市方面へ流れ，大淀川流域に開けたところで，都城盆

地の一角をなしている。また，町の南部の境界付近を菱

田川が大隅町（曽於市）や有明町（志布志市）へ流れ，

その流域には水田地帯が広がる。
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　関山西遺跡の層位は，層厚は異なるが隣接する桐木耳

取遺跡の基本層位と一致する。南九州における火山フロ

ント上に位置する霧島，姶良カルデラ，桜島，鬼界カル

デラ等からの噴出物が遺跡の相対的年代を推定する上で

非常に良好な資料となっている。姶良カルデラ噴出物で

形成されたシラス台地は数百ｍの厚さにも及ぶため，遺

跡の掘削はこのＡＴ上面（ⅩⅦ層，２．６～２．９ｋｃａｌＢＰ）

が限界となっている。以下に桐木耳取遺跡の遺物包含層

と対比しながら，関山西遺跡で確認された各層について

順に述べる。

Ⅰ層　　暗褐色土　現表土

Ⅱ層　　黄白色軽石層　桜島を噴出源とした軽石層（Ｐ

３）で通称文明ボラと呼ばれている。ＡＤ

１，４７１年に噴出されたことが文献より判明して

いる。平均２０～３０�の堆積が確認されるが保湿

性の低さが耕作に不適切なことから多くの耕作

地で“ボラ抜き”と呼ばれる除去作業が農家に

より行われてきた。近年の発掘調査で畝状遺構

の発見が報告される事例が増えてきており，耕

作中の畠をボラがパックした状態で検出される。

Ⅲａ層　黒色土　本遺跡において主に古代～中世の遺物

包含層である。

Ⅲｂ層　黒褐色土　本遺跡において主に縄文時代晩期～

中世の遺物包含層である。

Ⅳａ層　黄褐色土　Ⅳｂ層の腐植土と捉えられ，本遺跡

において縄文時代晩期該当の遺物包含層である。

Ⅳｂ層　黄褐色細粒軽石混硬質土　霧島御池火山灰層

（約４．６ｋｃａｌＢＰ）に比定される。粟粒のような

様相を呈し，本遺跡において縄文時代晩期該当

の遺物を含む。

Ⅴａ層　暗橙色土　Ⅴｂ層の腐植土で桐木耳取遺跡では

縄文時代前期～中期の遺物包含層である。

Ⅴｂ層　暗橙色軽石混火山灰層　通称アカホヤ火山灰層。

約７．３ｋｃａｌＢＰに鬼界カルデラより噴出された広

域火山灰。遺跡全体に安定して堆積している。

Ⅵａ層　黄褐色軽石混淡茶褐色土　桐木耳取遺跡では縄

文時代早期該当の遺物包含層となっている。
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Ⅵｂ層　黄褐色軽石層　桜島を噴出源とした軽石層（桜

島Ｐ１１，約８．０ｋｃａｌＢＰ）で，遺構・遺物は確認

されていない。

Ⅶ層　　明茶褐色土　本遺跡において縄文時代早期該当

の遺物包含層となっている。

Ⅷ層　　黒褐色土　本遺跡において縄文時代早期該当の

遺物包含層となっている。

Ⅸ層　　黄白色火山灰層　桜島Ｐ１４火山灰層（薩摩火山

灰層，約１２．８ｋｃａｌＢＰ）が堆積する。ほぼ全域

に２０～２５�程度堆積しており，上位は固結した

火山灰，下位は３�前後の軽石で構成され，縦

方向にクラックが発達しブロック状の堆積を成

す。本遺跡においてはこの桜島Ｐ１４火山灰層を

切るように縄文時代早期における土坑等の遺構

が検出されている。

Ⅹ層　　黒褐色土　桐木耳取遺跡では後期旧石器時代細

石刃文化期～縄文時代草創期の遺物包含層と

なっている。

ⅩⅠ層　灰色シルト質細砂粒砂層　シラスの二次堆積

（風成堆積層）で桐木耳取遺跡では後期旧石器

時代ナイフ形石器文化期の遺物包含層となって

いる。

ⅩⅡ層　暗茶褐色軟質ローム質土　桐木耳取遺跡では後

期旧石器時代細石刃文化期の遺物包含層となっ

ている。

ⅩⅢ層　黄色軽石混褐色土　桐木耳取遺跡では台形石器

や小型ナイフ形石器を主体とする後期旧石器時

代ナイフ形石器文化期の遺物包含層となってい

る。

ⅩⅣ層　暗褐色硬質土　桜島Ｐ１５火山灰（時代未定）が

散在する。桐木耳取遺跡では後期旧石器時代ナ

イフ形石器の遺物包含層となっている。

ⅩⅤ層　暗褐色硬質土　桐木耳取遺跡では後期旧石器時

代ナイフ形石器の遺物包含層となっている。

ⅩⅥ層　暗褐色硬質土　径５～１０�程度の赤褐色を呈し

た桜島Ｐ１７火山灰（約２．６ｋｃａｌＢＰ）が散在する。

桐木耳取遺跡では剥片尖頭器や台形石器，ナイ

フ形石器で構成される後期旧石器時代ナイフ形

石器時代の遺物を包含する。

ⅩⅦ層　濁黄白色砂質土　上部はローム質，下部は砂質

の状態である。桐木耳取遺跡では後期旧石器時

代ナイフ型石器文化期の礫群や大型剥片尖頭器

等の良好な資料が多数出土している。

シラス　角礫混明黄白色砂質土　約２．６～２．９ｋｃａｌＢＰに

姶良カルデラを噴出源とする。入戸火砕流堆積

物，ＡＴと表示される遺跡の基盤層。

【参考文献】

　　町田洋・新井房夫２００３「新編火山灰アトラス」
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　曽於市の埋蔵文化財は昭和６０年刊行の『鹿児島県市町

村別遺跡地名表』によると，大隅町が２６４か所，財部町

が１０１か所，末吉町が１７１か所の５３６か所が周知されてい

る。うち，本遺跡の所在している末吉町では旧石器時代

６か所，縄文時代１１７か所，弥生時代３６か所，古墳時代

２３か所，古代・中世３０か所，近世・近代７か所などが記

載されている。

　旧石器時代の遺跡としては曽於市末吉町南之郷の田代

谷遺跡で剥片尖頭器が採集されただけであったが，東九

州自動車道建設に伴う発掘調査において，桐木耳取遺跡，

九養岡遺跡等で後期旧石器時代ナイフ型石器文化期から

細石刃文化期までの良好な資料が多数発見されてきた。

　縄文時代では草創期の遺跡として桐木耳取遺跡，高篠

坂遺跡，踊場遺跡等で遺構・遺物が確認されている。

　縄文時代晩期の遺跡としては，晩期の入佐式土器の標

識遺跡である入佐遺跡が末吉町諏訪方に所在し，住居跡

と多くの粗製，精製土器が出土している。

　古代から中世の遺跡は踊場遺跡，高篠遺跡，長十塚遺

跡が知られる。踊場遺跡では墨書土器と宗教的色彩の強

い掘立柱建物跡を検出した。高篠遺跡は石帯や墨書土器

から官衙的な位置づけがなされ，「牧」の墨書土器や馬

具，大量の焼塩壺などが出土している。

　続日本紀に「天明天皇，和銅六年（西暦７１３年），日向

国から肝坏，囎於，大隅，姶羅の四郡を割いて，始めて

大隅国を置かれた」とある。この大隅国囎於郡に財部郷

があり，その中に末吉は含まれる。平安時代には島津荘

ができ（島津というのは古の都城方面のこと），鎌倉時

代の武家政治の時代になると島津氏が守護及び惣地頭に

任ぜられ，紆余曲折はあるものの約７００年に渡り領有す

ることとなる。

　明治２０年（１，８８７年）に曾於郡が東西に分かれ，末吉

郷は東曾於郡の所属となった。明治２２年には市制村施行

により，末吉郷が末吉村となり，大正１１年（１，９２２年）

に町制が施行され末吉町となった。平成１５年１月には曽

於北部地区任意合併協議会が設立され，４月には曽於北

部合併協議会が設置され，２年後の平成１７年７月１日に

末吉町，大隅町，財部町の３町が合併して新しい曽於市

が誕生した。

　また，曽於市の県指定民俗文化財には，弥五郎どん祭

り（昭和６２年指定），住吉神社の流鏑馬（昭和５６年指定），

熊野神社の鬼払い（平成６年指定），県指定天然記念物

には，溝ノ口洞穴（昭和３０年指定），県指定有形文化財

に投谷八幡宮（平成１５年指定）などがある。
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備考遺物等時代地形所在地遺跡名番号

土師器台地福山町佳例川山神段山神段６２－２５

土師器台地福山町佳例川柴建柴建６２－２６

Ｈ２分布調査奈良，平安台地福山町福山中尾立中尾立６２－３９

土師器，内黒土師器，須恵器，鉄滓縄文（後），歴台地財部町南俣字中原中原６５－２６

土師器，内黒土師器縄文，平安台地財部町南俣字野方野方６５－３６

「財部町郷土史」土師器，須恵器歴台地財部町南俣字中野中野６５－５８

土師器，須恵器歴台地財部町南俣字王ヶ平王ヶ平６５－６６

土師器縄文財部町南俣字芭蕉ヶ迫芭蕉ヶ迫１６５－７７

土師器，石皿，敲石縄文，歴財部町南俣字芭蕉ヶ迫芭蕉ヶ迫２６５－７８

土師器歴財部町南俣字前山前山１６５－７９

黒色研磨，土師器縄文（晩）財部町南俣字前山前山２６５－８０

土師器歴財部町南俣字荷床荷床１６５－８１

土師器歴財部町南俣字荷床荷床２６５－８２

土師器縄文，歴財部町南俣字八畝八畝６５－８３

土師器縄文，歴財部町南俣字梅田梅田６５－８４

土師器縄文，歴財部町南俣字長田長田６５－８５

Ｈ１１～１２年本調査旧，縄文（草，早）台地財部町南俣耳取耳取６５－９５

Ｈ８年本調査縄文（早，晩），奈良，平安台地財部町南俣九日田九日田６５－９６

Ｈ１２年本調査旧，縄文（早，中，晩），平安，中世台地財部町南俣踊場踊場６５－９７

（町）昭和４３．１粗製土器，精製土器，木炭縄文（晩）台地末吉町諏訪入佐入佐６６－５１

（町）昭和４３．１宿場跡近世台地末吉町深川通山末吉通山宿場跡６６－５９

（町）昭和４９．１０地蔵庚申塔江戸山末吉町諏訪方２１８山王神社六地蔵庚申塔６６－６１

町埋文報�黒川式，岩滓上層式，指宿式縄文（中，後，晩）台地末吉町深川上中段上中段６６－６９

町埋文報�山形押形文縄文（早）台地末吉町深川五位塚渡り下五位塚渡り下６６－７０

町埋文報�土師器，須恵器古代台地末吉町深川五位塚仮牧仮牧６６－７１

町埋文報�入佐式，土師器縄文（晩），古代台地末吉町深川五位塚下ノ窪下ノ窪６６－７２

町埋文報�轟式縄文台地末吉町深川五位塚真方入口真方入口６６－７３

町埋文報�夜臼式縄文，中世台地末吉町深川五位塚通山上川路通山上川路６６－７４

町埋文報��土師器縄文（晩），古代台地末吉町深川四枝道四枝道６６－７６

町埋文報��土師器縄文（晩），古代台地末吉町深川楠木岡楠木岡Ａ６６－７７

町埋文報��土師器縄文（晩），古代台地末吉町深川楠木岡楠木岡Ｂ６６－７８

町埋文報��土師器縄文，古代台地末吉町深川楠木岡楠木岡Ｃ６６－７９

町埋文報��土師器縄文（晩），古代台地末吉町深川中牛牧中牛牧６６－８０

Ｈ３年農政分布調査土器片縄文～弥生台地末吉町諏訪方牧ヶ入佐牧ヶ入佐６６－１２４

Ｈ３年農政分布調査入佐式縄文～古墳台地末吉町諏訪方塚ヶ段塚ヶ段６６－１２５

Ｈ３年農政分布調査土師器縄文～平安台地末吉町諏訪方塚ノ段塚ノ段６６－１２６

Ｈ３年農政分布調査土器片，磨石縄文，奈良～平安台地末吉町諏訪方前ノ迫頭前ノ迫頭６６－１２７

Ｈ３年農政分布調査土器片縄文，奈良～平安台地末吉町諏訪方合戦畑合戦畑６６－１２８

Ｈ５年農政分布調査縄文，奈良～平安台地末吉町諏訪方棚木大角豆ヶ迫６６－１３５

Ｈ５年ふるさと農道分布調査縄文～古代台地末吉町諏訪方田方上ノ原６６－１３７

Ｈ５年市町村分布調査春日式，夜臼式縄文（中，晩）台地末吉町深川小倉小倉前６６－１４０

Ｈ５年市町村分布調査土器台地末吉町深川内村セッタウ６６－１４１

Ｈ１０年農政古墳台地末吉町深川徳留末別府野首６６－１５１

Ｈ１０年農政縄文，古墳台地末吉町深川内村植木ノ元６６－１５２

Ｈ１０年農政縄文，古墳台地末吉町深川外園臼杵６６－１５７

Ｈ１０年農政縄文，古墳台地末吉町深川須木ノ段６６－１５８

Ｈ１０年土木中岳Ⅱ式，入佐式縄文台地末吉町諏訪方中尾段６６－１５９

Ｈ８～１１年発掘調査旧，縄文（草，早，中，後，晩），古墳，古代，中世台地末吉町諏訪方桐木桐木６６－１６５

Ｈ１２，１３年発掘調査旧，縄文（草，早，中，後，晩），古墳，古代台地末吉町諏訪方桐木桐木Ｂ６６－１６６

本報告書　縄文（早，晩），弥生～中世台地末吉町諏訪方関山西関山西６６－１６７

Ｈ１３年確認調査旧，縄文（草，早，中，晩），古代台地末吉町諏訪方関山関山６６－１６８

縄文（晩）台地末吉町諏訪方唐尾唐尾６６－１６９

石坂式縄文（早）台地大隅町大谷赤松迫赤松迫６３－１６

石皿縄文（早）台地大隅町中之内４３００観音段６３－１７

円筒土器縄文（早）丘陵大隅町中之内不動平不動平６３－１８

「大隅町誌」阿高式，指宿式，岩崎式，石皿縄文（中，後）台地大隅町坂元川路山川路山Ⅰ６３－２３

岩崎上層式縄文（後）台地大隅町中之内西原段西原段Ⅰ６３－２７

土師器縄文（後），古代台地大隅町中之内重吉迫重吉迫Ⅱ６３－２８

「大隅町誌」敲石，石皿縄文（後）台地大隅町中之内狩谷狩谷６３－２９

石鏃，打製石斧，土師器縄文（後），歴史台地大隅町中之内曲迫曲迫６３－３０

縄文（後）台地大隅町中之内陣之尾陣之尾６３－３１

岩崎上層式縄文（後）丘陵大隅町中之内前畑段前畑段６３－３６

土師器縄文（晩），古代台地大隅町坂元中段中段６３－３８

土師器縄文（晩），歴台地大隅町中之内相ノ元相ノ元６３－３９

土師器縄文（晩），歴台地大隅町中之内中崎迫中崎迫６３－４０

「大隅町誌」（布目文）縄文（晩）台地大隅町中之内吹切段吹切段Ⅰ６３－４１

石刃，土師器縄文（晩），歴台地大隅町中之内論所迫，外戸田論所迫６３－４２
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備考遺物等時代地形所在地遺跡名番号

縄文土器縄文（早，後，晩），歴台地大隅町中之内松ヶ迫田松ヶ迫田６３－５２

「大隅町誌」須恵器縄文，弥生，歴台地大隅町坂元立馬川路山Ⅱ６３－５４

縄文土器，遺物微量縄文台地大隅町坂元遠目塚遠目塚６３－５５

縄文土器縄文台地大隅町中之内西原段西原段Ⅱ６３－５７

縄文土器縄文台地大隅町中之内遠目塚，大山カンジン松６３－５８

縄文土器縄文台地大隅町中之内出窪，立平川床Ⅰ６３－５９

「大隅町誌」石斧，敲石縄文丘陵大隅町岩川向上，仮屋ヶ段浅井６３－６１

石鏃，土師器縄文，歴史台地大隅町中之内笠前，笠ノ元笠前６３－６８

石刃，土師器縄文，歴史台地大隅町中之内前迫前迫６３－６９

石斧縄文台地大隅町中之内論所谷論所谷６３－７７

縄文土器，雲母混入縄文（晩）台地大隅町中之内芹田芹田６３－８６

縄文土器縄文～歴史台地大隅町坂元坂元６３－９２

古代の牧の一つ縄文土器縄文（早，前，後）～中世丘陵大隅町坂元立馬立馬６３－９３

縄文土器，貝岩剥片縄文（晩）台地大隅町中之内わらび堂わらび堂６３－９５

縄文土器，局部磨製石斧，敲石縄文（晩）台地大隅町中之内ノトロノトロ６３－９９

縄文土器，土師器，打製石斧，鉄縄文（早～晩），弥生，奈良，平安台地大隅町中之内東原東原６３－１０１

石錘（５例）縄文台地大隅町中之内柿木渡柿木渡６３－１０２

土器微片縄文丘陵大隅町中之内後藤後藤６３－１１３

土師器弥生，歴史台地大隅町中之内打込打込６３－１１５

石錘弥生，古墳台地大隅町中之内出窪川床Ⅱ６３－１１６

打製石斧弥生（後）台地大隅町中之内市吉市吉６３－１１７

弥生土器縄文（早，晩），弥生，奈良，平安，中世台地大隅町中之内吹切段吹切段Ⅱ６３－１１８

石斧，敲石，土師器縄文（晩），弥生，歴史丘陵大隅町中之内長迫長迫６３－１１９

古墳台地大隅町中之内井手間井手間Ⅰ６３－１３３

土師器古墳丘陵大隅町中之内　山ノ口，川路里山ノ口６３－１３５

須恵器歴史丘陵大隅町坂元石ヶ橋石ヶ橋６３－１３９

土師器縄文（早，晩），歴史台地大隅町中之内枦場段枦場段６３－１４０

須恵器縄文，歴史台地大隅町中之内前畑前畑６３－１４１

土師器歴史台地大隅町中之内前岡前岡６３－１４２

土師器古代台地大隅町中之内重ヶ迫重ヶ迫６３－１４３

土師器，黒色土器古代台地大隅町中之内重吉迫重吉迫Ⅰ６３－１４４

土師器歴史台地大隅町中之内高尾迫高尾迫６３－１４５

小片のため時代不明縄文（早），歴史丘陵大隅町中之内蕨谷蕨谷６３－１４６

土師器歴史低地大隅町中之内柳井谷柳井谷６３－１４７

土師器歴史台地大隅町中之内井手間井手間Ⅱ６３－１４８

土師器歴史丘陵大隅町大谷宗ノ段宗ノ段６３－１５２

土師器，青磁縄文（晩），歴史台地大隅町中之内　一里山，二本枦一里山６３－１６６

「日本城郭体系」１８，町埋文報�中世，近世丘陵大隅町中之内手取，陣之元手取城跡６３－１６８

中世，近世丘陵大隅町中之内野首段，牧他栫井城跡６３－１７３

炭化物，鉄滓縄文丘陵大隅町大谷宮田宮田６３－１７４

町埋文報�土器，土師器縄文，平安台地大隅町中之内峯段峯段６３－１８６

墳丘（消滅）中世台地大隅町中之内八木塚八木塚６３－１８７

県埋文報�空掘，土橋，大手，からめ手中世（南北朝～戦国末）丘陵，台地大隅町坂元字城山他坂元城跡６３－１８９

Ｈ２年確認調査土器片歴史台地大隅町坂元深迫深迫６３－２００

Ｈ２年確認調査土器片歴史台地大隅町坂元山迫山迫６３－２０１

縄文土器縄文丘陵大隅町坂元杉場杉場６３－２０３

土師器奈良～平安丘陵大隅町中之内谷川内谷川内６３－２０６

前平式，塞ノ神式縄文（早）台地大隅町中之内一里山サセフ一里山６３－２１３

土器片縄文（早，後）台地大隅町坂元小路迫小路迫６３－２１４

Ｈ５年農政分布調査，町埋文報�縄文（後），奈良，平安台地大隅町笠木外戸田外戸田６３－２２１

Ｈ５年農政分布調査，町埋文報�縄文（中，後）台地大隅町笠木前田外戸堀前田，外戸堀６３－２２２

Ｈ５年農政分布調査，町埋文報�縄文（晩），奈良～近世台地大隅町笠木笠木６３－２２３

Ｈ５年農政分布調査，町埋文報�縄文（晩）台地大隅町笠木中田中田６３－２２４

Ｈ５年農政分布調査，町埋文報�縄文（後，晩）台地大隅町笠木津風呂ヶ山津風呂ヶ山６３－２２５

町埋文報�土器，石器縄文（早），近世段丘大隅町坂元段坂元宮岡宮岡６３－２３３

墳丘？古墳？台地大隅町岩川入角入角６３－２３４

町埋文報�土器，陶磁器縄文，中世台地大隅町中之内東笠木陣之元６３－２３６

町埋文報�土器，石器，陶磁器縄文，中世，近世台地大隅町中之内桂尾ノ迫６３－２３９

町埋文報�土器，石器，陶磁器縄文，中世，近世台地大隅町中之内西笠木吹切段Ａ６３－２４０

町埋文報�土器，石器縄文台地大隅町中之内笠木松ヶ迫田６３－２４１

町埋文報�土器，陶磁器縄文，中世，近世段丘大隅町中之内神掛長迫Ａ６３－２４２

中世台地大隅町中之内城ヶ尾柳井谷城跡６３－２５０

土器縄文台地大隅町中之内野鹿倉野鹿倉６３－２５２

土器縄文，古墳台地大隅町中之内建山建山６３－２５３

土器，石器縄文，古代台地大隅町岩川狩俣狩俣６３－２５４

土器古墳，古代台地大隅町岩川高古塚高古塚６３－２５５
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　関山西遺跡は平成１３年度に分布調査と確認調査を行っ

た。確認調査では２×５ｍから１０×５ｍの大きさのトレ

ンチを１０か所設定し，遺跡の広がりと遺物の包含層の確

認を行った。その結果，縄文時代早期，縄文時代晩期，

弥生時代，古代，中世の複合遺跡であることが分かり，

平成１７年５月９日～１０月２８日までの約６か月間，調査対

象表面積５，０００�の全面調査を行った。

　旧地は杉林であり，調査当初は杉の伐採後の根を除去

する作業から始まった。表土から遺物包含層までは１０～

３０�程度の深さで，根が遺物包含層まで達する部分もあ

り，遺構や遺物に影響を与えないように抜根作業を進め

た。

　調査は第Ⅰ層（現表土層）及び無遺物層と確認された

層については重機により掘削し，その他の遺物包含層及

びその可能性がある層については人力による掘り下げを

行った。また，薩摩火山灰層（桜島Ｐ１４火山灰層）より

下位の層については数か所の確認トレンチによる調査を

行い，その結果から全面調査は行わなかった。

　遺跡内の位置を決定するため１０ｍ×１０ｍの区割り（グ

リッド）を設定した。グリッドは西日本高速道路株式会

社により設定された高速道路センター基準杭ＳＴＡ２８７＋

７０とＳＴＡ２８６＋８０の２点を結ぶ直線を基準軸として北か

ら南側に向かって１，２，３・・・，西から東側に向

かってＡ，Ｂ，Ｃ・・・とする１０ｍ間隔のグリッドを設

定した。

　出土遺物は写真撮影及び位置の記録，実測作業を行い，

遺構は写真撮影，位置の記録，実測，炭化物等の自然科

学分析用のサンプリングを行った。
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　第Ⅴ層アカホヤ火山灰層下位の第Ⅵ層から第Ⅸ層桜島

薩摩火山灰層上位の第Ⅷ層までのⅥ，Ⅶ，Ⅷ層を縄文時

代早期該当層として調査した。その結果，桜島Ｐ１１軽石

層上位のⅥａ層からは遺構，遺物は検出されず，遺物は

第Ⅶ，Ⅷ層より出土し，遺構は集石遺構が第Ⅶ，Ⅷ層よ

り検出された。土坑は第Ⅸ層桜島薩摩火山灰層上面にて

検出された。集石遺構は２６基，土坑は５基検出された。

土器は縄文時代早期前葉～後葉まで出土し，石器は石鏃，

スクレイパー，磨石・敲石類や石皿等が出土した。

�����

　集石

　集石遺構は調査区北側（Ｃ～Ｇ－２～５区）の西南西

－東北東に走る尾根付近に集中しており，１号，５号，

２６号の３基だけが尾根の集中部より西側に数十～百ｍ程

度離れた場所に位置する。この北側尾根付近は縄文時代

早期該当の土器や石器を中心とした遺物の集中する場所

でもあり，集石遺構以外にも多数の礫が散在していた。

谷を隔てた北側台地に位置する桐木耳取遺跡の縄文時代

早期該当層においても同様の礫分布が確認されており，

本遺跡においても北側尾根部分は当時の生業活動の痕跡

が集中する区域と想定される。集石遺構は形態等により

以下のように分類し，第４～６表にまとめた。

　Ⅰ類集石遺構…掘り込み遺構を伴い，礫の詰まり方で

２類に細分した。

　　・ⅠＡ類（掘り込みを伴い，礫が多い）

　　・ⅠＢ類（掘り込みを伴い，礫が少ない）

　Ⅱ類集石遺構…掘り込み遺構は確認されず，礫の在り

方からも掘り込み遺構が想定されない。礫のみで構成さ

れており，礫の残存状況から２類に細分した。

　　・ⅡＡ類（礫が集中する）

　　・ⅡＢ類（散礫状態）

　形態の内訳は，２６基の内，ⅠＡ類が３基，ⅠＢ類が１

基，ⅡＡ類が１４基，ⅡＢ類が８基であった。１０，１４，２１，

２２号集石の４基は掘り込みを有し，それ以外の２２基は掘

り込みを持たない。また，９号集石は礫間に早期土器３０

（Ⅲ類土器）が１点出土している。１０号集石は礫間より

早期土器№２０９（ⅩⅣＡ類），№９（ⅠＢ類），№１７３（ⅩⅠ

Ｂ類），№２１１（ⅩⅣＡ類）と早期石器№１，№３２の石鏃

が出土している。また，１１号集石は礫間より早期土器№

７７（ⅣＡ類）が出土し，集石の中心より東側にずれて炭

化物の集中する範囲が確認された。この炭化物の１４Ｃ年

代は９，５３５～９，４７０（ｃａｌＢＰ）という測定結果が出ている。

１２号集石は礫間より早期土器№９１（ⅣＢ類）が出土し，

礫間の炭化物の１４Ｃ年代は８，６５９±４４（ｃａｌＢＰ）という測

定結果が出ている。１４号集石は礫間より早期土器№８０

（ⅣＡ類）が出土している。１５号集石からは若干，集石

の中心からは離れているが早期石器№１０４の磨石・敲石

類が出土している。１６号集石からは早期石器№１４５の石

皿片がやや下位より出土しており，礫間出土炭化物の
１４  Ｃ     年代は７，１００±４１（ｃａｌＢＰ）という測定結果が出ている。

　

１８号集石からは早期土器№７８（ⅣＡ類），№２０７（ⅩⅣＡ

類），早期石器№１４７の石皿が出土し，１９号集石からは早

期土器№１４０（ⅩＡ類），２０号集石からは早期土器№７９（Ⅳ

Ａ類），№１６１（ⅩＢ類）が出土している。

　２１号集石は最も深い掘り込みを持ち，礫のサイズは他

と比べやや小さいが，数は最も多い。また，礫間より多

くの炭化物が出土した。その中で種子と思われる炭化物

が出土し，２点同定を委託したところ，どちらも単子葉

類の球根という結果を得ている。また，礫をすべて実測

し取り上げたところ，集石検出面から約１０�下位より桜

島薩摩火山灰層（Ｐ１４）が確認され，そのＰ１４を掘り込

んでいることが確認された。そのＰ１４火山灰層の掘り込

み周辺の一部に他と異なる黄橙色の変色が確認された

（図版１４）。また，放射性炭素年代測定の結果は８，４４０±

５０（yrＢＰ）という測定結果が出ている。

　２５号集石からは早期土器№７１（ⅣＡ類）が出土し，礫

間出土炭化物の１４Ｃ年代は８，２００±５０（yrＢＰ）という測

定結果が出ている。

　土坑

　土坑は第Ⅸ層桜島薩摩火山灰層上面において５基検出

された。いずれも集石遺構が位置する調査区北側尾根筋

の南側に位置する。平面形態は長楕円形で，大きさは長

軸９５～２９０�，短軸４５～１５５�，検出面からの深さは１０～

５０�で，埋土はいずれもⅧ層該当の黒褐色単一埋土であ

る。４号土坑が最も大きい。１，２，３，５号土坑は

９，１０号集石を南側から囲むように位置し，４号土坑は

薩摩火山灰を掘り込んだ２１号集石に近い位置にある。

��������	
��
��

深さ（�）短軸（�）長軸（�）

１５７５１１５１号

２５４５１２０２号

１０７０９５３号

５０１５５２９０４号

１２８０１５０５号

２２．４８５１５４平均
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掘り込
み礫数

掘り込み石材
礫個数

炭化物範囲集石範囲
類型挿図NoNo

（号） 深さ
（�）

短径
（�）

長径
（�）不明軽石凝灰

岩
玄武
岩

安山
岩

花崗
岩泥岩粘板

岩頁岩砂岩短径
（�）

長径
（�）

短径
（�）

長径
（�）

２３８５３２１２１４１ＡⅡ１４１
１１３１６３０２４２３５０８０ＡⅡ１４２
６１１７１２５５２９７ＡⅡ１４３

５８８１２２４８１０１６５１１１２４０ＡⅡ１５４
２１３２１３３９９８１１０ＢⅡ１６５

１２０１２１３２４１３８３８７１２０７７９５ＡⅡ１６６
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掘り込
み礫数

掘り込み石材
礫個数

炭化物範囲集石範囲
類型挿図NoNo

（号） 深さ
（�）

短径
（�）

長径
（�）不明軽石凝灰

岩
玄武
岩

安山
岩

花崗
岩泥岩粘板

岩頁岩砂岩短径
（�）

長径
（�）

短径
（�）

長径
（�）

６４４５２２１４０８０４１８０ＡⅡ１７７
１５６８６３５１３７１６０７９１０４ＡⅡ１７８

４１１３３４３６８４１１２４４２１０７１４０２０５ＡⅠ１８９
１０８１０１１８９８２２３７２４６２９４ＢⅡ１９１０

８５５５５１８４９５８５９５９０１００ＡⅡ２０１１
２６９１８２３４９８１３０１３１ＡⅡ２０１２

８１９１２１０３５２１０５１４９ＢⅡ２１１３
３５１０４４６０１２０１０１９１５１８２８７ＡⅠ２１１４

４１１１５１１０４１１２１１００ＢⅡ２２１５
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掘り込
み礫数

掘り込み石材
礫個数

炭化物範囲集石範囲
類型挿図NoNo

（号） 深さ
（�）

短径
（�）

長径
（�）不明軽石凝灰

岩
玄武
岩

安山
岩

花崗
岩泥岩粘板

岩頁岩砂岩短径
（�）

長径
（�）

短径
（�）

長径
（�）

４５５１７２８３２６３１０２ＡⅡ２３１６
３２６５１６５６１００ＢⅡ２３１７

１６１７３１２３９８０１５０ＢⅡ２４１８
７１７６１１４１４６１５０１８０ＢⅡ２４１９
３１５２１４２５６１１１０ＢⅡ２５２０

２９０３０１００８１９１３２３９１０１２１１３３０６１００１１０ＡⅠ２５２１
８４１３１１０１２３８６１２７６２１３１７１１６９２１９ＢⅠ２６２２

４２１２５４３６６０７０ＡⅡ２６２３
６１４１１２６０８０３５４５ＡⅡ２６２４

２１４１７２３５５８６５７０ＡⅡ２７２５
１９１９４３５６ＡⅡ２７２６
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　第Ⅴ層アカホヤ火山灰層下位の第Ⅵ層から第Ⅸ層桜島

薩摩火山灰層上位の第Ⅷ層までのⅥ，Ⅶ，Ⅷ層を縄文時

代早期該当層として調査した。その結果，桜島Ｐ１１軽石

層上位のⅥａ層からは遺物は出土せず，Ⅶ，Ⅷ層からの

み出土した。遺物はⅦ層とⅧ層が分層されるレベルで出

土量のピークをむかえる傾向にある。縄文時代早期該当

の土器は前葉から後葉まで出土しており，調査時はⅦ，

Ⅷ層を区別して取り上げたが，本報告書では出土層を分

けず，既存の型式ごとに遺物を掲載した。

　調査の結果，縄文時代早期該当の遺物は土器が約

２，０００点，石器が約１，７００点の合計約３，７００点出土し，そ

の内，土器２１７点，石器１５３点，軽石３点の実測図を掲載

した。

����

　土器は大きくⅠ～ⅩⅣ類まで分類し，さらにいくつか

はＡ～Ｄに細分した。
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　全体器形は，口縁部から底部まで直線的な胴部形態で，

底部は平底器形を呈する円筒形土器である。口唇部上面

に連続した貝殻刺突が施されるものが多く，口縁部外面

には斜位の連続した刺突文を廻らせ，その下位に横位を

基本とした貝殻条痕を施している。出土位置は集石遺構

や土坑が集中する調査区北側の尾根筋近辺に出土する。

Ⅰ類はさらにⅠＡ類（１～６），ⅠＢ類（７～９），ⅠＣ

類（１０）の３つに分類した。

　ⅠＡ類は口縁部から底部まで直線的な胴部と平底の底

部とを呈する円筒形深鉢形土器である。口唇部は平坦面

を形成する。１～５は口唇部上端部に刺突文を施す。口

縁部文様帯外面には篦状工具による縦長の刻みを横位方

向に廻らす。胴部は貝殻腹縁部による横位方向の条痕を

施す。

　内面調整は横方向のナデ調整を施すものが多い。胎土

中の鉱物は角閃石，火山ガラスを含むものが多いという

特徴がある。

　以上の特徴からⅠＡ類は既存の土器型式で言う前平式

土器に該当する。

　ⅠＢ類の器形は円筒形深鉢形土器である。口唇部上端

部に刺突文を施している。口縁部外面に貝殻刺突文を横

方向に２～３条施し，胴部は横方向の条痕を施す。その

後，口縁部にクサビを等間隔に貼り付ける。７は２．５�，

８は１．３�おきにクサビを貼り付け，７はクサビ周囲を

工具等で押しつけて貼り付けている。９は胴部に横方向

の条痕が確認できるが，小片であるため他の型式に属す

る可能性もある。また，８は胎土中に黒雲母が確認され

ている。

　以上の特徴からⅠＢ類は宮崎県田野町札ノ元遺跡より

出土した札ノ元Ⅶ類に類似した特徴を持つ。

　ⅠＣ類（１０）の器形は円筒形で，胴部に斜位方向の貝

殻条痕文を地紋としてその上に斜位方向の貝殻刺突文を

重ねて施している。

　以上の特徴からⅠＣ類は鹿児島県鹿児島市加栗山遺跡

を標識とする加栗山式土器に該当する。
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　器形は円筒形を呈する。１１は口縁部に密接した貝殻刺

突を施しクサビ状を呈している。胴部は横位方向の貝殻

押引文を施す。１１の内面は丁寧なナデ調整が施され，胎

土中に黒雲母を含む。１４，１５は底部で横位方向の押引文

と貝殻刺突文が施されている。

　以上の特徴からⅡ類は既存の土器型式で言う吉田式土

器に該当する。
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　胴部に綾杉条痕文を施す土器で，口縁が外反するもの

と直行するものがある。胴部はわずかに膨らみを有する

ものや口縁部に瘤状突起が付くものがある。

　１６～２４は口縁部が外反するタイプである。口唇部に斜

位または縦位に貝殻等による刻みを連続して廻らすもの

もある。口縁部の文様は貝殻刺突を斜位，縦位又は羽状

に施し，胴部は綾杉条痕文が施されている。２３，２４の内

面は丁寧なナデ調整が施され，２１は比較的角閃石を多く

含む。

　２５～３０は口縁部に瘤状突起を有するタイプである。瘤

状突起には口縁部上端部を上限として，断面形が横に張

り出すタイプと，口唇部上端部にかぶせるように，断面

形が斜め上方に張り出すタイプとがある。施文的特徴と

しては口唇部に縦位又は斜位に貝殻刺突文を施したり，

横位に複数条の貝殻刺突文を廻らせたりする。口縁部に

は横位に２～３条の貝殻刺突文を施すものと縦位に貝殻

刺突文を連続して施すもの，横位と縦位，横位と斜位の

組み合わせで貝殻刺突文を施すものがある。胴部は綾杉

条痕文，斜めの条痕を施す。２６，２８の内面調整は丁寧な

ナデ調整が施され，２６の胎土は比較的角閃石が少なく，

黒雲母を含むという特徴がある。

　３１～４６は口縁部が直行するタイプである。施文的特徴

はこれまでのものと変わらず，口唇部に貝殻刺突を施す

もの，口縁部に縦位や横位，又は斜位の貝殻刺突を施し

ており，胴部には綾杉条痕文が施されている。４５，４６の

内面調整は丁寧なナデ調整が施され，４０，４４の胎土には

黒雲母が比較的多く含まれている。

　４７～６５は胴部～底部片であり，施文的特徴として綾杉

条痕文と横位の条痕文が施されている。

　以上の特徴からⅢ類は既存の土器型式で言う石坂式土
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器に該当する。
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　口縁部が直行ないしわずかに内湾し，口唇部は平坦で

内側に肥厚するものもある。文様は口縁部から底部に至

るまで貝殻刺突文のみで構成されている。口縁部に横位

方向に貝殻刺突文を数条廻らすものや，胴部に羽状ある

いは鋸歯状の貝殻刺突文を縦位方向あるいは斜位方向に

施すものがある。羽状の貝殻刺突文を施すものをⅣＡ類

（６６～８４），鋸歯状の貝殻刺突文を施すものをⅣＢ類

（８５～９４）と細分した。胎土は黒雲母，角閃石を含むも

のが多い。

　以上の特徴からⅣ類は既存の土器型式で言う下剥峯式

土器に該当する。
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　口縁部が直行ないしわずかに内湾し，口唇部は平坦で

肥厚するものが多い。文様は口縁部から胴部にかけて横

位または縦位方向に羽状の短沈線文を施すという大きな

特徴がある。９５～９８，１０１，１０２は口縁部に横位方向の貝

殻刺突文を数条施してある。羽状の短沈線文は９８，９９は

横位方向に施してあり，１０２は斜位または横位方向，そ

れ以外の７点は縦位方向に施してある。胎土は全て黒雲

母を含み，角閃石を含むものが多いという特徴がある。

　以上の特徴からⅤ類は宮崎県清武町辻遺跡より出土し

た辻タイプに類似した特徴を持つ。
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　口縁部は直行ないし内湾し，口縁部内面が肥厚するも

のが多くバケツ形の器形を呈する。施文は横位方向に短

い貝殻条痕や沈線による羽状文を施している。内面調整

は全て丁寧なナデ調整を施しており，特に１０５，１０７はミ

ガキに近いナデ調整を施している。胎土は角閃石を含む

ものが多く，黒雲母は含まないという特徴がある。

　以上の特徴からⅥ類は既存の土器型式で言う桑ノ丸式

土器に該当する。
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　平底の底部からやや外傾しながら直線的に立ち上がる

円筒形の器形を持ち，口唇端部はわずかに丸みを帯びる。

胴部から口縁部まで横位方向の条痕文が施されるという

大きな特徴を持つ。器面調整は内，外面とも工具による

とみられるナデである。胎土は角閃石を多く含むのもが

多く，１１５は石英を多く含むという特徴がある。

　以上の特徴からⅦ類は既存の土器型式で言う中原式土

器に該当する。
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　平底の底部からやや外傾しながら直線的に立ち上がる

円筒形の器形を持ち，文様は横位また斜位方向の条痕文

という特徴を持つ。胎土はいずれも角閃石を含み，１２１

は黒雲母を含有する。
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　胴部片のみであるため全体的な器形の判断は出来ない。

文様の特徴として貝殻背面部の押圧が施されている。胎

土は１２４～１２６の３点は黒雲母を多く含み，石英，角閃石

を含むものが多いという特徴がある。
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　押型文土器である。施文方法の違いで楕円押型文（Ⅹ

Ａ類１３２～１５０），山形押型文（ⅩＢ類１５１～１６３），格子状

の押型文（ⅩＣ類１６４，１６５），菱形の押型文（ⅩＤ類

１６６，１６７）の４つに細分した。

　ⅩＡ類は楕円押型文である。１３２～１３８は口縁部内面が

外側に屈曲している。特に１３２，１３３は短めの口縁部が外

側に大きく屈曲している。全体的に胴部中央部はやや膨

らみ，胴部下半部は緩やかに窄まり，底部は平底になる。

　施文的特徴としては，１３２～１３５は口唇部にも横位方向

に楕円押型文が施されている。１３２～１３７の口縁部外面に

は縦位または斜位方向に押型文が施され，口縁部内面は

横位に押型文を施している。１３８は口縁部外面に横位の

条痕文を施し，内面上部には縦位の条痕を廻らせ，その

下位に横位の押型文を施している。１４０は胴部が「く」

の字に屈曲し，文様は胴部上位に横位の条痕文を施し，

下位に横位または斜位の押型文を施している。１４１は胴

部上位に縦方向の押型文を施し，下位に横方向の押型文

を施している。１４８～１５０は底部で１４８は横位の押型文，

１４９は縦位と横位の押型文，１５０は縦位の押型文が施され

ている。１４９は上げ底である。

　ⅩＢ類は山形押型文である。口縁部内面が屈曲するタ

イプ，外反するタイプ，外へ直線的に開くタイプがある。

１５１～１５３は口縁部が外反又は口縁部内面が屈曲するタイ

プで，１５３は急激に外側に屈曲する。１５２～１５５は口唇部

に山形押型文が施され，口縁部外面に縦位または斜位の

山形押型文が施されている。１５２～１５４は口縁部内面に縦

位または斜位の山形押型文が施されている。

　１５８，１５９は口縁部が外へ直線的に開くタイプである。

１６０，１６１の胴部は直線的であるが１６２は丸みを帯びた胴

部である。施文的特徴は外面のみに縦位，横位，斜位の

山形押型文が施されている。１６３の底部外面には網代痕

が残されている。

　ⅩＣ類は格子状の押型文が外面に施された土器である。

１６４は口縁部が直行する器形で，内面は丁寧なナデ調整

が施されている。



－３６－

　ⅩＤ類はいずれも「く」の字に屈曲する胴部片で外面

に菱形の押型文が施されている。いずれも内外面ともナ

デ調整が施され，胎土に飴色の火山ガラスを多く含む。
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　縄文または撚糸文の土器である。施文方法の違いによ

り，縄文をⅩⅠＡ類（１６８～１７０）とし，変形撚糸文をⅩ

ⅠＢ類（１７１～１７６）とし，撚糸文をⅩⅠＣ類（１７７～１８１）

とした。

　ⅩⅠＡ類の１６８の口縁部はほぼ直行し１６９，１７０の底部

は平底で直線的に立ち上がる。外面に横位又は斜位方向

の縄文を施し，内面はナデ調整が施されている。

　ⅩⅠＢ類の口縁部はいずれも外反し，胴部は丸みを持

つものと屈曲するタイプがある。外面に横位または斜位

方向の変形撚糸文が施されている。内面はナデ調整およ

び丁寧なナデ調整が施されている。胎土に火山ガラスを

含むものが多い。

　ⅩⅠＣ類の１７７は口縁部が直線的に開き，胴部はやや

丸みを帯びたものが多い。外面に縦位又は斜位方向の撚

糸文を施し，内面は縦，横方向にハケ目調整が施されて

いる。また１７８は色調の異なる粘土を輪積みした痕跡が

残されている。
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　枝回転文，無文，その他型式分類出来ないものをⅩⅡ

類とした。

　１８２は「枝回転文」等と呼ばれるもので点状の小さな

窪みが連続し，窪みと窪みの間には回転施文に由来する

と見られる圧痕がある。１８３は口唇部がやや丸みを帯び

て膨らみ若干内湾する。外面に爪先を押したような痕跡

が縦位に連続して施されている。１８４は１８３と同一個体の

可能性がある。１８５は胴部から口縁部にかけてほぼ直線

的に立ち上がり，外面に口縁部から胴部にかけて縦方向

の沈線が平行して施されている。内面は丁寧なナデ調整

が施され，胎土に火山ガラスを多く含む。１８６はやや外

傾気味の直線的に立ち上がる胴部を持ち，外面に横位方

向の条痕が複数施されている。内面には斜め方向にヘラ

ケズリの調整痕が残る。１８７～１９０は文様から同一個体の

可能性がある。平底の底部で，やや丸みを帯びた胴部を

持つ。文様はやや縦長の菱形を呈した押型文のようにも

見えるが判然としない。１９１は平底の底部で，やや外傾

しながら立ち上がる。外面は丁寧なナデ調整が施されて

いる。１９２は平底で若干外傾した直線的な胴部，口縁部

を持つ。口唇部は平坦で無文の小型の鉢である。１９３～

１９９は平底の底部である。１９４の外面には横位の条痕が少

し残っているが，器形，全体文様は判然としない。縄文

時代早期の中でも古くなる可能性がある。１９５，１９６は胎

土に粗粒の岩片，小礫を多く含む。１９７～１９９は外面に丁

寧なナデ調整を施している。１９７，１９８は黒雲母を含む。

　２１６は壺形土器である。口縁部分はなく，底部は上げ

底になっている。胴部上部に横位方向の沈線文が複数施

されている。胎土に黒雲母を多く含む。横に倒れた状態

で散在せず出土したため，掘り込み等を精査したが確認

できなかった。（出土状況は第１３図参照）

　２１７は平底の底部から外傾しながらほぼ直線的に立ち

上がる器形の深鉢である。口唇部は無く，文様は上部外

面に斜位方向の沈線を浅く施すのみである。内面は横位

方向にナデ調整を施している。外面の一部にはススが付

着している。
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　口縁部はやや外傾する。２００は屈曲し，直線的に立ち

上がる。施文方法は口唇部に刻みを施し，口縁部外面は

５本の平行した羽状の沈線文とその外側に連点文を施し

ている。２００，２０１，２０４，２０５は内面にミガキ調整が施さ

れ，口縁部外面にはススが付着する。同一個体の可能性

がある。以上の特徴から，ⅩⅢ類は既存の土器型式で言

う平栫式土器に該当する。
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　口縁部が外傾し，ラッパ状に開くものや波状口縁を呈

するものがあり，土器で胴部はやや丸みを帯びたものや

直線的に立ち上がるものがある。施文方法からⅩⅣＡ類

（２０７～２１４）とⅩⅣＢ類（２１５）に細分する。

　ⅩⅣＡ類の施文の特徴は口縁部上端に短沈線を縦位に

平行して複数施し，その下位から頸部，胴部にかけて撚

糸文を施し，その上に棒状工具を用いて幾何学的な篦枠

文を描いた後にその枠外の部分をナデ消している。内外

面ともナデ調整が施され，２０８は胎土に黒雲母を含む。

　ⅩⅣＢ類の施文の特徴は貝殻を施文具として押圧文や

条線文を施している。口縁部外面には貝殻押圧文を連続

して，交差させながら廻らせ，胴部には縦位に２～３条

の条線文を平行して複数施した後，２～３条の横位の条

線文を平行して施している。以上の特徴から，ⅩⅣＡ類

は，河口貞徳氏の言う塞ノ神Ａｂ式土器，ⅩⅣＢ類は塞

ノ神Ｂｃ式土器に該当する。

【参考文献】

　河口貞徳　１９７２「塞ノ神式土器」『鹿児島考古　第６号』

鹿児島考古学会

　黒川忠広　２００４「南九州貝殻文系土器に見られる地域

性について」『縄文の森から　第２号』鹿

児島県立埋蔵文化財センター

　�畑光博　１９９７「南九州貝殻文円筒形土器の終焉」

『第９回　人類史研究会研究発表資料』人

類史研究会
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　縄文時代早期の石器は，Ⅶ層，Ⅷ層を中心に出土して

いる。同包含層内からは，縄文時代早期の土器が出土し

ており，石器類に関しても，同様と想定するものである。

分類にあたっては，Ｐ６４の石器分類表，石材分類表を参

照されたい。縄文時代早期石器観察表は，Ｐ１８２，１８３に

掲載している。
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　形態から５類と欠損品に分類した。６９点出土し，すべ

て図示した。（時期不明が２点あり，図示していない）
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　全体の形状が正三角形状（長幅比＝１．３：１未満とし

た）を呈するものである。基部の抉りの有無によりａ，

ｂの２つに分類した。
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　基部に抉りが見られないものである。最大長１．５�未

満の小型のもの（１～３）をⅠａ－１類，１．５�を超え

る中～大型のもの（４～７）をⅠａ－２類とした。３は

基部，４は側縁部，６は先端部が一部欠損しているが，

残存する部分から判断して，抉りが見られないものに含

めた。７は側縁部の一部に剥片の形状を生かしたままの

部分が残される。
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　基部に抉りが見られるものである。最大長１．５�未満

の小型のもの（８～１３）をⅠｂ－１類，１．５�を超える

中～大型のもの（９～１７）をⅠｂ－２類とした。 ８  ，１０     ，        
　

１１，１３は非常に小型である。８は左側縁部の加工があま

りされてない。１１，１２は基部の抉りは非常に浅いが，加

工された痕跡は見られる。
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　全体の形状が二等辺三角形状（長幅比＝１．３：１以上と

した）を呈するものである。基部の抉りの有無によりａ，

ｂの２つに分類した。
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　基部に抉りが見られないものである。最大長２．０�未

満の小型のもの（１８）をⅡａ－１類，２．０�を超える中

～大型のもの（１９，２０）をⅡａ－２類とした。１９は大型

の製品で大まかな加工の後，形状を整える細かい加工が

見られる。先端部が薄く仕上げられている。２０は左側縁

部の一部が欠損している。図面には現れないが，石の節

理が縦に含まれている。
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　基部に抉りが見られるものである。最大長２．０�未満

の小型のもの（２１～２５）をⅡｂ－１類，２．０�を超える

中～大型のもの（２６，２７）をⅡｂ－２類とした。２１，２５      ，         
　

２７は脚部に一部欠損が見られるが，残存する部分から判

断して，Ⅱｂ類に含めた。
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　二次加工が周縁の一部にとどまり，剥片の形状を生か

して製作されているものである。２８，２９，３２，３４は基部

の抉りが深いものである。２９は主要剥離面が内側に反っ

ている形で調整がほとんど施されていない。３０は主要剥

離面から基部の抉りが調整されている。３２は形状を整え

る形で側縁部の一部が調整が施されている。３３は剥片の

形状からか製品が左右対称になっていない。欠損部を調

整した可能性も残す。３６は側縁部の加工も少なく，先端

部の頂点がはっきりしないので，未製品の可能性もある。
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　基部に深い抉りがあり，明確に脚部が作出されるもの

である。３８は脚部の欠損があるが，欠損部の断面は小さ

い。３９，４１は形状が縦長の二等辺三角形状である。周縁

部の調整が細かい。４０は小型の製品で最大長と比較して

抉りの割合はやや大きい。４３は同様にさらに抉りが深い。

４２～４５，４８～５０，５２～５４，５６はそれぞれ差異はあるが，

脚部の欠損がある。しかし，残っている形状から判断し

て基部に深い抉りがある製品と想定される。４４は側縁部

が小さな鋸歯状に見える。４６は周縁部が外湾し，丸みを

持ち，最大幅が胴部中央あたりに見られる。その意味で

Ⅴ類に含まれる可能性を残す。５１は周縁部が内湾し，細

く縦長で薄い製品である。５４は脚部が薄く仕上げられた

製品である。５６は周縁部に細かい加工が施されている。
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　最大幅が胴部中央よりやや下位にみられるものである。

主要剥離面が内湾し，非常に薄い製品である。
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　最大幅の位置が緩やかな弧状を呈するものである。基

部にあまり抉りがみられない。
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　欠損のため上記の分類に含めることができないもので

ある。３７，５８，５９，６１～６４は先端部が欠損しているため，

Ⅰ類とⅡ類の分類ができなかった。６０は基部の欠損が大

きく，全体の形状が判断できなかった。また，６３，６４は

石鏃未製品にも分類できる。
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　未製品や異形のものを集めた。６５～６７，６９は側縁部の

細かな整形が見られるが厚みもあり製作途中のものと考

えられる。６８は縦長の二等辺三角形状で，側縁部下部両

脇に抉りが施されている。



－６４－
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概　　　　　要分類器種
剥片を素材として両側縁部に両面から押圧剥離を施してある小型から中型の三角形状の石器群を石鏃とした。

石鏃

剥
片
石
器

全体の形状が正三角形状（長幅比＝１．３：１未満とした）を呈するもの。
Ⅰ類 ａ；基部に抉りなし　ｂ；基部に抉り有り　　１；最大長１．５�未満の小型のもの

２；最大長１．５�を超える中～大型のもの　　例　Ⅰｂ－１（正三角形状で基部に抉り有り小型のもの）
全体の形状が二等辺三角形状（長幅比＝１．３：１以上とした）を呈するもの。

Ⅱ類 ａ；基部に抉り有り　ｂ；基部に抉りなし　１；最大長２�未満の小型のもの
２；最大長２�を超える中～大型のもの　　例　Ⅱａ－２（二等辺三角形状で基部に抉りなし中～大型のもの）
二次加工が周縁の一部にとどまり，剥片の形状を生かして製作されているもの。Ⅲ類
基部に深い抉りがあり，明確に脚部が作出されるもの。刃部が鋸歯状になるもの。Ⅳ類
最大幅が胴部中央よりやや下位に見られるもの。最大幅の位置が緩やかな弧状を呈するもの。Ⅴ類
欠損のため上記の分類に含めることができないもの。未製品も含む。Ⅵ類
全体の形状が特殊な形状，もしくは，加工に特徴があるもの。Ⅶ類

剥片を素材とし刃部及びつまみ部を作出し，つまみ部に着紐して携帯する石器群を石匕とした。石匕
剥片の縁辺部などに二次調整を行い，刃部整形を施してあるものをスクレイパーとした。スクレイパー
細身で上端は広がって，つまみ状をなし先端は尖って錐部を形成するもの。剥片の両側縁に加工を加え，錐状の
突出部を刃部としたもの。石錐

剥片の周辺部などに二次調整を行い，刃部整形が認められないのを二次加工剥片とした。その中で，小さな整形
が見られるもの，もしくは，使用過程で小さな剥離が生じた可能性があるものを微細剥離痕剥片とした。

微細剥離痕剥片
二次加工剥片

原石から石器製品作出のための剥片を採取した残存石材を本類に分類した。なお，剥離痕に顕著な使用痕等確認
できる資料については，礫器類に含めた。石核

原石を分割する際，その打撃を直接は受けず，衝撃によって分割されたものを分類した。裂痕片
礫石器の中で，孔を開ける道具をここに含めた。先端部に回転によって擦痕が見られる。石包丁の孔開けに使わ
れたともいわれるが，本遺跡で石包丁は出土していない。穿孔具

礫
石
器

打ち欠いて作った打製，研磨した磨製または局部磨製がある。刃部は片刃・両刃があり，両刃で蛤の合わせ目の
部分の形状に似ているものは蛤刃（はまぐりば）といわれる。

磨製石斧
打製石斧

礫石の一端にだけ簡単な刃部をつけたもの。一方向による加工によるもの（チョッパー）と両方向などからのも
の（チョッピング）とがある。礫器類

比較的大礫を素材とする。全面的もしくは部分的に磨面を有し，平坦面や側縁に明瞭な敲打痕が見られる。Ⅰａ

磨石・敲石類
比較的大礫を素材とする。全面的もしくは部分的に磨面のみを有し，敲打痕は不明瞭である。Ⅰｂ
小さな礫を素材とする。全面的もしくは部分的に磨面を有し，平坦面や側縁に明瞭な敲打痕が見られる。Ⅱａ
小さな礫を素材とする。全面的もしくは部分的に磨面のみを有し，敲打痕は不明瞭である。Ⅱｂ

砂岩質の礫素材を利用し，主として長軸方向に削痕が縦走し，深い凹面を有することが多い。砥石
砥石の中でも，深い溝状の凹みを縦長に有するものをここに分類した。有溝砥石
石皿は大礫を利用し，磨面・凹面を有する。磨石とセット関係にあり，木の実を磨り潰したりするためと考えられる。

石皿類
台石も大礫を利用し，敲打痕を有する。敲石とセット関係にあり，石器製作時に石材を据え付けるためと考えられる。
軽石を素材とする。穿孔や凹み等加工痕が残される。軽石製品
飾りとして使用されたと考えられるもの。使用目的がはっきりしないもの。ペッティングストーン

概　　　　　　　要記号石材名
　黒色で強いガラス光沢を示す。断口は貝殻状。流紋岩～安山岩質の浅所貫入岩の縁辺部が急冷されてできるこ
ともあるが，黒曜岩自体が独立した溶岩流をつくることもある。割ったときに鋭利な切片が得られるので，石鏃
などの石器の材料として利用された。

ＯＢ黒曜石

　微結晶質の石英。同心円状の縞模様がある玉髄を「めのう」とよぶ。縞の色は，帯青灰～白色，緑色，淡黄色，
濃赤色～褐色などさまざま。赤褐色は微量の酸化鉄，緑色は鉄やマグネシウムに富む粘土鉱物による。海底に噴
出した玄武岩～流紋岩溶岩や浅所貫入岩の空隙に生成される。岩石中の空隙を熱水が流動する過程で，非晶質あ
るいはごく微粒子の珪酸鉱物が飽和に達して沈殿したもの。沈殿物によって流路が閉ざされると，そこから先へ
の珪酸分の供給が絶たれて空隙が残される。

ＣＣ玉髄

　微晶質の石英より緻密で硬い岩石。珪酸分が９割以上を占める。色調は白色～灰色，黒色，赤色，緑色，灰色
などさまざま。非昌質珪酸の殻をもつ放散虫などの遺骸が，微細な砕屑（サイセツ）粒子とともに堆積し，続成
作用をうけたものが多い。生物の遺骸を含まず，海底の温泉沈殿物と推定されるものもある。

ＣＨチャート

　中性の火山岩で，日本の火山の多くはこの安山岩からできている。全体的に灰色に見えるものが多く，やや
白っぽい斜長石や濃緑色の角閃石，輝石の結晶が斑点のように見える。安山岩には板状節理といって，薄い板の
ような規則的な割れ目ができることがある。金づち等でたたくと割れやすい。

ＡＮ安山岩

　流紋岩は二酸化ケイ素の多いケイ長質の火山岩である。多くの流紋岩は，その名のように流れた縞模様（流理
構造）がよく見えるので，この名がついた。無色鉱物が多く含まれ，全体的に灰色や白色に見える。ＲＨ流紋岩

　代表的な火山岩で，全体的に黒っぽく見える。斑晶として斜長石，かんらん石，輝石を含むが，斑晶のまった
くないものもある。目では見えないような小さな鉱物が集まっている石基には，ガラスや小さな磁鉄鉱が含まれ
るものもある。

ＢＡ玄武岩

　火山の爆発で飛ばされた火山灰が陸上だけでなく海底にも堆積し，固まって凝灰岩になる。火山礫や軽石など
を含むこともある。軽石や火山ガラスのかけらなどが，高温の火山灰とまじりあってとけて流れる火砕流が堆積
すると，溶結凝灰岩になる。軽石製品はここでは，凝灰岩で分類した。

ＴＵ凝灰岩

　花崗岩は地球上で一番多い深成岩で，いろいろな顔つきのものがある。日本の花崗岩の多くは石英，カリ長石，
斜長石をふくみ，全体に白っぽく見え，黒い黒雲母がばらまかれたようになっている。ピンク色をしたカリ長石
を含むきれいなものもある。

ＧＲ花崗岩

　堆積岩の一つで，泥岩が長い間続成作用を受け，数�～１０数�くらいの厚さで，地層面に沿って割れたもの。ＳＨ頁岩

　径２～１/１６�の粒子で構成される砕屑岩。堆積物粒子を運搬する水流が安定している河川，三角州，海浜～
浅海底などでは，粘土質粒子の混入の少ないものができる。一方，水流が弱かったり不安定なところでは，粘土
粒子と砂粒の分離が悪くなる。そのような堆積物の例としては，川の後背湿地や潟の堆積物，乱泥流堆積物があ
げられる。

ＳＡ砂岩

　マグマが地下で冷えて深成岩ができるときに，堆積岩に熱を伝える。砂岩や泥岩が熱で変成作用を受けると，
黒雲母などの鉱物ができ，表面が牛の角のようになる。そこからホルン（角）フェルス（岩石）という名がついた。ＨＦホルンフェルス

※参考文献　「検索入門　鉱物・岩石」保育社　　「学研の図鑑　鉱物・岩石・化石」学習研究社
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－７１－
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　１１点出土した。刃部の形状から以下に分類した。分類

が難しく，どちらとも解釈できる形状があるが，以下，

細かく明記したい。

���������	

　刃部の作出が三辺におよび，形状が舌状もしくは拇指

状である。７０は下部縁辺部に加工が施されていない。使

用したか定かでない。７１はやや厚みがあり，刃部に向

かって急傾斜で尖っている。表面に自然面を残す。７２は

黒曜石製品で刃部の作出が直線状にはなっていない。７３

は小型の製品で，表面の刃部が急傾斜で作り出されてい

る。７４はもともとの剥片の形状を生かして刃部を作り出

す形で加工されている。

���������	

　刃部が外湾もしくは直線的に作出されたものである。

７５は細かな刃部調整が少ない。７６は左縁辺部に加工が見

られる。７７は右側縁部が欠損した可能性を残す。７８は下

部の刃部のラインが長い。

��������	


　一辺に内湾する刃部を作出するものである。７９は剥片

に厚みがあり断面が三角形状である。主要剥離面から刃

部形成の加工が見られる。８０は内湾する両側の縁辺部に

加工された可能性がある。
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　８１は錐部の先端部にわずかな調整が両面とも見られる。

形状を整える剥離も裏面下部に見られる。
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　８２は下部に，８３は内湾した縁辺部に，８４は外湾した縁

辺部に，それぞれわずかな剥離痕が見られる。

��������	
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　８５は表裏面とも整形した痕跡が見られる。
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　１点図示した。鉄石英素材で赤茶色である。
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－８５－
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　８７～８９は表裏面の周縁部で剥片をとっている。９０，９１

は主として表面のみ，剥片をとっている。

��������	
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　９２は表面右側縁部に敲いた痕がみられ，左側縁部に剥

離がみられる。刃部見通しで刃縁ラインが中央軸上に位

置し，おおむね偏りのない刃部である。
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　磨石・敲石は元来分類すべきであろうが，形態の類似

性や痕跡の複合性など，分類が難しく同一の項で取り扱

うことにした。形状の大きな礫から順にほぼ並べた。

�����������	

　最大長もしくは最大幅が７．０�以上の大礫を素材とし，

磨面を有し，平坦面や側縁に敲打痕が見られるものであ

る。９５は敲打痕がほぼ１箇所に集中する。１０４は周縁部

に敲打痕が見られる。
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　最大長もしくは最大幅が７．０�以上の大礫を素材とし，

磨面を有し，敲打痕が不明瞭なものである。 １１２，１１５， 
　

１１７，１２０，１２１，123は顕著な磨面がみられ，その面が平

坦になっている。
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　最大長と最大幅が６．９�以下の比較的小礫を素材とし，

磨面を有し，平坦面や側縁に敲打痕が見られるものであ

る。１２５は扁平な形状で，磨面と思われる部分は平坦な

面になっている。１３１は周縁の一部が平坦になるほど顕

著な敲打が見られる。
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　最大長と最大幅が６．９�以下の比較的小礫を素材とし，

磨面を有し，敲打痕が不明瞭なものである。 １３４，１３６， 
　

１３７は欠損部が大きく，残った礫だけでは判断がつきに

くい。また，１３２は接合資料であるが，全体の形状から

大礫に含まれる可能性がある。
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　砂岩質と安山岩質を素材としている。１３９はやや大型

で凹面が顕著に見られる。１４３は面の形状から砥石の可

能性があるとしてここに含めた。１４４は深い縦長の溝が

見られ，有溝砥石と考えられる。
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　１４５は敲打痕が見られ，台石として利用された可能性

もある。１４７～１５１は形状や大きさから石皿の欠損した一

部の可能性がある。１５２，１５３は大礫を利用し磨面が緩や

かな反りや傾斜を見せている。
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　１５６は顕著な凹みが見られる。使用目的は定かではな

い。
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－８６－
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　縄文時代晩期に該当する層はⅢａ，Ⅲｂ，Ⅳａ，Ⅳｂ

層である。Ⅲａ，Ⅳｂ層は縄文時代晩期該当の遺物が少

なく，遺物を包含するのは主にⅢｂ，Ⅳａ層である。遺

構は土坑が３基Ⅳａ層上面にて検出された。また，フ

レーク，チップを主体とした遺物集中区域が３エリア検

出された。これらのエリアはそれぞれさらに数ブロック

の遺物集中部から構成される可能性がある。

�����

　Ⅳａ層上面にて土坑を３基検出した。土坑はⅣｂ層に

該当する御池火山灰の黄褐色軽石を含んだ淡茶褐色土に

暗茶褐色や黒褐色土のプランが検出され，土坑として調

査した。土坑は第７６，９５図のＤ－５，Ｅ－４，５区の

チップ，フレークを主体とした遺物集中区域（エリア）

に近い場所に位置している。他にⅣａ層からは後述する

古代から中世のピットも多数検出されており，これらの

ピットの一部は同時期に遡る可能性もある。

������������

　１，２号土坑はＥ－５区Ⅳａ層上面にて検出された。

不定型な平面プランを呈しており，調査当初は一つの土

坑として調査を行ったが，土坑の一部にくびれが見られ

ることや焼土跡と思われる部分が２か所確認されたため，

２つの土坑が重なった状態であると判断した。埋土の状

況から考えると１号土坑が先に作られた可能性が高い。

また，２つの土坑から５基のピットが検出された。その

うちＰｉｔ３は１号土坑の床面ではなく検出面から確認さ

れているため，土坑よりも新しいピットであることが分

かる。残りのＰｉｔ１，２，４，５の４基は１，２号土坑

の底面から検出されたが，どちらの土坑に伴うものかは

掴めなかった。また，床面ではなく埋土の途中に２か所

の焼土跡が確認された。さらに焼土跡とほぼ同レベルの

位置で埋土の硬化と炭化物も確認されている。また，土

坑の北側Ｅ－４区にチップ，フレークを主体とした遺物

集中区域（第２エリア）が検出され，北西側Ｄ－５区に

チップ，フレークを主体とした遺物集中区域（第１エリ

ア）が検出されており（第７６，９５図），このエリアを中

心に土器や石器が多数出土している（第７９，９０～９５図）。

以上のことから，１，２号土坑は住居跡の可能性もある。
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　３号土坑はＥ－４区Ⅳａ層上面にて検出された。この

土坑は中世に作られた溝状遺構１により削られているた

め，全体のプランは掴めない。３基のピットが検出され，

１か所焼土跡の可能性がある橙色を呈した埋土を確認し

た。３号土坑の南側と重なる部分に遺物の集中する第２

エリアが検出されている。
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　調査区内においてチップ，フレークを主体としたエリ

アが３か所検出された。大きさが１�以上のものをフ

レーク，１�未満をチップとして分類し，フレークは約

８００点，チップは約１，７５０点，合計約２，５５０点が出土した。

さらにフレーク約８００点のうち黒曜石製のものが約１８０点，

非黒曜石製のものが約６２０点という割合であった。チッ

プ約１，７５０点は黒曜石製のものが約３２０点，非黒曜石製の

ものが約１，４３０点という割合であった。３か所のエリア

はさらに数ブロックの遺物集中部から構成される可能性

がある。いずれのエリアも石鏃やスクレイパー等ツール

の出土地点と重なるため，石器製作跡の可能性が高いと

考える。
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　Ｄ－５区を中心とした遺物集中区域を第１エリアとし

た。このエリアは点数的にはフレーク，チップが最も多

く出土しているが，他にも石鏃を中心としたツールや土

器の集中する場所でもある。また，エリア内にさらに数

ブロックの遺物集中部が存在する。
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　Ｅ－４区を中心とした遺物集中区域を第２エリアとし

た。このエリアも第１エリアと同様に，フレーク，チッ

プの出土を主体とするが，他のツールや土器も多数出土

している。また，エリアの中心は中世に作られた溝状遺

構により削られている。
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　Ｆ，Ｇ－９，１０区を中心とした遺物集中区域を第３エ

リアとした。このエリアも第１，２エリアと同様に，フ

レーク，チップの出土を主体とするが，他のツールや土

器も多数出土している。
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　縄文時代晩期該当の遺物を包含するのはⅢａ，Ⅲｂ，

Ⅳａ，Ⅳｂ層であるが，主にⅢｂ，Ⅳａ層より遺物は出土

している。これらの層からは縄文晩期該当遺物だけでな

く弥生から中世までの遺物も出土している。主体となる

Ⅲｂ，Ⅳａ層は約４，６００年前に噴出したⅣｂ層御池火山灰

層より上位である。

　出土土器は，既存の土器型式で言う入佐式土器がほと

んどを占め，調査区内の３つのエリアを中心に出土した

（第７６図参照）。大きく深鉢型土器，浅鉢型土器の２類

に分類した。
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　２１８～２２１は口縁部が外傾し，文様は口縁部外面に横位

の沈線文を廻らせるという特徴がある。２２２はほぼ直立

し，口縁部外面に横位の沈線文を施す。内面はミガキ調

整を施している。

　２２３～２３７までは口縁部が肥厚せず，ほぼ直線的に外傾

する特徴を持つ。その中で２２３，２２４は口縁部外面に貝殻

条痕文を雑に施してある。２２４～２２６は内面に丁寧なナデ

調整を施し，２３０，２３１，２３３～２３７は内面又は外面，若し

くは内外両面にミガキ調整を施している。また ，２２４， 
　

２２９，２３２，２３３は胎土に火山ガラスを多く含むという特

徴がある。

　２３８は口縁部がやや内湾気味に開くタイプで，外面に

は一部ススが付着し，補修孔を持つ。

　２３９～２４４は口縁部から頸部，胴部にかけての資料であ

る。２４２以外はほぼ直線的に外傾する特徴を持ち，２４２は

２３８と同様，口縁部がやや内湾気味に開くタイプである。

２４０は口縁部がやや肥厚し緩やかな波状口縁を呈する。

２４３は口縁部と頸部の境に段を有する。２４１～２４４は胎土

に火山ガラスを多く含む。

　２４５は口縁部がやや外反気味に開き，肥厚するタイプ

である。胎土に火山ガラスを多く含む。

　２４６～２５４までは胴部資料である。口縁部及び底部は欠

損しているため全体形状は不明である。２４６の外面は横

位の条痕文を施した後，ナデ調整を行っている。

２４８，２５０は胴部外面にススが付着している。２５１～２５３の

外面はミガキに近いナデ調整が施され，２５４は内外面と

もミガキ調整が施されている。２４６，２４８，２５０の胎土に

は火山ガラスが多く含まれている。

　２５５は口縁部から頸部までの資料である。ほぼ直線的

に外傾し，胴部はさほど膨らまない印象である。

　２５６～２７４までは頸部から胴部の資料である。口縁部及

び底部は欠損しているため全体形状は不明である。２６０

は口縁部と頸部の境に段を有する。また２６０，２６２，２７４

は比較的器壁が厚いという特徴がある。２６３，２６９の外面

はミガキに近いナデ調整が施されている。２７３の外面は

横位の条痕文を施した後，ナデ調整を行っている。

　２７５～３００までは底部資料で，全て平底である。２７５～

３００にかけて，徐々に底部の張り出しが大きくなってい

く。２７５～２８０は胴下半部と底部との境が比較的明瞭でな

く，やや窄まる形状の底部である。２８１～２８９は胴下半部

と底部の境が比較的明瞭で，胴部と底部の境部分と底部

の接地部の径の差が少ないものである。２９０～３００は胴下

半部と底部の境が明瞭で，横に大きく張り出すタイプの

底部である。２９４は内外面ともミガキ調整が施されてい

る。２８２は胎土に角閃石が比較的多く含まれている。
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　３０１～３１０は浅鉢形の中でも深さが浅く皿状になるもの

である。内外面の器面調整はミガキで，ほぼ横位に施さ

れる。３０１，３０２は口縁部が短く直立するタイプである。

３０３～３１０の口縁部はほぼ直線的に外傾または外反する特

徴を持ち，口縁部先端の外面又は内外面に沈線を廻らせ，

断面形状が玉縁状に丸みを帯びる。

　３１１～３１５も皿状の器形を呈するが，前のタイプに比べ

やや深いタイプのものである。口縁部先端には内外面に

沈線が廻らされ，胴部はやや丸みを持つ。

　３１６～３２１は口縁部がやや長くなり胴部との境が比較的

明瞭となる。３１６，３１７は同一個体の可能性がある。３１８

は外面に微量の赤色顔料が塗布されていた。分析の結果，

赤色顔料の種類はパイプ状ベンガラであった（第Ⅳ章参

照）。３１９～３２１は口縁部内面に段を持つタイプの土器で

ある。３２０は波状口縁である。

　３２２の口縁部は直線的に外傾する。

　３２３は縄文時代晩期の干河原段階の土器である。波状

口縁を呈する。

　３２４～３２６は口唇部が指で摘まれたように尖り，やや内

傾する。

　３２７～３３６は胴部片で，口縁部及び底部は欠損している

ため全体形状は不明である。３２７，３２９，３３６は胎土に角

閃石を含む。

　３３６は外面に付着していた炭化物の１４Ｃ年代測定を行っ

たところ，２，９３０±３０（ｙｒＢＰ）という結果が出ている。
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　３３７～３３９は土器の底部等を加工したもので「メンコ」

と呼ばれるものである。円形に近い形状に周囲を加工し

ている。３点とも胎土に火山ガラスを多く含むという特

徴がある。３３７，３３８は胎土，色調が類似している。
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　縄文時代晩期の石器は，Ⅲ層，Ⅳ層を中心に出土して

いる。同包含層内からは，縄文時代晩期の土器が出土し

ており，石器類に関しても，同様と想定する。分類にあ

たっては，Ｐ６４の石器分類表，石材分類表を参照された

い。縄文時代晩期石器観察表は，Ｐ１８６，１８７に掲載して

いる。
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　形態から５類と欠損品に分類した。８６点出土し，すべ

て図示した。（時期不明が２点あり，図示していない）
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　全体の形状が正三角形状（長幅比＝１．３：１未満とし

た）を呈するものである。基部の抉りの有無により２つ

に分類した。
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　基部に抉りが見られないものである。１５７は最大長１．５

�未満の小型のもの（Ⅰａ－１類）である。１５８は最大長

２．３�を超える大型のもの（Ⅰａ－２類）である。基部の

一部を欠損するが，残存する部分から判断して，抉りが

見られないものに含めた。
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　基部に抉りが見られるものである。最大長１．５�未満

の小型のもの（１５９～１６９）をⅠｂ－１類，１．５�を超える

中～大型のもの（１７０～１８１）をⅠｂ－２類とした。１６６は

最大幅が最大長に比べてかなり大きく，基部に少し抉り

が見られる。１６９は先端部が欠損している。主要剥離面

中央部に凹みが見られる。
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　全体の形状が二等辺三角形状（長幅比＝１．３：１以上

とした）を呈するものである。基部の抉りの有無により

２つに分類した。
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　基部に抉りが見られないものである。１８２～１８４は最大

長２．０㎝を超える中～大型のもの（Ⅱａ－２類）である。

１８２は基部に欠けがあり，断面が平坦になっている。１８３

は中央部に厚みがあり，先端部が薄く仕上げられている。

１８４は調整面が盛り上がり，全体的に厚みを感じる。
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　基部に抉りが見られるものである。最大長２．０�未満

の小型のもの（１８５～１８８）をⅡｂ－１類，２．０�を超える

中～大型のもの（１８９～１９９）をⅡｂ－２類とした。

１８５，１８７，１９６，１９８は一部を欠損するが，残存する部分

から判断して，抉りが見られるものに含めた。１９９は縦

長の形状で，側縁部は丁寧に加工され，小さな鋸歯状に

見える。
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　二次加工が周縁の一部にとどまり，剥片の形状を生か

して製作されているものである。２００は主要剥離面が平

坦であり，調整面の中央部は凹みが見られる。２０１は調

整面の加工は施されているが，主要剥離面は側縁部の一

部のみ加工が施されている。２０２，２０３は主要剥離面の加

工は先端部と基部に限られている。
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　基部に深い抉りがあり，明確に脚部が作出されるもの

である。２０６は縦長の形状で，側縁部が鋸歯状に仕上げ

られている。２０９，２１１，２１２，２１４は一部に欠損があるが，

基部に深い抉りが見られると判断できる。
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　欠損のため上記の分類に含めることができないもので

ある。２１７，２２８～２３１は基部の欠損が大きく，抉りがあ

るかないか判断できなかった。２１８，２２３，２２５，２２７，２３２

～２３５，２３８は先端部が破損しているため，Ⅰ類とⅡ類の

分類ができなかった。２２１，２２６は側縁部の欠損のため判

断できなかった。また，２２１は最大幅が胴部中央部より

やや下位に見られるもの（Ⅴ類）に含まれる可能性があ

る。晩期石鏃ではⅤ類は１点も含まれない。２２２は残っ

た形状からⅡｂ－２類かⅣ類の判断ができなかった。

２２４，２３７はⅡｂ－１類かⅡｂ－２類の判断が難しかった。

２３６は基部と側縁部の欠損のため判断できなかった。ま

た，石鏃未製品にも分類できる。
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　未製品や異形のものを集めた。２１３は未製品と考えら

れる。２３９の形状は，肩部が尖り，縦長の星形に見られ

る。２４０～２４２は基部に欠損のあるのも含まれるが，基部

に丸みを持っている。
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　本遺跡における石匕類は石鏃などの出土数と比較して

点数は少ない。２４３はつまみ部の作出は両面からなされ

ているが，欠損部が大きく，刃部や全体像は不明である。
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　１３点出土した。刃部の形状から以下に分類した。
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　刃部の作出が三辺におよび，形状が舌状もしくは拇指

状である。２４４は三辺の一部ずつに調整を施している。

一部，自然面も残り，厚みがある。２４５は下部の刃部が

曲線状であり，右縁辺部も調整が見られる。
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　刃部が外湾もしくは直線的に作出されたものである。

２４６は小型であり，刃部の作出が三辺におよぶか，曲線

的に作出されているか，どちらとも判断できる形状であ

る。２５５は右縁辺部の作出が丁寧であり，とくにその下



－１０２－

部の調整が細かい。２４８，２５３，２５４は刃部が外湾して作

出されている。
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　三角形状の二辺に刃部を作出しているものである。刃

部が直線的であり，調整が細かい。
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　薄い剥片であり，刃部調整が施されていない。ところ

どころ自然面が見られる。
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　形状が拇指状である。縁辺部が曲線になっている。
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　縁辺部が外湾もしくは，直線的なものを集めた。

２６０，２６１は黒曜石の剥片で，調整面は微細な剥離が見ら

れる。２６２は黒曜石の剥片で，下部に微細な調整が見ら

れる。２６３は裏面右側縁部に細かな調整痕を有している。

２６４は形状が楔形に見られるが，上部に打痕は見られない。
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　二次加工された縁辺部が内湾しているものを集めた。

２６５は端部を部分的に整形し錐部を作出したドリルの可

能性もある。
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　原石から石器製品作出のための剥片を採取した残存石

材を本類に分類した。２６７は裏面が２６８，２６９は表面が周

辺から中心に向かって剥ぐものである。
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　原石を分割する際，その打撃を直接は受けず，衝撃に

よって分割されたものを分類した。
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　２点出土した。穿孔するための道具として考えられる。

２７２は断面が三角形状で，それぞれの面が平坦に仕上げ

られている。
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　２７４は磨製石斧の刃部の一部である。全体像はつかめ

ないが，表面の一部に磨った痕跡がある。
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　完形品に近い製品は少ない。２７５，２７６は基部と刃部を

境界作る抉り部を持っているが，刃部の部分が欠損して

いる。２７６は刃部への広がりが大きいので形状がラケッ

ト状ではないかと想像される。２７７は抉り部が浅く小型

である。表裏面に擦痕があることから，磨製石斧の転用

品の可能性もある。２７８，２７９は基部，刃部とも欠損して

いる。２７８は比較的大型のものと思われ，２７９は扁平な形

状をしている。２８０は小型の製品で側縁部の磨滅のすす

んでいる部分がある。２８１は刃部が伴わず全体像がつか

めないが，小型の製品と推測される。
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　２８２は下部が平坦になるほど敲いた痕跡が見られる。

ちょうど片手で握りやすい大きさで，右手に握ると指が

裏面の少しくぼんだ部分におさまるようである。

�����������	��
��
�	����

　磨石・敲石は元来分類すべきであろうが，形態の類似

性や痕跡の複合性など，分類が難しく同一の項で取り扱

うことにした。形状の大きな礫から順にほぼ並べた。晩

期の磨石・敲石類は早期のものと比較して，小型の礫が

多い。
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　最大長もしくは最大幅が７．０�以上の大礫を素材とし，

磨面を有し，平坦面や側縁に敲打痕が見られるものであ

る。２８４は扁平な円盤状の形状で，側縁部の一部に敲い

た痕跡がある。また側縁部の一部に平坦な部分がある。

２８６は側縁部の全てを使用しているが，正面左側縁部の

使用頻度が高い。
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　最大長もしくは最大幅が７．０�以上の大礫を素材とし，

磨面を有し，敲打痕が不明瞭なものである。２８７，２８８は

花崗岩材質で粒が粗く，敲打痕を見つけにくい。側縁部

の一部が平坦になる部分が見られる。
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　最大長と最大幅が６．９�以下の比較的小礫を素材とし，

磨面を有し，平坦面や側縁に敲打痕が見られるものであ

る。２９１は側縁部の全てを使用しているが，正面左側縁

部の使用頻度が高い。２９２は左右側縁部の敲いた痕跡が

大きい。２９３は外形状の出っ張りの部分に敲打痕が見ら

れる。２９４は平坦面の一部に敲打痕がみられる。２９６は上

面全体に敲打痕が確認できるが浅めである。２９７は側縁

部に敲打痕が確認できるが，上面にできたものが顕著で

ある。２９８，２９９は小型で一部に欠損部分をもつ。３００は

器形変化が見られるほど敲打が顕著である。
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　最大長と最大幅が６．９�以下の比較的小礫を素材とし，

磨面を有し，敲打痕が不明瞭なものである。３０２は形状

が角のないサイコロ状で６面のうち５面がほぼ平坦であ

る。３０３は平坦面の一部に浅いくぼみが４か所見られる。

３０５～３１１は形状が扁平で，とくに３０７～３０９は厚さがあま

りない。３１２は薬指の先程度の大きさで，磨石・敲石類

に含めたが別の用途かも知れない。
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－１２５－
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　縦に深いところでは３本の溝が見られる。幅は広い所

で１５�程度。深さは深いところで８�程度である。
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　表裏面ともほぼ中央部に凹面が見られる。周縁部のと

ころどころに敲打痕が見られるので，複合的な使用の可

能性もある。
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　３１５，３１６は形状や大きさから石皿の欠損した一部の可

能性がある。３１６は火熱を受けた痕跡が見られるので，

集石からの転用も考えられる。３１７，３１８は大礫を利用し，

３１７は磨面が緩やかな傾斜を見せていて，３１８は大きな凹

みが見られる。
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　３１９～３２４は実物大で掲載した。３１９は小型で磨石の形

状をしている。３２０～３２４はさらに小型で３２０，３２２，３２３

は扁平であり，つるつるした触りの感触である。使用目

的は定かではない。３２４は形状は石匕のようだが，加工

が片面に偏り，周縁部が尖っていない。
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－１２６－

��������	
����
�

����

　Ⅲａ，Ⅲｂ，Ⅳａ層が弥生時代～古墳時代の遺物包含層

である。遺物の内容は弥生時代前期土器，弥生時代後期

土器，古墳時代土器，磨製石鏃，鉄鏃が出土した。なお，

このⅢａ，Ⅲｂ，Ⅳａ層は，縄文時代晩期以降中世までの

遺構・遺物も包含し，縄文時代晩期以降の出土遺物をレ

ベル，層位的上下関係で詳細に区分することは困難な場

面が多い。これらの遺物包含層は１，４７１年に噴出したとさ

れる桜島起源火山軽石の文明ボラと約４，６００年前に御池

より噴出した御池火山灰層の間層になる。

　土器の出土状況は縄文時代晩期の３つのエリアとは異

なる。点数が少ないため大まかな傾向ではあるが，弥生

時代前期の甕形土器は調査区西側のＦ，Ｇ－２～５区に

集中する。弥生時代前期の壺形土器はＤ，Ｅ－４区に集

中し，後期の甕形土器はＥ，Ｆ－４～６区に集中する傾

向にある（第１１３，１１４図参照）。
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　３４０は口縁部上端に断面形状が三角形の突帯を貼り付

けており，口唇部はやや内径気味の平坦な口唇部である。

胴部にも２条の三角形の突帯を貼り付けている。胴部は

緩やかに膨らむ器形である。胴部の突帯は口縁部の突帯

に比べて小さいが，いずれの突帯にも刻みを施し，口縁

部突帯から胴部突帯の間に２本の平行沈線文を鋸歯状に

施している。

　３４１～３４３は口縁部上端に断面形状が台形の突帯を貼り

付け，平坦な口唇部を呈し，直下に断面形状が三角形の

突帯を貼り付けている。さらに胴部にも断面形状が三角

形の突帯を１条貼り付け，いずれの突帯にも刻みを施し

ている。３４３は口縁部上端の突帯が外れているが，３点は

同一個体の可能性がある。

　３４４は胴部片で全体形状は不明であるが，断面形状が

三角形の２条の突帯が貼り付けてある。突帯には刻みが

施されている。外面には一部ススが付着しており，３４０

と同一個体の可能性がある。

　３４５は口縁部上端に断面形状が三角形の突帯を貼り付

けており，口唇部はやや外傾気味の平坦な口唇部である。

突帯には刻みが施されている。

　３４６は底部で，断面が横にやや張り出す形状を呈する。

上げ底で，外面の一部は剥落している。

　３４７，３４８は断面形状が三角形の突帯である。突帯に刻

みがなく，３４０～３４５の突帯とは大きさが異なるため，別

個体のものと想定される。

　３４９は口縁部上端に断面形状が三角形の突帯を貼り付

けている。突帯に刻みはなく，口唇部はやや外傾気味で

平坦な口唇部である。
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　いずれも頸部～胴部片で，頸部下位に断面形状が三角

形の突帯を２条貼り付け，突帯には刻みを施している。

３点は同一個体の可能性がある。
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　弥生時代後期～古墳時代初頭の甕形土器である。３５３

～３５９は胴部片及び底部で，いずれも全体形状は不明で

ある。３５３～３５５は胴部に断面形状が三角形の突帯を２条

貼り付けている。３５４，３５５は胎土に小礫を混和させてお

り，内面は一部剥落している。３５４，３５５は同一個体の可

能性がある。３５６，３５７は胴部に断面形状が半円形の突帯

を１条貼り付けている。外面にススが付着し，ハケ目調

整を施している。胎土及び色調が類似していることから，

同一個体の可能性がある。３５８は底部である。断面形状

は横に張り出さず，胴部から窄まるような形状で平底で

ある。外面の一部が剥落し，底部は若干，上げ底である。

３５９は胴部片で外面にハケ目調整，内面には指頭圧痕が

残る。

　３６０は口縁部が外反し，胴部は緩やかに膨らみながら，

中空の脚部へと至る。内外面とも丁寧なナデ調整が施さ

れ，胴部にススが付着する。３６１～３６３は口縁部が緩やか

に外反し，胴部は膨らまない器形を呈する。胎土や色調

が類似しているため，同一個体の可能性がある。３６４は

口縁部が緩やかに外反し，３６５は口縁部が「く」の字に

屈曲している。いずれも小片であるため全体器形は不明

である。３６６は胴部下半部から脚部である。内外面とも

にナデ調整が施され，胎土に角閃石を含む。
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　弥生時代に該当する石器はⅢａ層出土の磨製石鏃２点

である。

　３２５の磨製石鏃は縄文時代早期該当層より出土した打

製石鏃の分類表によると，二等辺三角形を呈し，基部に

浅い抉りのある最大長２．０�以上の石鏃（Ⅱｂ－２類）

に属する。頁岩製で両面とも丁寧に研磨・整形している。

３２６は先端部を数�欠損しているが，３２５と同様，Ⅱｂ－

２類に属する。同じく頁岩製で両面とも丁寧に研磨・整

形している。
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－１３２－
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　古墳時代該当の鉄器として，鉄鏃が３点出土した。Ⅲａ

～Ⅳｂ層より出土する遺物の時期については層位的に遺

物と時期を分別することが困難な場面が多いため，鉄器

に関しても，明確に時期設定することが難しいことがあ

る。よって第５節に掲載する古代～中世の鉄器の中にも，

弥生～古墳時代該当のものが含まれている可能性もある。

　１の鉄鏃は無頸有茎鏃群に分類される圭頭鏃で，一部

がさびで覆われているが全体の形状は判別できる。茎部

に樹皮らしきものが残存している。２の鉄鏃も無頸有茎

鏃に分類される圭頭鏃で，一部がさびで覆われている。

先端部が欠損しているため全長は判断できない。３は鉄

鏃の一部と考えられる。
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　古代～中世の遺構は，Ⅱ層文明ボラ除去後のⅢａ層上

面において文明ボラを埋土にした溝状遺構等を検出し，

Ⅳａ層上面において掘立柱建物跡，土師器埋納遺構，古

道，土坑墓，土坑，ピットを検出した。掘立柱建物跡は

２棟，土師器埋納遺構１基，溝状遺構５条，古道数条，

土坑墓１基，畝状遺構２か所，ピット２０２基，土坑６基

を検出した。

　遺物はⅢａ，Ⅲｂ層から土師器の甕，坏，椀，内黒土師

器，焼塩土器，墨書土器，羽口，須恵器，白磁，青磁，

擂鉢，滑石製品，軽石製品，鉄器，鉄滓が出土した。
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　Ｅ－８区，Ｆ－４区Ⅳａ層上面において２棟の掘立柱

建物跡を検出した。南側Ｅ－８区の方を１号，北側Ｆ－

４区の方を２号とした。いずれも２間×３間である。
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　Ｅ－８区，Ⅳａ層上面にて検出した。２間×３間で長

軸がほぼ東西方向を向いている。建物中央にさらに１本

の浅い柱穴（Ｐ１１）を検出し，その周りには炭化物が集

中する。Ⅳ層上面では掘立柱建物跡以外にも比較的新し

い時期のものを含んだ多数のピットを検出しているため，

Ｐ１１は１号掘立柱建物跡に伴わない可能性もある。建物

内に焼土跡は確認されなかった。柱穴の平均直径は４１�，

深さの平均は６６�で，平均梁間間は５３３�，平均桁行間７６２

�である。Ｐ９の深さが比較的浅い。１号掘立柱建物跡

は後世の溝状遺構２により切られており，Ｐ１０は溝状遺

構２内より検出された。遺構内及び周辺からはさほど遺

物は出土していない。

　Ｐ１とＰ８の埋土より出土した炭化物の１４Ｃ年代はＰ

１が１，２３０±３０（ｙｒＢＰ）で，Ｐ８は１，２６０±２０（ｙｒＢＰ，

暦年較正年代では７世紀後半～８世紀後半）という結果

が出ている（第Ⅳ章参照）。
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　Ｆ－４区，Ⅳａ層上面にて検出された。２間×３間で

長軸がほぼ東北東－西南西方向を向いている。建物中央

より焼土跡が検出され，遺構内及び周辺からは土師器の

甕，坏，椀，軽石等の遺物が多数出土している。柱穴の

平均直径は６６�，深さの平均は１０１�で，平均梁間間は４３８

�，平均桁行間６８３�である。１号掘立柱建物跡と比べ

て建物の大きさ（床面積）は小さいが，柱穴の大きさ，

深さは大きい。

　柱穴埋土内より出土した炭化物の１４Ｃ年代は８１０±３０

（ｙｒＢＰ）という結果が出ている。
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　Ｆ－４区，Ⅳａ層上面において土師器の坏が多数埋納

された土坑を検出した。２号掘立柱建物跡のＰ３，Ｐ４

付近である。土坑内部には土師器の坏が２１点重なって埋

まっており，一部は破損していたが，完形のものもあっ

た。隙間の埋土は白色の砂粒が混じった黒色土である。

いくつかの土師器の内面には白色の砂粒が固まった状態

で付着したものもあり，土坑の埋土は上の方が白色の砂

粒が多く混ざる傾向であった。

　土坑内埋土である黒色土の１４Ｃ年代測定を行ったとこ

ろ，９１０±２０（ｙｒＢＰ），暦年較正年代で１，０３０～１，１８０

（ ｃａｌＡＤ        ），１１世紀前半～１２世紀後半という結果が出て
　

いる。
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　Ｃ～Ｇ－１～１１区，Ⅲｂ～Ⅳｂ層において２０２基のピッ

ト群を検出した。ピットの平面形状は円形，楕円形が最

も多く，不定形なプランもある。底面の形状も一方に段

を有するものや二つのピットが重なったものなどがある。

埋土は黄褐色土，黒褐色土等で御池火山灰を含む埋土が

多い。長径の平均値は３１�で短径の平均値２５�，深さの

平均値は２８�である。
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　Ｆ，Ｇ－３区，Ⅲｂ層において土坑６基を検出した。

土坑は東北東－西南西方向に６基並び，１号土坑は比較的

離れている。５，６号は円形のプランが繋がった状態で

検出された。埋土は黒色粘質土でⅢａ層に該当する。埋

土がⅢａ層であるため，土坑の構築面はⅢｂ層検出面より

上位の可能性がある。

　長径の平均値が１１８�，短径の平均値が１１２�，深さの

平均値は８�で，いずれも非常に浅い土坑である。
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　溝状遺構はⅢａ層上面において５条検出された。２条

は幅，深さともに大きく，残りの３条は比較的幅も小さ

く，浅い形状である。溝状遺構１は南北方向に延び，調

査区北側に延びるにつれて緩やかに曲がる。また，東西

方向に延びた溝状遺構２とＧ－７区において合流する。

溝状遺構３は溝状遺構１の西側に位置し，溝状遺構１に

平行して延びる。溝状遺構１が緩やかに曲がるＥ－４区

において溝状遺構３と溝状遺構１は合流する。溝状遺構

４は調査区南側のＢ－１２，１３区，溝状遺構５はＥ－１４区

において検出された。
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　溝状遺構１はⅢａ層上面，Ⅱ層の文明ボラを除去後に

検出された。北西－南東方向に延び，Ｅ－３，４区で緩

やかに東側に曲がり調査区北端に続く。溝の幅は約１２０

～２００�で深さは９０～１２０�である。埋土は主に上部に文

明ボラ，下部に御池火山灰を含んだ黒色土が存在する。

溝の断面形状はＧ－７区の合流地点に近い南側では半円

形のＵ字形を呈するが，北に行くにつれ下部が尖ったＶ

字形に変化する。また，Ｇ－７区の合流地点に近い南側

では底部に浅い土坑や杭跡（Ｐｉｔ⑥）が存在するが，北側

の底部では検出されなかった。

　溝状遺構１の埋土より出土した炭化物２点の１４Ｃ年代

測定を行った結果，３３０±３０（ｙｒＢＰ）と３７０±２０（ ｙｒＢＰ       ）
　

という結果になり，後者の暦年較正値は１ ，  ４５０～１       ，        ５３０             ，
　

１，５７０～１，６３０（ｃａｌＡＤ，２σ），即ち１５世紀半ば～１７世紀

前半という年代結果が出ている。
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　溝状遺構２もⅢａ層上面，Ⅱ層の文明ボラを除去後に

検出された。北東－南西方向にほぼ直線的に延び，Ｇ－

７区で溝状遺構１が合流する部分でやや屈曲する印象で

ある。溝の幅は１５０～１８０�で，深さは５０～７５�である。

埋土は主に上部に文明ボラ，下部に御池火山灰を含んだ

黒色土が存在する。溝の断面形状はほぼ半円形のＵ字形

を呈する。溝状遺構１と大きく異なる点はその断面形状

と溝の底部に硬化面を筋状に有する点，硬化面除去後に

連続した浅い凹みが見られる点である。また，溝底部に

杭跡（Ｐｉｔ①～⑤）が数か所検出された。
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　溝状遺構３はＥ－４，Ｆ－４，５区，Ⅲｂ層上面にて

検出された。北北西－南南東方向に延びＥ－４区で溝状

遺構１と合流する。溝の幅は３５～５０�で，深さは１０～２５

�である。埋土はⅢａ層該当の黒色粘質土で，溝の規模，

埋土ともに溝状遺構１，２とは異なる。

　溝状遺構４は調査区南側のＢ－１２，１３区，Ⅲａ層上面

にて検出された。埋土は上部に文明ボラ，下部に茶色の

ラミナを水平方向に含んだ茶褐色硬質土で構成されてい

る。溝の幅は約４５�，深さは約２０�である。

　溝状遺構５はＥ－１４のⅢｂ層上面にて検出された。埋

土は白色のパミスを含む黒色土で溝状遺構３，４と同様，

規模の小さなものである。
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　Ｂ－１１，１２区及びＤ－１３区，Ⅲｂ層上面において筋状

に延びる古道及び硬化面が検出された。本遺跡と谷を隔

てて北側の台地に位置する桐木遺跡でも古道が検出され

ており，古道の認定条件を以下のように記している。

�　硬化面をもち，筋状もしくは円形の凹面をある程度

連続的に形成するもの。

�　明瞭な硬化面はもたないが，周辺の土壌と異なる

色・質感をもち，硬化面をもつ古道とほぼ同一方向に

筋状に形成されたもの。

　本遺跡で検出された遺構もこの条件を満たすため古道

と認定した。古道１はＢ－１１，１２区において円形，長楕

円形の硬化面が北西－南東方向に連続して並んで検出さ

れた。断面は浅い皿状を呈する。古道２はＤ－１３区，

Ⅲ ｂ    層上面において北西－南東方向に筋状に延び，埋土
　

は黒色土である。さらにその黒色土の下位には円形また

は楕円形の硬化面が連続して並ぶように検出された。
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掘り方短径（�）長径（�）深さ（�）Ｐｉｔ桁行間（�）桁行柱間（�）梁間間（�）梁間柱間（�）２間×３間
円５３５５９１１７５３２５０Ｐ８－Ｐ９５４０２９０Ｐ８－Ｐ７
円４１４５６８２２７３Ｐ９－Ｐ１０２５０Ｐ７－Ｐ６
楕円４２５０８７３２３０Ｐ１０－Ｐ１５４１５４１Ｐ９－Ｐ５
円３０３１３９４７７０２５０Ｐ６－Ｐ５５１０５１０Ｐ１０－Ｐ４
円３２３３－５２２０Ｐ５－Ｐ４５４０２７０Ｐ１－Ｐ２
楕円４３５１８８６３００Ｐ４－Ｐ３２７０Ｐ２－Ｐ３
楕円３８４３８７７
円４０４０９８８
円２８３０６９
円３４３８６５１０
円３１３３３５１１

３７．５４０．８６６．４７６１．５２５３．８５３２．８３５５．２平均
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掘り方短径（�）長径（�）深さ（�）Ｐｉｔ桁行間（�）桁行柱間（�）梁間間（�）梁間柱間（�）２間×３間
円６７６９１１０１７１０２５０Ｐ４－Ｐ３４４８２２３Ｐ４－Ｐ５
円６５６７１１３２２３０Ｐ３－Ｐ２２２５Ｐ５－Ｐ６
楕円５８６２１００３２３０Ｐ２－Ｐ１４３０４３０Ｐ３－Ｐ７
楕円７８８７１０３４６５５２２０Ｐ６－Ｐ７４４０４４０Ｐ２－Ｐ８
楕円５０５７８０５２２０Ｐ７－Ｐ８４３５２１５Ｐ１－Ｐ１０
楕円５３６２９９６２１５Ｐ８－Ｐ９２２０Ｐ１０－Ｐ９
楕円５３５９８２７
円５５５７１２３８
楕円５３６０１０５９
楕円６６８０９２１０

５９．８６６．０１００．７６８２．５２２７．５４３８．３２９２．２平均
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深さ
（�）

短径
（�）

長径
（�）

ピット
 

深さ
（�）

短径
（�）

長径
（�）

ピット
 

深さ
（�）

短径
（�）

長径
（�）

ピット
 

深さ
（�）

短径
（�）

長径
（�）

ピット
 

１２．０９．０１０．０１８１７５．０２５．５３６．０１２１２８．５１７．０１７．０６１１２．０２１．０３１．０１
１０．５１２．５１５．０１８２３０．５３１．０３９．０１２２９．０１２．０１３．５６２８．０２１．０２４．０２
１０．５１５．０１７．０１８３２６．０２０．０２３．０１２３１７．０１５．０１７．０６３１２．０２０．０２７．０３
１２．５１６．０２０．０１８４３２．０２３．０３０．０１２４９．０１９．５２２．５６４１２．０２２．０２４．０４
８．５８．５１０．５１８５７６．０２５．０３９．０１２５１２．０１８．５２９．０６５１１．０１５．０１７．０５
２４．０１３．０１６．０１８６２５．５２８．５３０．０１２６１８．５１６．０２４．５６６２８．０１５．５１６．５６
１５．５１３．０１６．０１８７３１．０２５．０２６．０１２７９．０１３．０１６．０６７１４．５１８．０２１．５７
８．５１７．５１８．０１８８２９．０４１．０５３．５１２８２６．０２３．０２５．０６８１２．５１７．５２０．０８
５．０５７．０７４．０１８９２２．０２５．０２８．０１２９１６．５１４．５１５．０６９１０．５１４．５１６．０９
４７．０２９．５３０．０１９０４１．０２８．０３９．０１３０１３．０１５．０１７．０７０３５．０２０．０２０．５１０
３２．５３６．０４１．０１９１２６．５２９．０３８．０１３１８．０１６．０１７．０７１２７．０２０．０２１．０１１
１８．０１３．０１５．０１９２１０．０１６．０１８．０１３２１５．０１２．０１３．０７２４２．０１７．０１９．０１２
１８．０２３．０３０．０１９３２１．０１９．０２３．０１３３１８．０１０．０１２．０７３９．０１８．０２１．０１３
８．０２５．０２７．０１９４３４．０２３．０２８．０１３４２５．５１６．０２５．５７４２９．０２８．０２９．０１４
１７．０９．０１０．０１９５３０．０２４．０３５．０１３５１６．０１５．０１８．０７５１４．５１９．０２０．０１５
２４．５１０．５１２．５１９６５０．０２７．０３２．０１３６２４．０１２．０１５．０７６１４．０１９．５２１．０１６
６．５３０．０６０．０１９７１８．０４１．０２６．０１３７１０．０１０．０１３．０７７１８．０２０．０２３．５１７
４．０２０．９４０．５１９８６６．０２７．０３０．０１３８６．０９．０１２．０７８９．０１９．０２０．５１８
１０．１３０．３５０．５１９９１７．５３６．０３８．０１３９１０．５１８．０１９．０７９９．５３１．０３８．０１９
１０．０４０．５５０．７２００２５．０２７．０３１．０１４０２５．０９．０１２．０８０３８．０２５．０３２．０２０
２０．７４０．０８０．４２０１３４．０２９．０３０．０１４１６２．０３３．０４６．０８１２９．０２４．０２６．０２１
１０．４３０．５１４０．１２０２３１．０３０．０３１．０１４２５４．０３９．０４３．０８２１５．０１９．０２１．０２２
８９．０１０１．０１６７．０最大値４．５５３．５６２．０１４３１５．０２２．０２９．０８３２０．０１２．０１４．０２３
４．０８．５１０．０最小値７．０４５．５５５．５１４４２２．０３２．０５３．０８４１３．０１６．０１９．５２４
２７．８２４．６３０．６平均５２．０２５．０２６．０１４５３２．０２９．０３２．０８５１３．０２１．５２７．０２５

６０．５２８．０３３．０１４６６６．０２６．０２６．５８６７．５２１．５２５．５２６
２４．０２０．０２８．０１４７３０．０２７．０２９．５８７２０．０２１．５２４．０２７

１０．０１３０．０１４２．０１号土坑２９．０２６．０２５．０１４８４８．５１０１．０１０６．０８８７．５２８．０２９．０２８
４．０９９．０１００．８２号土坑３３．０２６．０３１．０１４９３３．０８１．０１６７．０８９１６．５２２．０２７．０２９
１０．８１１０．５１１０．７３号土坑２３．０３１．０２４．０１５０５３．０３０．０３１．０９０１８．０２０．０２５．０３０
８．０１１０．０１１０．７４号土坑７０．０２３．５２４．０１５１３９．０２６．０３０．０９１１６．０２１．０３５．０３１
１０．３１１０．０１２０．７５号土坑２６．０２６．０２７．０１５２１３．５２７．０２７．５９２２６．５２１．０２４．０３２
６．０１１０．４１２０．０６号土坑８．５３９．０４２．５１５３５１．０３０．０２７．０９３３２．０１６．０２５．０３３
１０．８１３０．０１４２．０最大値１８．０３９．０５２．０１５４８９．０３５．０３５．５９４２８．５１９．０２１．０３４
４．０９９．０１００．８最小値７０．０４８．０５５．０１５５５３．０２５．５３０．０９５２４．０１４．０１６．０３５
８．２１１１．７１１７．５平均値７１．０３２．０３４．０１５６５３．０２６．５３５．０９６２９．０１６．５２２．０３６

２０．０３２．０３５．０１５７４２．０３０．０３４．０９７８．０１８．０２３．０３７
１６．５３１．０３４．０１５８２８．０２２．０２２．０９８１５．５１４．０１７．５３８
３６．０２４．０３４．０１５９５１．０３３．０４０．０９９２１．５１１．０１１．５３９
５２．０３０．０３６．０１６０８０．０３８．０４３．０１００２３．０１５．０１６．０４０
５３．０３３．０４７．０１６１３２．０２５．０２７．０１０１１３．０１５．０１７．０４１
８６．０３６．０４６．０１６２４４．０２６．０２８．０１０２１７．５１３．５１４．０４２
３３．０１８．０２２．０１６３３４．０２８．０３０．０１０３２５．５１１．０１６．０４３
３７．０２１．０２１．５１６４４３．５２５．５２６．０１０４１４．０１０．０１３．０４４
４１．０２８．０３３．０１６５２９．０３４．０４１．０１０５１８．０１２．０１４．０４５
２６．０２７．０３５．０１６６４６．０２３．０２８．０１０６１６．０１１．５１５．０４６
８４．０３９．０２４．０１６７２０．０３２．０７２．０１０７１２．０１４．０１９．０４７
１５．５２０．０１８．０１６８１５．０２６．０３２．０１０８２７．５１３．５１５．０４８
４７．０３４．０３６．０１６９３５．０４６．０８４．０１０９１５．０１４．０１５．５４９
１０．０２１．０２４．０１７０４３．５３０．５３５．０１１０４３．５２０．０３２．５５０
１９．０２５．０３４．０１７１２５．０２０．０３０．０１１１８．０１１．０１１．５５１
３４．０２１．０３１．０１７２４５．５２３．０３１．０１１２１７．５２２．０３７．０５２
４６．０４８．０５０．０１７３６６．５４３．５４８．０１１３１１．０１２．０１２．０５３
１３．０２７．０３０．０１７４３４．０２１．５２７．０１１４１８．５１６．０１９．０５４
６０．０３４．０３９．０１７５７４．０３６．０５０．０１１５２１．５１４．５１５．５５５
４３．０２９．５３４．０１７６７．０（６１）９２．０１１６１７．５１２．０１３．０５６
４４．０４１．０４２．０１７７１０．０８１．０１００．５１１７３４．０２０．５２１．０５７
５０．０２８．０３１．０１７８４０．０３０．０３７．０１１８２０．５１２．０１５．０５８
５２．０３１．０３５．０１７９３６．０３０．０３５．５１１９１５．０１９．５２１．０５９
２０．０２０．０２２．０１８０５５．５２３．０２５．５１２０２０．０２３．０４５．０６０



－１４７－

���������������	
���



－１４８－

���������������	
���



－１４９－

���������������	
�

���������������	
��
���



－１５０－
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　調査区北側Ｇ－１区，Ⅲｂ層上面において土坑墓１基

を検出した。埋土の状況により上層での検出は困難で

あったが，土坑下部より北宋銭１１枚が出土し，土坑墓と

認定した。平面プランは楕円形の一部が少しくびれたよ

うな形状で，非常に不鮮明であった。検出面からの土坑

の深さは約１０�，埋土は黒褐色軟質土である。

　古銭の種類が判別できたものが９点，欠損や錆のため

種類が判別できなかったものが２点であった。内容は太

平通寶，咸平元寳，景徳元寳，天聖元寳？，治平元寳，

熈寧元寳，元祐通寳，政和通寳，元祐通寳と不明２点で

ある。
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　Ｃ～Ｅ－１０～１２区，Ⅲａ層上面において北西－南東方

向に筋状に延びる畝の形態に類似した遺構が検出された

（畝状遺構１）。また，Ｃ，Ｄ－７，８区ではⅢａ層上面

において北西－南東方向に延びる，長楕円形を呈した浅

い土坑が多数検出された（畝状遺構２）。畝状遺構１は

北西－南東方向に筋状に延びており，上位のⅡ層文明ボ

ラ（ＡＤ１，４７１年桜島噴出軽石）を上面にパックしていた。

このような畝状遺構の検出は，末吉町高篠遺跡，踊場遺

跡，桐木遺跡でも同様の状態で「畑跡」として検出され

ている。畝状遺構１は幅約５０�の畝及び畝間が検出され，

畝と畝間の比高差は約１０�しかない。また，畝間が１本

から２本に枝分かれする部分が２か所確認された。北西

側と南東側でどちらかが新たに畝立てされた可能性があ

る。

　Ｃ，Ｄ－７，８区より検出された畝状遺構２は１とは

異なる形状を呈する。北西－南東方向に延びる方向は同

じであるが，途中数ｍおきに分断され，長楕円形を呈す

る土坑が列を成すように並んで見える。またこの長楕円

形の土坑部分を畝間，土坑と土坑の間を畝と仮定すると

畝と畝間の比高差は約５�で，かなり上部が削平されて

検出されたと考えられる。
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　古代～中世の遺物はⅢａ，Ⅲｂ層より出土した。古代の

遺物はⅢａ層とⅢｂ層で同程度の比率で出土しており，中

世の遺物はⅢａ層の方がⅢｂ層より多く出土している。ま

た，中世該当遺物より古代該当遺物の出土数が多い。土

師器，軽石は主に調査区北東側のＦ－３～６区にかけて

出土している。
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　３６７～３８７はＦ－４区，Ⅳａ層上面において検出された

土師器埋納遺構内の坏２１点である。大きさは底径が３．１～

８．４�で平均６．０�，口径は６．０～１２．０�で平均９．４�，高

さは２．０～３．４�で平均２．８�である。底部は糸切り底であ

る。３７５，３７６，３８３，３８４，３８６，３８７の口縁部はわずかに

外反する。３７２，３７６，３７８，３７９，３８３，３８４は上げ底であ

る。内外面とも横方向にナデ調整が施されている。胎土

は粒子の細かな精製された粘土を使用しており，いずれ

も火山ガラスを含む。
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　３８８～４０６は甕の口縁部，胴部である。頸部から口縁部

にかけて緩やかに外反するものと「く」の字状に外反す

るものとがある。胴部形状が分かるものは少ないが，４０１

は底部にかけて窄まり，４０５～４０７は緩やかに丸みを帯び

た胴部形状である。器面調整は外面にハケメが見られ，

口縁部の内面はハケメ調整，頸部以下は粗くヘラケズリ

や，ナデ調整が施されている。胎土はいずれも火山ガラ

スを含み，角閃石を含むものが多い。４０１は黒雲母を含

む。

　４０８～４１６は土師器の坏である。４１２以外は口縁部が欠

けている。４１１，４１３は回転ヘラ切り底で，４１３，４１４は底

部が厚く，やや高台を意識した円盤状高台に区分される。

胎土はすべて火山ガラスを含み，４０９，４１０，４１３は角閃

石を含む。

　４１７～４２１は土師器の坏，皿又は椀に分類されるが小片

のため全体器形は不明である。胎土もこれまでのものと

異なり粒子の細かな粘土を用い，浅黄色や灰白色の色調

を呈する。

　４２２～４２５は土師器の坏の底部である。

　４２２，４２３は底部が厚く高台を意識した円盤状高台であ

る。

　４２６，４２７は須恵器の坏である。焼成が良く，内外面に

火襷の痕跡が見られる。４２７の底部は回転ヘラ切り底で

ある。

　４２８～４３５は土師器の椀である。４２８は高台の作り方に

特徴があり，高台部分を貼り付けた後，指で摘む際の指

先と爪の痕跡が残っている。４２９，４３１は高台部分が欠損

しており，４３０は高台部分のみが残っている。４３２は内面

に布目の痕跡が残っている。

　４３６～４４０は内黒土師器である。４３６～４３９は椀で，４４０

は小片のため全体器形は不明である。

　４４１はいわゆる焼塩土器である。口径は図上復元で，

残存している口縁部の平面形がいびつなこともあり誤差

が生じている可能性がある。底部に向かい内湾しながら

窄む形状である。内面には布目圧痕が残っている。調整

は外面に指頭圧痕が認められ，色調は内外面とも橙色を

呈する。

　４４２は墨書土器の可能性がある。線が不鮮明なため，

文字の判別はできない。

　４４３，４４４は羽口である。４４４は外面に黒色の付着物が

ある。

　４４５～４５１は須恵器の甕である。土師器の甕に比べて出

土数は著しく少ない。口縁部，底部まで残るものがない

ため全体器形は判断できないが，胴部は球状を呈し，口

縁部の立ち上がりは比較的短い。

　調整技法は，外面は平行タタキと格子タタキが認めら

れ，内面は胴部上半に同心円の当て具痕，下半に平行タ

タキを認める。
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　４５２，４５３は土師器の坏である。４５２は糸切り底で４５３の

方が底径は小さい。胎土は粒子の細かな精製された粘土

を使用しており，いずれも火山ガラスを含む。

　４５５～４５７は白磁の皿又は碗で４５７は重ね焼きの痕跡で

あるアーチ状高台が認められる。

　４５８～４６３は青磁の碗及び皿である。４５８～４６２は碗で

４６３は皿である。明代龍泉窯青磁碗の丸碗や端反碗が多

い。４５８は玉縁口縁で内面に押型文が残る。４５８～４６０は

七官手と呼ばれる暗色にくすんだ色調のものが多い。

　４６３は蛇の目釉剥ぎの皿である。

　４６４，４６５は擂鉢である。備前擂鉢で，擂り目が少ない。
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　３２７は片側に磨面のある石製品である。２号掘立柱建物

跡の柱穴Ｐ１内より出土した。３２８は滑石製品で，一部

面取りされており，石鍋のかけらの可能性がある。内外

面ともケズリ調整を施している。

　３２９は溝状遺構１内より出土した軽石製品である。長柱

状の軽石製品で，４４．３�×１５．１�×１２．２�の大きさであ

る。上，下面以外の４面に加工痕が認められる。３３０は

一面に溝状の加工痕がある軽石製品である。
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－１５９－

399
400

401

402

403

404

406

405

408

409

410

413

411

412

416 417415
414

418
419

421

420

0 10cm

407

�����������������	
��
�



－１６０－

422
423 424

425

426
427

428
429

430

431

433

434

432 435

437436

438 439 440

441 442

0 10cm

�����������������	
��
�



－１６１－
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－１６２－
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　４～１４は時期不明の鉄製品および鍛冶関連遺物である。

Ⅲａ，Ⅲｂ，Ⅳａ層より出土しており，一部は古代～中世

より古い可能性もある。また，破損や錆のため，用途が

判断できないものが多い。４～７は刀子の可能性がある。

８は鎌の一部である可能性が高い。１１はソケット状を呈

し，中が空洞である。１２は細い棒状の鉄を楕円形に巻い

た形状を呈する。

　１４，１５は鉄滓である。多孔質で不定形である。１５は一

部切断されたような痕跡が認められる。

　１６～２６は北宋銭で土坑墓より出土した（第１３４図）。１６

は太平通寳，１７は咸平元寳，１８は景徳元寳，１９は天聖元

寳，２０は治平元寳，２１は熈寧元寳，２２は元祐通寳，２３は

政和通寳，２４は元祐通寳と判断した。
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①　測定対象試料

　平成１７年度は５点分析した。№１は２号掘立柱建物跡

焼土内の炭化物（ＩＡＡＡ－５２４３３），№２は１号掘立柱建

物跡柱穴内炭化物（ＩＡＡＡ－５２４３４），№３は溝状遺構１

埋土内炭化物（ＩＡＡＡ－５２４３５），№４は集石２１号内出土

炭化物（ＩＡＡＡ－５２４３６），№５は集石２５号内出土炭化物

（ＩＡＡＡ－５２４３７）である。

　平成１９年度は３点分析した。№６は集石１２号内出土炭

化物（ＩＡＡＡ－７０４０２），№７はＧ－５区から出土した縄

文晩期該当遺物３３６（取り上げ番号７２７７）に付着した炭

化物（ＩＡＡＡ－７０４０３），№８は集石１６号内出土炭化物

（ ＩＡＡＡ       －７０８２０）で合わせて合計８点分析した。
　

②化学処理工程

１）メス・ピンセットを使い，根・土等の表面的な不純

物を取り除く。

２）ＡＡＡ（Ａｃｉｄ　Ａｌｋａｌｉ　Ａｃｉｄ）処理。酸処理，アルカ

リ処理，酸処理により内面的な不純物を取り除く。最

初の酸処理では１Ｎの塩酸（８０�）を用いて数時間処

理する。その後，超純水で中性になるまで希釈する。

アルカリ処理では０．００１～１Ｎの水酸化ナトリウム水

溶液（８０�）を用いて数時間処理する。その後，超純

水で中性になるまで希釈する。最後の酸処理では１Ｎ

の塩酸（８０�）を用いて数時間処理した後，超純水で

中性になるまで希釈し，９０�で乾燥する。希釈の際に

は，遠心分離機を使用する。

３）試料を酸化銅１ｇと共に石英管に詰め，真空下で封

じ切り，５００�で３０分，８５０�で２時間加熱する。

４）液体窒素とエタノール・ドライアイスの温度差を利

用し，真空ラインで二酸化炭素（ＣＯ２）を精製する。

５）精製した二酸化炭素から鉄を触媒として炭素のみを

抽出（水素で還元）し，グラファイトを作製する。

６）グラファイトを内径１�のカソードにハンドプレス

機で詰め，それをホイールにはめ込み，加速器に装着

し測定する。

③測定方法

　測定機器は，３ＭＶタンデム加速器をベースとした
１４  Ｃ   －    ＡＭＳ         専用装置（ＮＥＣ　Ｐｅｌｌｅｔｒｏｎ　９ＳＤＨ－２）を使

　

用する。１３４個の試料が装填できる。測定では，米国国

立標準局（ＮＩＳＴ）から提供されたシュウ酸（ＨＯｘⅡ）

を標準試料とする。この標準試料とバックグラウンド試

料の測定も同時に実施する。また，加速器により１３  Ｃ����    １２      Ｃ         
　

の測定も同時に行う。

④算出方法

１）年代値の算出には，Ｌｉｂｂｙの半減期５５６８年を使用し

た。

２）ＢＰ年代値は，過去において大気中の１４Ｃ濃度が一定

であったと仮定して測定された，１，９５０年を基準年とし

て遡る１４Ｃ年代である。

３）付記した誤差は，次のように算出した。

　　複数回の測定値について，χ２検定を行い測定値が１

つの母集団とみなせる場合には測定値の統計誤差から

求めた値を用い，みなせない場合には標準誤差を用い

る。

４）δ１３Ｃの値は，通常は質量分析計を用いて測定するが，

ＡＭＳ測定の場合に同時に測定されるδ１３Ｃの値を用い

ることもある。

　δ１３Ｃ補正をしない場合の同位体比および年代値も参

考に掲載する。

　同位体比は，いずれも基準値からのずれを千分偏差

（‰；パーミル）で表した。

　　����������������������������　　　　�

　　���������������������������������　　�
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　δ１３Ｃは，質量分析計を用いて試料炭素の１３Ｃ濃度（１３ＡＳ

＝１３Ｃ�１２Ｃ）を測定し，ＰＤＢ（白亜紀のベレムナイト（矢

石）類の化石）の値を基準として，それからのずれを計

算した。但し，加速器により測定中に同時に１３Ｃ�１２Ｃを測

定し，標準試料の測定値との比較から算出したδ１３Ｃを用

いることもある。この場合には表中に〔加速器〕と注記

する。

　また，Δ１４Ｃは，試料炭素がδ１３Ｃ＝－２５．０（‰）であ

るとしたときの１４Ｃ濃度（１４ＡＮ）に換算した上で計算した

値である。�式の１４Ｃ濃度を，δ１３Ｃの測定値をもとに次

式のように換算する。
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　貝殻などの海洋が炭素起源となっている試料について

は，海洋中の放射性炭素濃度が大気の炭酸ガス中の濃度

と異なるため，同位体補正のみを行った年代値は実際の

年代との差が大きくなる。多くの場合，同位体補正をし

ないδ１４Ｃに相当するＢＰ年代値が比較的よくその貝と同

一時代のものと考えられる木片や木炭などの年代値と一

致する。

　１４Ｃ濃度の現代炭素に対する割合のもう一つの表記と

して，ｐＭＣ（ｐｅｒｃｅｎｔ　Ｍｏｄｅｒｎ　Ｃａｒｂｏｎ）がよく使われ

ており，Δ１４Ｃとの関係は次のようになる。

　　�������������������������

����������������������

　国際的な取り決めにより，このΔ１４ＣあるいはｐＭＣに

より，放射性炭素年代（Ｃｏｎｖｅｎｔｉｏｎａｌ　Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　

Ａｇｅ；ｙｒＢＰ）が次のように計算される。
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５）１４Ｃ年代値と誤差は，１桁目を四捨五入して１０年単位

で表示される。

６）較正暦年代の計算では，ＩｎｔＣａｌ０４データベース

（ Ｒｅｉｍｅｒ         　ｅｔ　ａｌ　２００４）を用い，ＯｘＣａｌｖ３．１０較正プロ
　

グラム（Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｎｓｅｙ１９９５，　Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｎｓｅｙ　２００１，

Ｂｒｏｎｋ　Ｒａｍｓｅｙ，　ｖａｎ　ｄｅｒ　Ｐｌｉｃｈｔ　ａｎｄ　Ｗｅｎｉｎｇｅｒ

２００１）を使用した。

⑤測定結果

　Ｅ－４区の遺構内から出土した炭化物（№６：ＩＡＡＡ

－７０４０２）の１４Ｃ年代が８６６０±５０ｙｒＢＰ，Ｇ－５区から出土

した遺物№７２７７に付着した炭化物（№７：ＩＡＡＡ－７０４０３）

の１４Ｃ年代が２９３０±３０ｙｒＢＰである。暦年較正年代（１σ

＝６８．２％）は№６が７７１０～７５９０ＢＣ，№７が１２１０～１０５０Ｂ

Ｃである。化学処理および測定内容に問題は無く，妥当

な年代と考えられる。

　Ｆ－２区の遺構内から出土した炭化物（№８：ＩＡＡＡ

－７０８２０）の１４Ｃ年代は，７１００±４０ｙｒＢＰである。暦年較正

年代（１σ＝６８．２％）は，６０２０～５９７０ＢＣ（４４．１％）・５９５０

～５９１０ＢＣ（２４．１％）であり，縄文時代早期後葉に相当す

る。化学処理および測定内容に問題は無く，妥当な年代

と考えられる。
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①　はじめに

　曽於市末吉町・関山西遺跡より検出された試料につい

て，加速器質量分析法（ＡＭＳ法）による放射性炭素年代

測定を行った。

　試料の調製は廣田，瀬谷，Ｌｏｍｔａｔｉｄｚｅ，Ｊｏｒｊｏｌｉａｎｉが

行い，測定は小林，丹生，伊藤が行い，本文は伊藤，中

村が作成した。

②　試料と方法

　測定試料の情報，調製データは表１２のとおりである。

　№９（ＰＬＤ－８８８２）は，Ｅ－８区より検出された１号

掘立柱建物跡柱穴内出土炭化材である。　№１０（ＰＬＤ－

８８８３）は溝状遺構１埋土内出土炭化材である。№１１

（ ＰＬＤ    －     ８８８４           ）は，土師器埋納遺構内の土壌を分析した。
　

№１２（ＰＬＤ－８８８５）は集石１１号内出土炭化物である。№

１１は測定に十分な量の炭化物などが土壌中に含まれてい

なかったため，土壌中の全有機物を測定の対象とした。

　試料は調製後，加速器質量分析計（パレオ・ラボ，コ

ンパクトＡＭＳ：ＮＥＣ製　１．５ＳＤＨ）を用いて測定した。

得られた１４Ｃ濃度について同位体分別効果の補正を行っ

た後，１４Ｃ年代，暦年代を算出した。

③　結果

　表１３に，同位体分別効果の補正に用いる炭素同位体比

（δ１３Ｃ），同位体分別効果の補正を行って暦年較正に用

いた年代値，慣用に従って年代値，誤差を丸めて表示し

た１４Ｃ年代，１４Ｃ年代を暦年代に較正した年代範囲を，第

１４９図に暦年較正結果をそれぞれ示す。暦年較正に用いた

年代値は年代値，誤差を丸めていない値であり，今後暦

年較正曲線が更新された際にこの年代値を用いて暦年較

正を行うために記載した。

　１４Ｃ年代はＡＤ１９５０年を基点にして何年前かを示した年

代である。１４Ｃ年代（ｙｒＢＰ）の算出には，１４Ｃの半減期と

してＬｉｂｂｙの半減期５５６８年を使用した。また，付記した
１４Ｃ年代誤差（±１σ）は，測定の統計誤差，標準偏差等

に基づいて算出され，試料の１４Ｃ年代がその１４Ｃ年代誤差

内に入る確率が６８．２％であることを示すものである。



－１６８－

　なお，暦年較正の詳細は以下の通りである。

暦年較正

　暦年較正とは，大気中の１４Ｃ濃度が一定で半減期が

５，５６８年として算出された１４Ｃ年代に対し，過去の宇宙線

強度や地球磁場の変動による大気中の１４Ｃ濃度の変動，及

び半減期の違い（１４Ｃの半減期５，７３０±４０年）を較正する

ことで，より実際の年代値に近いものを算出することで

ある。

　１４Ｃ年代の暦年較正にはＯｘＣａｌ３．１０（較正曲線データ：

ＩＮＴＣＡＬ０４）を使用した。なお，１σ暦年代範囲は，

ＯｘＣａｌ       の確率法を使用して算出された１４Ｃ年代誤差に相
　

当する６８．２％信頼限界の暦年代範囲であり，同様に２σ

暦年代範囲は９５．４％信頼限界の暦年代範囲である。カッ

コ内の百分率の値は，その範囲内に暦年代が入る確率を

意味する。グラフ中の縦軸上の曲線は１４Ｃ年代の確率分布

を示し，二重曲線は暦年較正曲線を示す。それぞれの暦

年代範囲のうち，その確率が最も高い年代範囲について

は，表中に下線で示してある。

④考察

　試料について，同位体分別効果の補正及び暦年較正を

行った。以下，２σ暦年代範囲に着目して試料の年代を

整理する。２σ暦年代範囲は，９５．４％の確率で年代がこ

の範囲に収まることを意味する。

　試料№９（ＰＬＤ－８８８２）の２σ暦年代範囲は，６８０－７８０

ｃａｌＡＤ（９４．２％）および７９０－８１０ｃａｌＡＤ（１．２％）であっ

た。７世紀後半から９世紀初頭の年代範囲を示し，特に

７世紀後半から８世紀後半の年代範囲に収まる確率が高

い。

　試料№１０（ＰＬＤ－８８８３）の２σ暦年代範囲は，１４５０－１５３０

ｃａｌＡＤ（６５．２％）および１５７０－１６３０ｃａｌＡＤ（３０．２％）で

あり，１５世紀半ばから１７世紀前半の年代範囲を示した。

　試料№１１（ＰＬＤ－８８８４）の２σ暦年代範囲は，１０３０－１１８０

ｃａｌＡＤ（９５．４％）であり，１１世紀前半から１２世紀後半の

年代範囲を示した。

　試料№１２（ＰＬＤ－８８８５）の２σ暦年代範囲は，７５８５－

７５２０ｃａｌＢＣ       （９５．４％）であった。これはｃａｌＢＰ       で表記す
　 　

ると９５３５－９４７０ｃａｌＢＰである。№１２の年代範囲は，キーリ，

武藤（１９８２）やＫｕｄｏ（２００７）が示した放射性炭素年代

測定結果と土器編年との対応関係に照らすと，縄文時代

早期に相当する。

参考文献

キーリ　Ｃ．Ｔ．，武藤康弘（１９８２）縄文時代の年代．縄

文文化の研究１，雄山閣出版，２４６－２７５．

Ｋｕｄｏ，　Ｙ．　（２００７）　Ｔｈｅ　Ｔｅｍｐｏｒａｌ　Ｃｏｒｒｅｓｐｏｎｄｅｎｃｅｓ

ｂｅｔｗｅｅｎ　ｔｈｅ　Ａｒｃｈａｅｏｌｏｇｉｃａｌ　Ｃｈｒｏｎｏｌｏｇｙ　ａｎｄ　

Ｅｎｖ   ｉｒｏｎｍｅｎｔａｌ               　Ｃｈａｎｇｅｓ　ｆｒｏｍ　１１，５００　ｔｏ　２，８００　
　

 ｃａｌ 　 ＢＰ 　ｏｎ　ｔｈｅ　Ｋａｎｔｏ　Ｐｌａｉｎ，　Ｅａｓｔｅｒｎ　Ｊａｐａｎ．　第
　 　

四紀研究，　４６，　３，　１８７－１９４．

中村俊夫（２０００）放射性炭素年代測定法の基礎．　日本

先史時代の１４Ｃ年代，３－２０．

Ｒａｍｓｅｙ，　Ｃ．Ｂ．　（１９９５）　Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　Ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ　 ａｎｄ 
　

Ａｎａｌｙｓｉｓ　ｏｆ　Ｓｔｒａｔｉｇｒａｐｈｙ：Ｔｈｅ　ＯｘＣａｌ　 Ｐｒｏｇｒａｍ ．
　

Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ，　３７，　４２５－４３０．

Ｒａｍｓｅｙ，　Ｃ．Ｂ．（２００１）　Ｄｅｖｅｌｏｐｍｅｎｔ　ｏｆ　ｔｈｅ　 Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ 
　

Ｐｒｏｇｒａｍ　ＯｘＣａｌ．　Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ，　４３，　３５５－３６３．

Ｒｅｉｍｅｒ，　Ｐ．Ｊ．，　Ｂａｉｌｌｉｅ，　Ｍ．Ｇ．Ｌ．，　Ｂａｒｄ，　Ｅ．，　 Ｂａｙｌｉｓｓ ，
　

Ａ．，　Ｂｅｃｋ，　Ｊ．Ｗ．，　Ｂｅｒｔｒａｎｄ，　Ｃ．Ｊ．Ｈ．，　 Ｂｌａｃｋｗｅｌｌ ，
　

Ｐ．Ｇ．，　Ｂｕｃｋ，　Ｃ．Ｅ．，　Ｂｕｒｒ，　Ｇ．Ｓ．，　Ｃｕｔｌｅｒ，　Ｋ．Ｂ．，

Ｄａｍｏｎ，　Ｐ．Ｅ．，　Ｅｄｗａｒｄｓ，　Ｒ．Ｌ．，　Ｆａｉｒｂａｎｋｓ，　Ｒ．Ｇ．，

Ｆｒｉｅｄｒｉｃｈ，　Ｍ．，　Ｇｕｉｌｄｅｒｓｏｎ，　Ｔ．Ｐ．，　Ｈｏｇｇ，　Ａ．Ｇ．，

Ｈｕｇｈｅｎ，　Ｋ．Ａ．，　Ｋｒｏｍｅｒ，　Ｂ．，　ＭｃＣｏｒｍａｃ，　Ｇ．，

Ｍａｎｎｉｎｇ，　Ｓ．，　Ｒａｍｓｅｙ，　Ｃ．Ｂ．，　Ｒｅｉｍｅｒ，　Ｒ．Ｗ．，

Ｒｅｍｍｅｌｅ，　Ｓ．，　Ｓｏｕｔｈｏｎ，　Ｊ．Ｒ．，　Ｓｔｕｉｖｅｒ，　Ｍ．，

 Ｔａｌａｍｏ ，　Ｓ．，　Ｔａｙｌｏｒ，　Ｆ．Ｗ．，　ｖａｎ　ｄｅｒ　Ｐｌｉｃｈｔ， Ｊ．
　

ａｎｄ　Ｗｅｙｈｅｎｍｅｙｅｒ，　Ｃ．Ｅ．　（２００４）　ＩｎｔＣａｌ０４

　 ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ 　ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ　ａｇｅ　ｃａｌｉｂｒａｔｉｏｎ，　０－２６
　

　 ｃａｌ 　ｋｙｒ　ＢＰ．　Ｒａｄｉｏｃａｒｂｏｎ，　４６，　１０２９－１０５８．
　

 

��������	
��
��

前処理試料データ遺跡データ測定番号
超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：１．２Ｎ，
水酸化ナトリウム：１Ｎ，塩酸：１．２Ｎ）
サルフィックス

試料の種類：炭化材
試料の性状：部位不明
状態：ｄｒｙ

調査区：Ｅ－８区
位置：遺構内
試料Ｎｏ．：２０

ＰＬＤ－８８８２

超音波洗浄
酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：１．２Ｎ，
水酸化ナトリウム：１Ｎ，塩酸：１．２Ｎ）
サルフィックス

試料の種類：炭化材
試料の性状：部位不明
状態：ｄｒｙ

位置：遺構内土壌
試料Ｎｏ．：２２
その他：①

ＰＬＤ－８８８３

湿式篩分け１０６ 
酸洗浄（塩酸：１．２Ｎ）
サルフィックス

試料の種類：土壌
状態：ｗｅｔ

位置：遺構内土壌
試料Ｎｏ．：２３
その他：②

ＰＬＤ－８８８４

酸・アルカリ・酸洗浄（塩酸：１．２Ｎ，
水酸化ナトリウム：０．０１Ｎ，塩酸：１．２Ｎ）
サルフィックス

試料の種類：土器付着
炭化物

状態：ｄｒｙ

試料Ｎｏ．：２４代替
その他：④

ＰＬＤ－８８８５

��������	
��
����������
１４Ｃ年代を暦年代に較正した年代範囲１４Ｃ年代

（ｙｒＢＰ±１σ）
暦年較正用年代
（ｙｒＢＰ±１σ）

δ１３Ｃ
（‰）

測定番号
２σ暦年代範囲１σ暦年代範囲

６８０ＡＤ（９４．２％）７８０ＡＤ
７９０ＡＤ（１．２％）８１０ＡＤ

６９０ＡＤ（５９．３％）７５０ＡＤ
７６０ＡＤ（８．９％）７７５ＡＤ

１２６０±２０１２５８±１８－２５．５０±０．１２
ＰＬＤ－８８８２
試料 ：２０

１４５０ＡＤ（６５．２％）１５３０ＡＤ
１５７０ＡＤ（３０．２％）１６３０ＡＤ

１４６０ＡＤ（５０．８％）１５２０ＡＤ
１６００ＡＤ（１７．４％）１６２０ＡＤ

３７０±２０３７１±１８－２９．４２±０．１７
ＰＬＤ－８８８３
試料 ：２２

１０３０ＡＤ（９５．４％）１１８０ＡＤ
１０４０ＡＤ（４２．２％）１０９０ＡＤ
１１２０ＡＤ（２６．０％）１１７０ＡＤ

９１０±２０９１１±１９－２２．７１±０．１９
ＰＬＤ－８８８４
試料 ：２３

７５８５ＢＣ（９５．４％）７５２０ＢＣ７５７５ＢＣ（６８．２％）７５４０ＢＣ８４９０±３０８４９２±２８－２６．６８±０．１１
ＰＬＤ－８８８５
試料 ：２４代替
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　炭化種実について，肉眼及び実体顕微鏡で観察・同定

を行った。各試料の同定結果は以下の通りである。

　���：単子葉類の球根

　���：単子葉類の球根
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　以下に同定された炭化種実の形態記載を示す。

　１）単子葉類（Ｍｏｎｏｃｏｔｙｌｅｄｏｎ）：いずれも先端が突

出した球形で薄い鱗片が重なっている。中心部分が太く

まっすぐで，伸長する芽の部分である。

※本測定は，当社協力会社・古代の森研究舎にて実施し

た。

【参考文献】

宮崎県立埋蔵文化財センター　２００２「別府原遺跡　西ヶ

迫遺跡　別府原第２遺跡」宮崎県立埋蔵文化財発掘調

査報告書（２６）

有明町教育委員会　２００５「横堀遺跡」有明町埋蔵文化財

発掘調査報告書（８）

5mm
試料1

試料2
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　関山西遺跡第Ⅲ層より出土した縄文時代晩期浅鉢形土

器（第８８図３１８，取り上げ番号４１２９）に付着した赤色顔

料について走査電子顕微鏡及びエネルギー分散型Ｘ線分

析装置を使用し分析を行った。これまで鹿児島県内で出

土した赤色顔料の種類は，Ｆｅ（鉄）を主成分としたベン

ガラとＨｇ（水銀）を主成分とした水銀朱の２種類に大き

く分かれ，更にベンガラは中空円筒を呈したパイプ状ベ

ンガラとそれ以外に区分して検出されている。パイプ状

ベンガラは崖端の湧水部や水田などに沈殿した鉄細菌を

燃焼した結果得られたものと考えられており，※１　この

鉄細菌をレプトスリックス（Ｌｅｐｔｏｔｈｒｉｘ　ｏｃｈｒａｃｅａ）と

いう。レプトスリックスは径約１μｍの円筒形で長管状

の鞘中に縦に１列に並んで糸状体を形成する。鞘は鉄及

びマンガンの酸化物を沈着し，赤褐色を呈する。※２　パイ

プ状ベンガラはこの鉄細菌を元に赤色顔料として使用し

たと考えられ，中にケイ藻が観察されることもある。※３

　本分析ではこの土器に付着した赤色顔料を鹿児島県立

埋蔵文化財センター所蔵の走査型電子顕微鏡（日本電子

製，５３００ＬＶ）で観察し，さらにエネルギー分散型蛍光Ｘ

線分析装置（ＨＯＲＩＢＡ製，ＸＧＴ１０００）により含有する

成分の特定を試みた。

　結果を第１５表，図版９，第１５０図に示す。電子顕微鏡

写真より，パイプ状粒子が確認され，Ｆｅ（鉄）が検出さ

れたことから，赤色顔料は中空円筒のパイプ状を呈した

パイプ状ベンガラと同定される。

【参考文献】

※１　岡田文男　１９９７「パイプ状ベンガラ粒子の復元」

日本文化財科学会第１４回大会研究発表要旨

※２　小島貞男他編　１９９５「環境微生物図鑑」講談社

※３　鹿児島県立埋蔵文化財センター　２００５『城ケ尾遺

跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書

（６０）

ファイル名：Ｈ１９－１４９．ＳＰＭ（関山西土器顔料４１２９）

測定日時：’０７／１２／２８　１５：１５

測定条件：

　ＸＧＴ径：１００μｍ，測定時間：１００ｓ

　Ｘ線管電圧：５０ｋＶ，電流：４００μＡ

　パルス処理時間：Ｐ３

　Ｘ線フィルタ：なし，試料セル：なし

　定量補正法：スタンダードレス
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強度
［ｃｐｓ／ｍＡ］３σ［％］質量濃度

［％］ライン元素

３０．４３４．８９５４．６６Ｋけい素Ｓｉ１４

２０．２４２．２５１３．８２ＫカリウムＫ１９

１６．９４１．１５５．６８ＫチタンＴｉ２２

１５７．４７２．９６２５．８４Ｋ鉄Ｆｅ２６
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その他水銀朱パイプベンガラ観察対象所在地遺跡名地図時期
○○軽石製品垂水市柊原貝塚１

晩期縄文時代

○○土坑内出土霧島市上野原２
○○入佐式土器（浅鉢）曽於市関山西３

○内面○外面黒川式土器（浅鉢）鹿屋市榎崎Ｂ４
○○○黒川式土器（浅鉢　深鉢）南さつま市干河原５

○黒川式土器（深鉢）鹿児島市枦掘６
○内面○○外面黒川式土器（浅鉢）南さつま市上水流７

○○黒川式土器（浅鉢）曽於市チシャノ木８
○○○突帯文に伴う壺形土器南大隅町出口９

○○板付Ⅰ式土器（壺形土器）垂水市柊原貝塚１

弥生時代

○○口唇部に櫛描波状文のある壺形土器肝付町東田１０
○北部九州から移入された壺形土器東串良町西牟田１１

黒色顔料○壺形土器日置市市ノ原４地点１２
○○○土坑内出土南九州市堂園Ａ１３

○○竪穴住居内出土の浅鉢等志布志市上苑Ａ１４
※機器分析を行った資料のみを掲載している。　　　　
「パイプ」とは顕微鏡でパイプ状粒子を確認したもの
「その他」は白色顔料等を確認したもの　　　　　　
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　関山西遺跡で確認された火山噴出物は第Ⅱ章第２節に

記載のとおりである。Ⅱ層桜島Ｐ３（通称：文明ボラ）

がＡＤ１，４７１年，Ⅳｂ層霧島御池火山灰が約４，６００年前，

Ⅴｂ層アカホヤ火山灰が約７，３００年前，Ⅵｂ層桜島Ｐ１１が

約８，０００年前，Ⅸ層桜島Ｐ１４が約１２，８００年前の噴出であ

る。これらのテフラは層中より遺物が出土したことや，

テフラを埋土とした遺構が検出されたことから，遺構や

遺物の時期を決定する鍵層として利用されている。

　Ⅶ層明茶褐色土及びⅧ層黒褐色土より縄文時代早期該

当の遺物と集石が検出され，Ⅸ層桜島薩摩火山灰層を掘

り込んだ土坑が確認された。縄文時代早期該当の掲載土

器４２９点の内，Ⅷ層出土は１８４点（４２．９％），Ⅶ層出土は

２３０点（５３．６％），その他遺構等は１５点（３．５％）となっ

ている。Ⅷ層と比較し，Ⅶ層出土数がやや多い。調査時

の印象では遺物出土のピークはⅧ層とⅦ層の漸移部分に

多いという傾向が認められた。

　縄文時代晩期はⅢａ層黒色土，Ⅲｂ層黒褐色土，Ⅳａ層

黄褐色土，Ⅳｂ層黄褐色細粒軽石混硬質土より出土した。

該当する掲載土器は１７３点でⅢａ層出土数は５点（２．９％），

Ⅲｂ層出土数は４８点（２７．７％），Ⅳａ層出土数は１０１点

（５８．４％），Ⅳｂ層出土数は８点（４．６％），その他遺構等

は１１点（６．４％）であった。この結果から縄文時代晩期

該当層はⅣａ層をピークにⅢｂ層まで出土数が多いとい

う傾向が認められる。

　弥生時代～古墳時代の遺物は縄文時代晩期の遺物出土

層と一部重複する。掲載土器６０点の内，Ⅲａ層出土数は

１３点（２１．７％），Ⅲｂ層出土数は２８点（４６．７％），Ⅳａ層出土

数は１６点（２６．７％），その他遺構等は３点（４．９％）でⅣ

ｂ層からは出土していない。以上の結果から，縄文時代

晩期ではⅣｂ層からの出土が５％程度認められたが，弥

生～古墳時代になるとⅣｂ層からの出土は認められなく

なる。ピークは縄文時代晩期がⅣａ層であったが，弥生

～古墳時代はⅢｂ層で，前後のⅢａ層，Ⅳａ層からも２～

３割程度出土するという傾向である。

　古代該当層はⅢａ，Ⅲｂ層で，Ⅳａ，Ⅳｂ層からの出土

が認められなくなる。掲載土器１１１点の内，Ⅲａ層出土

数は４０点（３６．０％），Ⅲｂ層出土数は４０点（３６．０％），そ

の他遺構等３１点（２８．０％）という結果である。遺構より

出土した点数も多いが，Ⅲａ層とⅢｂ層の出土数が同数

であるという結果であった。

　中世該当層はⅢａ，Ⅲｂ層で，Ⅳａ，Ⅳｂ層からの出土

は認められない。掲載土器１６点の内，Ⅲａ層出土数は１２

点（７５％），Ⅲｂ層出土数は３点（１８．８％）となり，Ⅲａ

層の出土数がかなり多くなる。
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　関山西遺跡のⅨ層桜島薩摩火山灰層上面において縄文

時代早期の遺構が検出され，Ⅶ，Ⅷ層において縄文時代

早期該当の遺物が多数出土した。遺構は集石２６基と土坑

５基である。いずれも調査区北側Ｃ～Ｇ－２～５区の尾

根周辺に集中し，Ⅶ，Ⅷ層遺物出土分布域と重複する。

　２６基の集石の形態は，掘り込みを持たず，礫が集中す

るタイプ（ⅡＡ類）が最も多い１４基で全体の５４％，次に

多いのは掘り込みを持たず，散礫状態のタイプ（ⅡＢ

類）が８基で３１％，続いて掘り込みを持ち，礫数が多い

タイプ（ⅠＡ類）が３基で１２％，最も少ないのが掘り込

みを持ち，礫数が少ないタイプ（ⅠＢ類）が１基で４％

という結果であった。

　集石内より出土した炭化物５点の１４Ｃ年代測定を行っ

たところ７，１００±４０～８，４９０±２０（ｙｒＢＰ）という結果が

出ている。この年代が直接的に集石や集石内土器の年代

と結びつくわけではないが，今後，遺構や遺物と遺構内

出土炭化物や土器付着炭化物等との関連を考察する上で

の基礎資料として取り扱っていきたい。

　土器は縄文時代早期の場合，前葉から後葉まで大きく

１４類に分類した。ⅠＢ類は口縁部に横位に数条の貝殻刺

突文を施し，上からクサビを貼り付けている。宮崎県田

野町札ノ元遺跡において，Ⅶ類とされた土器に類似して

いる。宮崎県から大隅半島にかけて多く出土しており，

地域性の伺える土器型式である。また，Ⅲ類は既存の土

器型式で言う石坂式土器で，本遺跡の縄文時代早期該当

土器の中では最も多く出土している。口縁部が外反する

タイプ，直行するタイプ，口縁部に瘤が付くタイプが出

土している。Ⅹ類押型文土器も多数出土した。１４０は胴

部片で「く」の字に屈曲し，文様は上部に横位の条痕文，

下位に横位または斜位の楕円押型文が施されるタイプで

ある。１６３は底部外面に網代痕が残る。拓本及びモデリ

ング陽像を作成したところ，２～４本を束にして織った

網代編みの痕跡が明瞭に残っていることが判明した。

　２１６は壺形土器である。縄文時代早期後葉の壺形土器

は近年資料数も増加しており，本遺跡と谷を隔てた北側

台地に位置する桐木遺跡でも出土している。本遺跡では

縄文時代早期該当の遺構，遺物は調査区北側尾根付近が

中心であり（第２９～３７図），この壺形土器はその中心か

ら５０ｍ以上も離れたＦ－１０区より出土している。同グ

リッドからの土器の出土数は少ないが，その中でもⅩＤ

類（手向山式土器）が出土している点が壺形土器との関

連性を伺わせる。壺形土器の出現は手向山式土器，平栫

式土器，塞ノ神式土器の時期とされている。出土状況よ

り本遺跡の壺形土器も埋設或いは埋納されていた可能性

が高いが，壺内部の土壌からは炭化物等の有機質遺物は

確認できなかった。

　縄文時代晩期該当層はⅢａ～Ⅳｂ層である。遺物の出

土状況に関しては前節で述べたとおりであり，遺構はⅣａ

層で検出された土坑３基がある。１，２号土坑は平面形

にくびれ部分があることと２か所の焼土跡が確認された

ため，２つの土坑が重なったものと判断した。土坑とし

たが焼土跡の存在や遺物の出土状況から考察すると住居

跡の可能性もある。それぞれの平面形は不定形である。

南九州における縄文時代晩期前葉の竪穴住居の平面プラ

ンは円形と方形とがあり，中葉になると円形になる。３

号土坑は中世の溝状遺構によって削られているため平面

プランは判別できない。

　晩期の浅鉢型土器３１８の外面には赤色顔料が付着して

いた。肉眼では判別できないほど微量に付着していたが，

パイプ状粒子と鉄分が確認できたため，パイプ状ベンガ

ラであると判断した。

　縄文時代早期該当の石器はⅦ，Ⅷ層より出土し，縄文

時代晩期該当の石器はⅢ，Ⅳ層より出土している。個別

の石器については属する時期が異なるものも含まれる可

能性があるが，まずは全体的な傾向を整理しておく。

　石器と認定したもので組成率を示したものが第１５６図，

第１５８図である。多くの器種が見られる中で関山西遺跡

では石鏃が最も多く，次いで磨石・敲石類が多いという

特徴がある。報告書に掲載しなかった剥片や石鏃の未製

品，未製品の可能性を含む二次加工剥片が出土すること

から，石器製作が行われていたと推察される。
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　谷を隔てた北側台地に位置する桐木遺跡の石器組成

（第１５７図，第１５９図）と比較すると，関山西遺跡と同様

に石鏃と磨石・敲石類が多いことに変わりはないが，関

山西遺跡では特に石鏃の割合が高いことが分かる。

　次に割合が多い磨石・敲石類であるが，縄文時代晩期

のものが，縄文時代早期のものより小型のものが多いと

いう傾向が認められた。そこで，最大長か最大幅が両方

若しくは片方で７．０�以上のものをⅠ類とし，最大長と

最大幅のどちらも７．０�未満のものをⅡ類として出土比

率を比較してみた。以下のような結果が認められた。

　縄文時代晩期の磨石・敲石類は縄文時代早期のものと

比較して小型のものが多い。このことは石器自体の使用

方法の違いか，使用対象の違いが礫の大きさに反映され

た可能性がある。

　また，Ⅲ層において磨製穿孔具が２点出土した（第

１０４図２７２，２７３）。高橋貝塚で類似した石器の出土例があ

る。この中で河口貞徳氏はこの石器の機能を石製穂摘具

などの穿孔具と推定しており，本遺跡では石包丁は出土

していないが，高橋貝塚出土の磨製穿孔具と大きさや形

状が類似している。２７２は基部に近い部分の断面が三角

形を呈している。使用法は片手で摘み，反転させる「反

転手首穿孔」若しくはソケット状の柄を装着し，錐のよ

うな両手作業によるものなどが想定される。２７３は断面

が楕円に近い三角形を呈する。
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　掘立柱建物跡はⅣｂ層上面において２棟検出された。

いずれも２間×３間であるが，掘立柱の柱穴は１，２号

で異なる様相を呈する。１号掘立柱建物跡の柱穴の平均

値は長径４１�，短径３８�，深さ６６�である。２号掘立柱

建物跡の柱穴の平均値は長径６６�，短径６０�，深さ１０１

�である。１号掘立柱建物跡の柱穴Ｐ９は非常に浅く，

これを除いても深さの平均値は７３�となり，２号と比べ

て浅い柱穴である。逆に２号掘立柱建物跡の柱穴は１ｍ

程度ありかなり深い。

　２号掘立柱建物跡の北側には柱列に平行して並ぶ土坑

６基と南側に土師器を埋納した遺構が検出されている。

また建物内や周囲から焼土跡，軽石，鉄製品が出土して

おり，小鍛冶が行われていた可能性を指摘したい。１号

掘立柱建物跡の配置は溝状遺構に規制を受けない配置を

呈しているが，２号掘立柱建物跡は隣接する溝状遺構１

の向きに平行する配置となっている。一見２号掘立柱建

物跡が溝状遺構１に規制された配置に見えるが，溝状遺

構内出土炭化物と２号掘立柱建物跡の柱穴内炭化物によ

る１４Ｃ年代測定，遺構埋土の状況から考えると２号掘立

柱建物跡の時期が古くなるため，溝状遺構１が掘立柱建

物跡の配置に規制された可能性がある。

　溝状遺構は５条検出され，溝状遺構１と２は比較的規

模が大きく，調査区中央に位置し，Ｇ－７区で合流する。

溝状遺構１，２，４は埋土に文明ボラが厚く堆積してい

るため，ＡＤ１，４７１年直前まで溝の形状は残存していた

と考えられる。また，溝状遺構２の底面には１ｍを越え

る深い柱穴が数本並ぶ。防御性の高い施設が存在した可

能性が考えられ，牧に伴う追い込み施設等の可能性も指

摘されている。�

　これらの遺構内より出土した炭化物，土壌を１４Ｃ年代

測定結果を元に古い順に並べると，

①　１号掘立柱建物跡柱穴内炭化物（１，２６０±２０ｙｒＢＰ）

②　土師器埋納遺構内土壌（９１０±２０ｙｒＢＰ）

③　２号掘立柱建物跡柱穴内炭化物（８１０±３０ｙｒＢＰ）

④　溝状遺構１埋土内炭化物（３７０±２０ｙｒＢＰ）

となる。
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　また，中世の遺構としては土坑墓を検出した。北宋銭

が１１枚出土し，Ⅲｂ層上面にて不定型な平面プランが検

出されたため土坑墓としたが他に副葬品はない。本田道

輝氏によると近・現代を除く鹿児島県内出土銭貨は出土

銭貨の大多数を占める老神遺跡を除いて明銭が４１．０％，

本邦銭が２６．３％，北宋銭が１８．２％という割合で出土して

いる。銭種別では洪武通寳３３．７％，寛永通寳２６％，永楽

通寳６．７％，元豊通寳３．５％となり，明銭と本邦銭の寛永

通寳が県下で発見されている銭貨の主体となっている。

また，遺構に伴って出土した銭貨の内，１０枚以上出土し

ているのは川内市西ノ平遺跡の楕円形土坑内出土１０枚と

大口市平泉城跡の楕円形土坑内出土７７枚，中尾田遺跡の

円形土坑内出土１７枚の３遺跡で，西ノ平遺跡は元豊通寳，

朝鮮通寳等の５種類が含まれ，平泉城跡は開元通寳，宣

徳通寳等の２１種類が含まれていた。中尾田遺跡は近世墓

であるため，中世墓内の出土銭としては本遺跡の１１枚は

多い方である。

　畝状遺構は２か所で検出された。畝状遺構２は浅い溝

状を呈した土坑がほぼ平行に並んでおり，これを畝間と

した場合，畠としてどのように機能し，畝を構築してい

たのか解釈が難しい。宮崎県都城市中尾遺跡では文明ボ

ラを埋土とした小溝状遺構を「天地返し等の耕作痕又は

文明軽石災害後の復旧痕」と解釈している（高橋２０００）。

形状だけで畠として機能していたかどうかの判断はでき

ないため，類例の増加を待ちたい。
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　第Ⅷ層検出縄文時代早期該当２１号集石において，礫間

より多量の炭化物が出土した。その中より２点，種子と

想定されたものを同定した結果，単子葉類の球根である

という結果が出た（第Ⅳ章参照）。土器に付着した例も

あり，炉穴，集石出土の炭化球根類はノビルなどユリ科

ネギ属に絞り込めるという報告もある（中沢２００６）。

【註】

�　桃崎祐輔氏からの御教示による。

【参考・引用報告書一覧】

本田道輝　１９８７「鹿児島県下出土の銭貨集成」『鹿大史

學』

前迫満子・前迫亮一　２００６「南九州縄文土器の底部圧痕

に関する覚書」『鹿児島大学考古学研究室２５周年記念

論集』鹿児島大学考古学研究室２５周年記念論集刊行会

中沢道彦　２００６「縄文時代遺跡出土炭化球根類に関する

覚書�」『佐久考古通信』№９７　佐久考古学会

中沢道彦　２００７「縄文時代遺跡出土炭化球根類をめぐる

諸問題」『椎葉民俗芸能博物館開館１０周年記念講演会

第４回九州古代種子研究会』椎葉村民俗芸能博物館

新東晃一　１９９８「早期後葉の土器形式の諸問題」『九州

縄文土器編年の諸問題』　九州縄文研究会

新東晃一　２００３「縄文時代早期の壺形土器出現の意義」

『縄文の森から創刊号』　鹿児島県立埋蔵文化財セン

ター

高橋浩子　２０００「白ボラに埋もれた畠」『はたけの考古

学』日本考古学協会２０００年度鹿児島大会資料集第１集

前迫亮一　２０００「鹿児島県の縄文住居」『第１０回九州縄

文研究会福岡大会　九州の縄文住居』

町田洋・新井房夫　２００３「新編火山灰アトラス」

福岡県教育委員会　１９８５「石崎曲り田遺跡」今宿バイパ

ス関係埋蔵文化財調査報告第１１集

中沢２００７より
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備考文献同定１４Ｃ状態種類土器形式・時期出土位置所在地遺跡名

同定ではヒガンバナ科－
ユリ属鱗茎（２４０個体）

林田２００４古環境研究所炉穴・集石出土
ユリ科ネギ属の
可能性　　　　
径１．５�

早期（円筒形貝殻文土器）炉穴ＳＯ４３０５熊本県熊本市扇田遺跡

年代測定値は
（国立歴民編２００５ａ）

西田２００６
３，１６０±４０
３，０３０±４０

土器付着ユリ科後期後半天城式熊本県玉名市上小田宮の前

日高他２００２古環境研究所
較正年代
８，９３０±５０

炉穴・集石出土
多量のユリ科ネ
ギ属の球根　　
（鱗茎）

早期
（円筒形貝殻文土器・別府原式）

炉穴ＳＰ４８－５
（下部）

宮崎市西都市・宮
崎市（旧佐土原町）

別府原遺跡

九州縄文研究会編
２００６

土器付着鱗茎後期鹿児島県南さつま市芝原遺跡

中水他２００５
㈱パリノ・サー
ヴェー

較正年代
８，４７０±７０

炉穴・集石ユリ科球根早期（円筒形貝殻文～押型文）２３－炉穴鹿児島県志布志市横堀遺跡

２個体出土
遠矢・永�
２００８

㈱加速器分析研
究所

８，４４０±５０集石出土単子葉類の球根早期前葉集石２１号
鹿児島県曽於市
末吉町

関山西遺跡



－１７８－

備考ｉｌｍｇａｕ黒赤白ｇｌｈｏｂｉｆｌｑｚ色（内）色（外）調整（内）調整（外）層区分類
取り上げ
Ｎｏ

レイアウト
番号

挿図
番号

赤（少）

○○○○○○にぶい橙橙ヘラナデキザミ－

ⅦＥ－４

ⅠＡ

１０７２３

１

３８

白（少）ⅦＤ－４１１５９０
ⅦＤ－４１１４９７
ⅦＤ－４１１４６２

赤（少）
○○○○○橙橙横ハケ－

ⅧＧ－３１２８７４
２ ⅧＧ－３１２８７６

ⅧＧ－３１２８９７
赤（少）　白（少）○○○○○○橙黄橙ナデ－ⅦＥ－４１１６９２３
赤（少）　白（少）○○○○○○灰白黒褐横ハケ→ナデ－ⅧＦ－３１２８４３４
茶（少）　白（少）

○○○○○橙浅黄橙横ハケ→ナデ－

ⅧＥ－４１２２８５

５
ⅧＥ－４１２１８２
ⅦＥ－３１１４０７
ⅧＦ－３１２０４３
ⅧＧ－３１２０４９

赤（少）　白（少）
○○○○○○橙橙横ハケ→ナデ－

ⅦＦ－３１１１９１
６ ⅧＥ－４１１８８１

ⅧＥ－４１１８３１

○○○○○橙にぶい黄褐ていねいなナデ－
ⅧＥ－７

ⅠＢ

１０４０３
７ ⅧＥ－７１０３９９

ⅧＥ－７１０４０２

○○○○○○橙橙ナデ－ⅦＤ－５１１６０６８ ⅦＤ－５１２０２０
○○○○灰褐にぶい橙ナデ－集石１０号Ｅ－３１２３７７９

赤（少）　白（少）○○○○○○橙橙ナデ－ⅦＥ－３ⅠＣ１０８５０１０
○○○○にぶい褐にぶい褐ていねいなナデ－ⅦＤ－４

Ⅱ

１１４８６１１

○○○○黄灰にぶい黄橙ナデ－ⅧＧ－３１２８７３１２ ⅦＦ－３１１３４８
○○○○にぶい黄橙にぶい褐ナデ－ⅧＦ－３１２４３７１３

○○○○にぶい橙橙ナデ底部ていねいなナデⅦＤ－５１０２３９１４

３９

ⅦＤ－５１０２１７
○○○にぶい黄橙にぶい黄橙ナデ底部ていねいなナデⅧＥ－４１１９００１５

○○○○明褐明赤褐ナデ－

ⅧＦ－４

Ⅲ

１２４２３

１６

ⅦＤ－５１１５３４
ⅧＥ－５１２４６７
ⅧＦ－４１１６２７
ⅦＦ－３１１１９９
ⅦＦ－４１０５５３
ⅧＦ－４１１９５０
ⅦＤ－５１１５３２

○○○○○橙にぶい赤褐ナデ－ⅦＦ－４１０５１４１７ ⅧＦ－４１２３９６
○○○○○赤褐明赤褐ナデ－ⅧＦ－４１２３９８１８

○○○浅黄橙にぶい黄橙ナデ－ⅧＦ－４１１６４１１９

○○○○褐にぶい褐ていねいなナデ－ⅧＥ－３１２２５０２０ ⅢａＦ－８７５０９
ｈｏ（多い）○○○暗赤褐赤褐ナデ－ⅦＦ－４１０４９２２１

○○○○にぶい橙橙ナデ－ⅧＥ－４１２２８８２２ ⅦＥ－４１０７６１

○○○○○にぶい褐にぶい赤褐ていねいなナデ－ⅦＦ－３９７８６２３ ⅦＦ－３１１３７２
○○○にぶい橙にぶい黄橙ていねいなナデ－ⅧＤ－４１２２００２４

４０

赤（少）○○○○○○黄橙黄橙ナデ－ⅢｂＧ－４９４２７２５
白（少）　ｈｏ（少）○○○○○明赤褐赤褐ていねいなナデ－ⅦＥ－２１１８１５２６
赤（少）　白（少）○○○○浅黄橙浅黄橙ナデ－ⅧＦ－３１２４３２２７ ⅧＦ－３１２４３１
白（少）○○○○浅黄橙浅黄橙ていねいなナデ－ⅧＧ－３１２８８５２８

○○○○浅黄橙浅黄橙ナデ－ⅧＦ－３１３０５９２９
白（多）○○○○にぶい黄橙にぶい黄橙ナデ－集石９号Ｅ－３１２１６０３０ ⅧＦ－３１２３２５

○○○○にぶい黄橙橙ナデ－

ⅧＦ－３１２４３３

３１

４１

ⅦＦ－３９６５８
ⅧＦ－３１２８４６
ⅧＦ－３１２０９８
ⅧＦ－３１２０４３
ⅦＦ－３９６４７
ⅧＦ－３１２０５９
ⅦＦ－３１１３４
ⅦＦ－３９７０１
ⅧＦ－３１２４３８
ⅧＦ－３１２４３０

ｈｏ（少）○○○黒褐にぶい褐横ハケ→ナデ－ⅦＥ－３１１５６９３２

○○○○灰黄褐にぶい黄橙横ハケ→ナデ－ⅦＦ－４１１４４２３３ ⅧＦ－３１３１２６
○○○灰黄褐にぶい黄橙ハケ→ナデ－ⅦＦ－５１２９５３３４
○○○○黒褐にぶい黄橙ハケ→ナデ－ⅦＦ－４１０４９６３５
○○○○にぶい橙橙ナデ－ⅧＦ－３１２０７８３６
○○○○にぶい黄橙にぶい黄褐ナデ－ⅦＦ－５１２９５８３７
○○○○○にぶい黄橙にぶい橙ナデ－ⅧＦ－４１１６５１３８

○○黒褐暗灰黄ナデ－ⅧＦ－４１２３９０３９
ｂｉ（多）○○黒褐灰黄ナデ－ⅧＧ－３１２８９４４０

○○○にぶい黄褐にぶい黄橙ナデ－ⅧＧ－３１１７２０４１

○○黄灰にぶい黄橙ナデ－ⅦＦ－３１１１７２４２ ⅧＥ－２１２９８０
○○○にぶい橙にぶい黄橙ナデ－ⅧＧ－２１２９０７４３

ｂｉ（多）○○○にぶい黄褐にぶい黄橙ナデ－ⅦＥ－３１１２８７４４

○○○○にぶい褐にぶい褐ていねいなナデヘラナデⅧＦ－３１３０６２４５ ⅦＦ－３１１３９０
○○○○にぶい褐黄褐ていねいなナデ－ⅧＧ－４１２８６４４６

ｂｉ風化していない黒色○○○○○暗赤褐暗赤褐ナデ－ⅧＦ－３１２１４４４７

４２

ｂｉ（黒）○○○○にぶい黄褐赤褐ていねいなナデ－ⅧＥ－３１２７５９４８ ⅧＦ－３１２７６８
○○○○にぶい橙にぶい橙ナデ－ⅧＦ－４１２４０９４９

○○○○橙橙ナデ－ⅦＤ－８１０１３０５０
○○○○○○橙橙ナデ－ⅦＦ－４１０６６０５１

○○○○にぶい黄橙橙ナデナデ
ⅧＦ－４１２３８９

５２ ⅧＧ－４１１９６７
ⅧＦ－４１１９６０

○○○○にぶい橙にぶい橙ナデ－ⅧＦ－３１２１４２５３
○○○○○浅黄橙にぶい橙ナデ－ⅧＧ－３１２８７９５４

○○○○にぶい黄橙橙ナデナデ
ⅧＧ－３１２８６９

５５ ⅧＧ－４１１９７０
ⅧＦ－４１２３８２

○○○○○にぶい黄橙浅黄橙ナデ－ⅦＥ－４１１２３０５６

○○○○○にぶい橙橙ナデ－ⅦＥ－４１０７７７５７ ⅦＦ－４１０５３０
○○○○橙橙ナデケズリ→ナデⅧＦ－４１１６２３５８
○○○○○橙にぶい橙ナデケズリ→ナデⅦＦ－３１１１１４５９
○○○○黒褐明褐あらいナデナデⅧＧ－３１２８９６６０
○○○○明赤褐橙ナデ－ⅦＦ－３１１２０７６１
○○○○にぶい橙橙横ハケ→ナデ底部ていねいなナデⅧＦ－４１２７７３６２
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－１７９－

備考ｉｌｍｇａｕ黒赤白ｇｌｈｏｂｉｆｌｑｚ色（内）色（外）調整（内）調整（外）層区分類
取り上げ
Ｎｏ

レイアウト
番号

挿図
番号

○○○○○明赤褐にぶい橙横ハケ→ナデ底部ていねいなナデⅧＦ－２

Ⅲ

１３１０６６３

４３

○○○○○にぶい褐明赤褐ナデ底部ていねいなナデ
ⅦＦ－４１０６３３

６４ ⅧＦ－４１１９６１
ⅦＥ－３１１４１１

○○○明褐橙ナデ底部ていねいなナデⅧＥ－３１２７８３６５

○○○○○黄灰にぶい黄褐ハケ→ていねいなナデ－ⅧＥ－４

ⅣＡ

１１６６１６６ ⅦＥ－４１０６７４

○○○暗灰黄にぶい黄褐ハケ→ていねいなナデ－ⅦＤ－４１１９８４６７ ⅦＤ－４１１４７０
○○○○にぶい赤褐にぶい褐ナデ－ⅦＦ－５１２９６１６８
○○○暗灰黄にぶい黄ナデ－ⅦＦ－４１０６６６６９
○○○にぶい褐にぶい褐ナデ－ⅦＦ－２１２９７３７０
○○○○○にぶい黄褐明黄褐ていねいなナデナデ集石２５号Ｆ－３１３１３５７１

白（少）○○○○灰黄褐にぶい褐ハケ→ていねいなナデ－ⅦＦ－３１１１５５７２

○○○○灰褐明赤褐ナデ－

ⅦＦ－３９７６７

７３

ⅧＥ－４１１８７４
ⅦＥ－４１０７６９
ⅦＤ－５１２４４２
ⅦＤ－５１１５４１
ⅧＦ－４１１９３５

○○○橙にぶい褐ナデ－ⅦＧ－３１３０４６７４

○○○○黄灰にぶい黄褐ナデ－
ⅦＥ－５１１０８９

７５ ⅦＦ－５１１０９３
ⅦＦ－４１０５０３

○○○○にぶい褐にぶい黄褐ていねいなナデ－ⅧＥ－２１２９７８７６
○○○○にぶい赤褐明赤褐ナデナデ集石１１号Ｄ－４１２３２３７７
○○○○にぶい黄褐にぶい橙ナデナデ集石１８号Ｆ－２１３１２０７８

ｂｉ（多）○○○○にぶい黄褐にぶい褐ていねいなナデナデ集石２０号Ｇ－２１２９１０７９
白（多）○○○にぶい褐にぶい褐ナデ底部ていねいなナデ集石１４号Ｅ－２１２９６８８０

○○灰黄褐にぶい赤褐ナデ－ⅧＥ－４１２２２７８１

○○○○○灰黄褐にぶい赤褐ナデていねいなナデⅦＥ－３１１２３５８２ ⅧＥ－４１２５０８
○○○○褐明赤褐ナデナデⅧＥ－４１２２１５８３

４４

○○○○○にぶい橙明赤褐ナデ底部ていねいなナデⅧＦ－３１２０７３８４

○○○○○○にぶい黄橙にぶい褐ていねいなナデ－ⅦＥ－３

ⅣＢ

１１２８３８５ ⅦＥ－３１１４１３

○○○○灰黄褐にぶい褐ていねいなナデ－ⅧＥ－３１１７６４８６ ⅦＥ－３９８１３

○○○○○黒褐にぶい黄褐ナデ－ⅧＦ－４１１６５６８７ ⅧＦ－４１１６５５

○○○○黄褐にぶい黄橙ていねいなナデ－
ⅧＦ－４１２４１１

８８ ⅦＤ－４１１５９９
ⅧＥ－４１２３３４

○○○○○にぶい黄褐明赤褐ナデ－
ⅧＦ－３１１７２８

８９ ⅧＦ－３１２１６５
ⅦＦ－３９６６３

○○○○○にぶい黄褐明赤褐ナデ－

ⅧＦ－３１１７３１

９０
ⅧＦ－３１２１６６
ⅧＦ－３１２０７９
ⅦＧ－３１３００５
ⅦＦ－３９７１６

ｂｉ（多）○○○○○暗褐明赤褐ナデナデ集石１２号Ｅ－４１２７５８９１
○○○○にぶい黄暗灰黄ナデ－ⅦＦ－２９９８５９２
○○○○暗灰黄にぶい黄ていねいなナデ－ⅧＦ－２１３１４０９３
○○○○○にぶい褐灰黄褐ていねいなナデ－ⅦＦ－４１１２１３９４
○○○○○にぶい黄褐にぶい黄褐ていねいなナデ口唇部ナデⅦＦ－３

Ⅴ

１１１１０９５
ｂｉ（多）○○○○○灰褐にぶい橙ていねいなナデ口唇部ナデⅧＥ－２１１９８０９６
ｂｉ（多）○○○○○にぶい褐にぶい黄褐ていねいなナデ口唇部ナデⅦＤ－５１０２２１９７
ｂｉ（多）○○○黄褐黄褐ていねいなナデ口唇部ていねいなナデⅧＧ－３１２８８１９８
ｂｉ（多）○○○○○浅黄にぶい黄橙ていねいなナデ口唇部ていねいなナデⅧＦ－１１２５７４９９
ｂｉ（多）○○○○○○赤褐にぶい橙ていねいなナデ口唇部ていねいなナデⅦＦ－３１１１０６１００
ｂｉ（多）○○○○○○にぶい黄橙にぶい褐ていねいなナデ口唇部ていねいなナデⅦＦ－３１０９９３１０１

○○○○○○灰黄褐にぶい橙ていねいなナデ口唇部ていねいなナデⅧＦ－３１２０９４１０２
内面スス付着○○○○○黒にぶい褐ていねいなナデ－ⅧＦ－２１２９２２１０３

○○○○○○にぶい黄橙ていねいなナデ－ⅦＦ－３１０８９６１０４
○○○○○○○にぶい橙暗灰黄ていねいなナデ－ⅧＥ－２

Ⅵ

１２９８０１０５

４５

○○○○にぶい黄褐にぶい褐ミガキに近いていねいなナデ－ⅦＦ－４１０５７０１０６ ⅧＦ－３１２０８４
○○暗灰黄にぶい黄褐ミガキに近いていねいなナデ－ⅧＦ－３１２０７２１０７
○○○灰黄褐にぶい褐ナデ－ⅧＥ－４１１８９９１０８

○○○褐灰にぶい褐ナデ－ⅧＥ－４１２２３１１０９ ⅧＥ－４１２２２６
ｈｏ（多）

○○○○○にぶい黄橙にぶい黄橙ナデ－

ⅧＥ－５

Ⅶ

１１０５４

１１０ ⅦＥ－５１１０７３
ⅦＥ－４１０６７１
ⅧＥ－４１１８３０

ｈｏ（多）○○○○灰黄灰ナデ－ⅦＥ－５１２６５６１１１ ⅦＥ－５１２４５８

ｈｏ（多）○○○○○浅黄浅黄ナデ－ⅦＦ－３１０９８４１１２ ⅦＦ－３１０８９３
白（多）

○○○○黄褐黄褐ナデ－
ⅦＦ－３１１２０５

１１３ ⅦＥ－４１１４３４
ⅧＥ－４１１６８２

ｈｏ（多）○○○にぶい黄褐灰黄ナデ－ⅧＥ－４１２２８９１１４ ⅧＦ－４１１９２７
ｑｚ（多）○○○○○明赤褐黄褐ナデ－ⅦＥ－４１２００１１１５
白（パミス）○○○○にぶい褐にぶい褐ナデ－ⅧＥ－４

Ⅷ

１２２１０１１６

４６

○○○○○明赤褐明赤褐ナデ－ⅦＤ－４１１４６４１１７ ⅦＤ－４１１４７６
○○○○○黒褐明赤褐ナデ－ⅦＥ－４１０７２７１１８
○○○○○暗赤褐橙ナデ－ⅧＥ－３１２５０７１１９

ｈｏ（多）○○○○○黄褐にぶい褐ナデ－ⅦＥ－４１０６８１１２０
○○○○○○にぶい赤褐灰黄褐ナデ外底はミガキⅦＦ－２１０００６１２１

○○○○○明赤褐明赤褐ナデ－

ⅦＤ－４１１９８６

１２２ ⅧＤ－４１２２０２
ⅦＤ－４１１５０６
ⅦＥ－４１０７３５

○○○○○明赤褐赤褐ナデ－ⅦＥ－５１１６７０１２３
ｂｉ（多）○○○○にぶい黄褐明黄褐あらいナデ－ⅦＤ－４

Ⅸ

１０３１６１２４
ｂｉ（多）　○○○○灰オリーブにぶい黄褐あらいナデ－ⅦＤ－４１０３８７１２５
ｂｉ（多）　○○○黄灰にぶい黄褐あらいナデ－ⅦＤ－５１１５３３１２６
白（パミス）○○○○赤褐暗灰黄ナデ－ⅧＦ－２１２５８７１２７
白（パミス）○○○○にぶい赤褐にぶい黄橙ナデ－ⅧＥ－３１１９１２１２８
白（パミス）○○○○にぶい赤褐にぶい黄褐ナデ－ⅧＧ－２１２５９０１２９

○○○○にぶい赤褐灰褐ナデ－ⅧＧ－２１２９１７１３０ ⅧＧ－２１２９１６
白（パミス）○○○○にぶい赤褐橙あらいナデ－ⅧＦ－４１１６４６１３１

○○○○○○にぶい褐にぶい赤褐斜めハケ→ナデ－
ⅦＥ－２

ⅩＡ
１１８１２

１３２４７ ⅦＥ－２１１７８５
ⅦＥ－２１１８１８
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qz：石英，fl：長石，bi：黒雲母，ho：角閃石，ｇｌ：火山ガラス，白：白色岩片，赤：赤色岩片，黒：黒色岩片，au：輝石，mg：磁鉄鉱，iｌ：チタン鉄鉱



－１８０－

備考ｉｌｍｇａｕ黒赤白ｇｌｈｏｂｉｆｌｑｚ色（内）色（外）調整（内）調整（外）層区分類
取り上げ
Ｎｏ

レイアウト
番号

挿図
番号

○○○○○○にぶい褐にぶい赤褐斜めハケ→ナデ－ⅦＥ－２

ⅩＡ

１１７８４１３２

４７

○○○○にぶい黄褐明赤褐ナデ－ⅦＥ－２１１８１３１３３
○○○黒褐にぶい黄橙ナデ－ⅧＤ－４１２１９７１３４

○○○黒褐灰褐ていねいなナデ－ⅦＦ－２１２７０２１３５ ⅦＦ－２１２６２８

○○○褐灰にぶい赤褐横ハケ→ナデ－
ⅦＦ－２１２８３６

１３６ ⅦＦ－２１２５８４
ⅦＦ－３１１３４５

ｈｏ（少）○○○にぶい黄橙橙ナデ－ⅦＦ－３１１３４２１３７
○○○にぶい黄橙にぶい赤褐横ハケ→ナデ－ⅦＦ－２１２６１７１３８

白（パミス）○○○○○○○にぶい橙明赤褐ナデ－ⅦＦ－２１２７０６１３９

○○○○にぶい黄褐にぶい赤褐ナデ－

ⅦＧ－３１１３３２

１４０

ⅧＦ－２１２９２９
ⅦＦ－２１２６８８
ⅧＦ－２１２９３７
ⅦＧ－３９５９４
ⅦＦ－２１２６９８
ⅧＧ－３１２０５３

ｈｏ（少）○○○○暗灰黄明黄褐ナデ－ⅧＧ－１１２５３４１４１

○○○にぶい褐にぶい黄橙ていねいなナデ－

ⅦＦ－３９７４２

１４２

ⅦＦ－３１１１０８
ⅦＦ－４１０５７９
ⅦＦ－３１１５５６
ⅦＦ－４１０５１５
ⅦＦ－４１１３１５

ｂｉ（多）○○○黒褐にぶい黄褐ナデ－ⅦＦ－３１１３７８１４３

４８

○○○明赤褐にぶい赤褐ナデ－ⅦＥ－２１１７８６１４４
ｂｉ（多）○○○にぶい黄橙にぶい黄褐ナデナデⅦＦ－２１００１５１４５

○○○○にぶい黄にぶい黄橙ナデ－ⅧＦ－２１３０００１４６
○○○○○灰黄にぶい黄橙ナデ－ⅧＦ－１１２５８１１４７

○○○○灰黄にぶい黄橙ナデ底部ていねいなナデⅧＦ－１１２５８０１４８
白（多）　ｈｏ（少）○○○○○にぶい黄褐にぶい黄褐ナデ底部ナデⅧＧ－４１１６１６１４９
ｇｌ（多）○○○○にぶい黄橙橙横ナデ底部ていねいなナデⅦＦ－４１１３１４１５０ ⅦＦ－４１１３０９

○○○○にぶい橙橙ナデ－ⅦＦ－３

ⅩＢ

１１１７０１５１ ⅦＦ－３１１１７８

○○○にぶい赤褐明赤褐ナデ－ⅦＥ－３１１４０３１５２ ⅦＥ－３１１４０４
ｈｏ（少）○○○○○にぶい赤褐にぶい褐ナデナデⅦＦ－３１１５６４１５３

○○○○にぶい黄橙橙ナデ－ⅦＦ－３１１１７９１５４ ⅦＥ－３１０８４８
ｂｉ（多）○○○にぶい橙にぶい黄褐ナデナデⅣａＦ－３６２３７１５５ ⅦＧ－２１２６７４

○○○○にぶい橙にぶい橙ナデナデⅦＥ－５１１６７４１５６
○○○黒褐にぶい黄橙ナデ－ⅧＤ－５１０２３８１５７

ｂｉ（多）

○○○○にぶい橙にぶい橙ていねいなナデ－

ⅦＦ－４１１４４９

１５８

４９

ⅧＦ－３１２０８１
ⅦＦ－３９７７８
ⅧＦ－３１２１１３
ⅧＦ－３１２０７１

白（多）○○○○にぶい褐にぶい黄橙横ハケ→ていねいなナデ－ⅧＥ－３１１９１１１５９

○○○○にぶい橙にぶい橙たてのケズリ→ナデ－

ⅦＦ－３１１５６２

１６０
ⅦＦ－４１０６５２
ⅧＦ－３１２３２６
ⅦＦ－３１０９８６
ⅦＦ－３１０９１７

○○○○黒褐にぶい黄橙ナデ－集石２０号Ｇ－２１２９１１１６１
ｈｏ（多）

○○○○黒褐にぶい黄橙ナデ－
ⅧＦ－１１２５６５

１６２ ⅧＦ－１１２５６７
ⅧＦ－１１２５６９

○○○にぶい橙にぶい黄橙たてのケズリ→ナデナデ

ⅦＤ－４５０９

１６３
ⅦＥ－３１０８３４
ⅦＥ－３１０８１１
ⅦＦ－３１１１６７
ⅦＤ－４１１４７７

○○○○にぶい黄橙にぶい黄橙ていねいなナデ－ⅦＧ－３
ⅩＣ

１０８７４１６４

○○○○にぶい橙にぶい黄橙ナデ－ⅧＧ－２１２９０９１６５ ⅧＦ－２１３１６５
ｇｌ　アメ色（多）

○○○にぶい黄橙橙ナデナデ
ⅦＦ－１０

ⅩＤ

１０１５４
１６６ ⅦＦ－１０１０１５５

ⅦＦ－１０１０１５６
ｇｌ　アメ色（多）○○○にぶい黄橙橙ナデナデⅦＧ－１０１０１５８１６７ ⅦＧ－１０１０２１０

○○○にぶい黄橙橙ていねいなナデ－ⅦＦ－３

ⅩⅠＡ

１１１２６１６８

５０

ⅦＦ－３１１１８６
ｈｏ（少）○○○○○灰黄褐にぶい黄橙ナデ－ⅧＦ－４１１６３８１６９

○○○褐橙ナデ－ⅦＥ－４１０７１２１７０
ｇｌ（多）○○○にぶい黄橙にぶい黄橙ていねいなナデていねいなナデⅧ５Ｔ

ⅩⅠＢ

５９１７１
ｇｌ（多）○○○にぶい黄橙にぶい黄橙ナデナデⅧ５Ｔ６５１７２

○○○黄灰黄灰ナデ－集石１０号Ｅ－４１２３７９１７３
ｇｌ（多）○○○浅黄にぶい黄橙ナデ－ⅦＤ－８１００９７１７４
ｇｌ（多）○○○にぶい黄橙にぶい黄橙横ナデナデⅧ５Ｔ６０１７５ ⅦＤ－８１００９６

○○○黒褐にぶい黄褐ナデ－ⅦＦ－４１０５１８１７６

○○○○○にぶい赤褐橙口縁横ハケ→ていねいなナデ
胴部たてのハケメ→ナデ口縁ていねいなナデ

Ⅷ５Ｔ

ⅩⅠＣ

８４

１７７

Ⅷ５Ｔ８９
Ⅷ５Ｔ９３
Ⅷ５Ｔ８３
Ⅷ５Ｔ９６
Ⅷ５Ｔ７３
Ⅷ５Ｔ６６
Ⅷ５Ｔ９１
Ⅷ５Ｔ９０

○○○○○灰黄褐にぶい橙ナデ－

Ⅷ５Ｔ９５

１７８

５１

Ⅷ５Ｔ７１
Ⅷ５Ｔ７０
Ⅷ５Ｔ９９
Ⅷ５Ｔ８７
Ⅷ５Ｔ７９
Ⅷ５Ｔ９２
Ⅷ５Ｔ９４

○○○にぶい橙にぶい黄橙ハケ→ナデ－Ⅷ５Ｔ９３１７９ Ⅷ５Ｔ７７
○○○○にぶい黄橙橙ハケ→ナデ－Ⅷ５Ｔ９３１８０
○○○にぶい黄橙にぶい褐ナデ－Ⅷ５Ｔ６１１８１

○○○にぶい黄灰黄ナデ－ⅦＦ－２

ⅩⅡ

１００２７１８２ ⅦＧ－２１２６８２

○○○○にぶい黄橙橙ナデナデⅦＦ－２１０００７１８３ ⅦＦ－２１２７１２
○○○○にぶい橙橙ナデ－ⅦＧ－３１２０５１１８４
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－１８１－

備考ｉｌｍｇａｕ黒赤白ｇｌｈｏｂｉｆｌｑｚ色（内）色（外）調整（内）調整（外）層区分類
取り上げ
Ｎｏ

レイアウト
番号

挿図
番号

ｇｌ（多）○○○黒褐にぶい橙ていねいなナデ－ⅦＥ－４

ⅩⅡ

１０７８１１８５５１
○○○○にぶい褐橙ナデ－ⅦＦ－２１２６９３１８６

５２

○○○○褐にぶい褐ナデ－ⅦＦ－３９７５２１８７ ⅧＦ－３１２１３８
○○○○○にぶい橙橙ナデ－ⅦＥ－３１１２６０１８８
○○○にぶい褐にぶい褐ナデ－ⅧＦ－３１１７２７１８９
○○○灰褐にぶい橙ナデナデⅦＦ－３９７７２１９０

白（多）○○○○明赤褐にぶい黄褐ナデ底部ていねいなナデⅦＦ－４１１３２８１９１

○○○○灰黄褐橙ハケ→ていねいなナデナデ

ⅦＤ－５１２４６８

１９２

ⅧＦ－４１１６４４
ⅧＦ－４１１８９３
ⅧＥ－４１１８９２
ⅧＥ－４１２４８７
ⅦＤ－５１１６１３
ⅦＦ－３１１１４５
ⅧＥ－４１２２１１
ⅦＥ－４１０７４４
ⅦＥ－４１１２２６

○○○○○橙橙ナデ底部　ナデⅦＦ－３１１３８７１９３
ｇｌ（多）○○○○○橙橙ていねいなナデ底部　ナデⅦＦ－４１１９３７１９４
白（多）○○○○明赤褐明赤褐ナデ底部　ナデⅦＦ－４１０５０１１９５

５３

白（多）○○○○橙明赤褐ナデ底部　ナデⅦＤ－４１２１６７１９６
白（多）○○○にぶい黄橙にぶい黄橙ナデていねいなナデⅧＦ－２一括１９７
ｂｉ（多）○○○にぶい赤褐にぶい褐ナデ底部ていねいなナデⅦＦ－２１２６２９１９８

○○○にぶい黄褐にぶい黄橙ナデていねいなナデⅦＦ－２１０００１１９９
○○○○にぶい褐にぶい黄褐ミガキに近いナデ－Ⅷ上３Ｔ

ⅩⅢ

一括２００
○○○○にぶい褐にぶい黄褐ミガキに近いナデ－Ⅷ上３Ｔ一括２０１

○○○暗褐にぶい黄褐ていねいなナデ－ⅦＧ－６１０４１９２０２
○○○○にぶい黄褐にぶい黄褐ていねいなナデ－ⅦＧ－６１０４２０２０３
○○○にぶい褐にぶい黄褐ていねいなナデ－Ⅶ３Ｔ－２０４
○○○○にぶい褐にぶい黄褐ていねいなナデ－Ⅶ３Ｔ一括２０５
○○○○にぶい褐灰黄褐ていねいなナデ－Ⅷ上３Ｔ一括２０６
○○○○にぶい赤褐明赤褐－ナデ集石１８号Ｆ－２

ⅩⅣ

１３１２３２０７
○○○○にぶい黄暗灰黄ハケ→ナデナデⅦＥ－２１１７８１２０８

○○○○暗褐にぶい赤褐横ハケ→ナデナデ

ⅦＥ－３１１７９８

２０９

ⅦＥ－３１１７９６
ⅦＥ－３１１２６３
ⅧＥ－３１１７４６
ⅦＥ－３１１２６１
ⅦＥ－３１１９２０
ⅦＥ－３１１７９７
ⅧＥ－３１１９８２
ⅦＥ－３１１７６９
ⅦＥ－３９８１５
ⅦＥ－３１１２６２

○○○にぶい黄にぶい黄ハケ→ナデナデⅦＥ－２１１７７７２１０
○○○○黒褐にぶい赤褐ナデナデ集石１０号Ｅ－４１２３７８２１１
○○○灰黄灰黄ナデ－ⅦＦ－３９７６４２１２

５４

○○○○にぶい赤褐にぶい赤褐ナデナデⅦＥ－３１１７９３２１３
○○○○灰黄褐橙ナデナデⅦＦ－２１２６９１２１４

○○○にぶい黄橙橙ナデナデ

ⅦＦ－２ドキダマリ１

２１５

ⅦＦ－２ドキダマリ２
ⅦＦ－２ドキダマリ３
ⅦＦ－２ドキダマリ４
ⅦＦ－２ドキダマリ６
ⅦＦ－２ドキダマリ７
ⅦＦ－２ドキダマリ８
ⅦＦ－２ドキダマリ９
ⅦＦ－２ドキダマリ１０
ⅦＦ－２ドキダマリ１３
ⅦＦ－２ドキダマリ１４
ⅦＦ－２ドキダマリ１５
ⅦＦ－２ドキダマリ１６
ⅦＦ－２ドキダマリ１７
ⅦＦ－２ドキダマリ１８
ⅦＦ－２ドキダマリ１９
ⅦＦ－２ドキダマリ２０
ⅦＦ－２ドキダマリ２１
ⅦＦ－２ドキダマリ２４
ⅧＦ－２１３１２７

ｂｉ（多）

○○○橙にぶい赤褐ナデナデ

ⅧＦ－１０

ⅩⅡ

完土タ

２１６

ⅧＦ－１０完土オ
ⅧＦ－１０完土ス
ⅧＦ－１０完土セ
ⅧＦ－１０完土ツ
ⅧＦ－１０完土ア
ⅧＦ－１０完土ン
ⅧＦ－１０完土ソ
ⅧＦ－１０完土コ
ⅧＦ－１０完土ト
ⅧＦ－１０完土サ
ⅧＦ－１０完土テ
ⅧＦ－１０完土ケ
ⅧＦ－１０完土ナ
ⅧＦ－１０一括

○○○○褐灰橙ハケ→ナデナデ

ⅦＥ－３９８２８

２１７

ⅦＥ－３９８０９
ⅦＥ－３１０８１６
ⅦＥ－３９８２１
ⅦＦ－３９７６３
ⅦＦ－３１０９２９
ⅦＦ－３１１３５８
ⅦＦ－３１１３５９
ⅦＦ－３９７２７
ⅦＦ－３９７２６
ⅦＥ－３９８１８
ⅦＥ－３９８１０
ⅦＦ－３９７６１

��������	
��
����

qz：石英，fl：長石，bi：黒雲母，ho：角閃石，gｌ：火山ガラス，白：白色岩片，赤：赤色岩片，黒：黒色岩片，au：輝石，mg：磁鉄鉱，iｌ：チタン鉄鉱
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備考重量
（ｇ）

最大厚
（�）

最大幅
（�）

最大長
（�）石材分類器種層区取り上げＮｏレイアウト

番号
挿図
番号

０．３５０．３０１．４０１．３５ＯＢⅠａ－１石鏃ⅦＥ－３１１７６６１

５８

０．６７０．４５１．３０１．４０ＯＢⅠａ－１石鏃ⅦＦ－３１１３７１２
０．４５０．３５１．２５１．４０ＯＢⅠａ－１石鏃ⅧＥ－４１２１７６３
０．６２０．５０１．３０１．６０ＯＢⅠａ－２石鏃ⅦＥ－３１０８６１４
２．１４０．６０１．８５２．１０ＣＨⅠａ－２石鏃ⅧＧ－３１２０５２５
２．１７０．７０１．９５２．２５ＣＨⅠａ－２石鏃ⅦＦ－３１１３５３６
４．９８０．９５２．３５２．６０ＣＨⅠａ－２石鏃ⅦＦ－３１１５６１７
０．４００．４５１．００１．１５ＯＢⅠｂ－１石鏃ⅦＤ－４１１４８５８
０．３９０．４０１．２５１．４５ＯＢⅠｂ－１石鏃ⅥＤ－４１０２９０９
０．１８０．３０１．２０１．０５ＯＢⅠｂ－１石鏃ⅦＤ－４１１４９４１０
０．１２０．２５１．０５０．９０ＯＢⅠｂ－１石鏃ⅧＥ－４１２３３７１１
０．９２０．５０１．５５１．４５ＯＢⅠｂ－１石鏃ⅧＥ－４１２２３７１２
０．３６０．３０１．３５１．２０ＣＨⅠｂ－１石鏃ⅦＥ－２１１７７９１３
１．１８０．６０１．８５２．１０ＯＢⅠｂ－２石鏃ⅦＦ－３９７８２１４
０．４８０．３５１．３０１．６０ＯＢⅠｂ－２石鏃ⅦＤ－４１１９８９１５
０．６８０．４５１．９０２．００ＳＨⅠｂ－２石鏃ⅦＦ－３１０９８５１６
２．３６０．５０２．４０２．２０ＳＨⅠｂ－２石鏃ⅦＦ－３９７３１１７
０．５７０．４０１．０５１．７７ＣＨⅡａ－１石鏃ⅧＦ－１１２５５６１８
６．４１０．９０２．７０４．３０ＣＨⅡａ－２石鏃ⅦＦ－２９９９８１９
３．２３０．７０１．９０２．９０ＣＨⅡａ－２石鏃ⅦＦ－３９７６６２０
０．３８０．３５１．２０１．７０ＯＢⅡｂ－１石鏃ⅧＥ－３１２５１０２１

５９

０．１９０．３００．８０１．１０ＯＢⅡｂ－１石鏃ⅦＦ－３９６７３２２
０．２３０．３５０．９５１．３５ＯＢⅡｂ－１石鏃ⅦＥ－３１１８２５２３
０．６４０．４０１．３０１．７０ＣＨⅡｂ－１石鏃ⅦＥ－３１０８６２２４
０．７７０．４０１．２０１．７５ＣＨⅡｂ－１石鏃ⅦＥ－３１１４１９２５
１．４６０．６０１．５５２．４０ＯＢⅡｂ－２石鏃ⅦＦ－２１２６４４２６
１．５１０．５０１．８２２．７０ＣＨⅡｂ－２石鏃ⅦＦ－３９７１０２７
０．４１０．２５１．２５１．７０ＣＨⅢ石鏃ⅧＦ－３１２０９５２８
０．４７０．３０１．３０１．７０ＣＨⅢ石鏃ⅦＦ－２１２６２３２９
１．７１０．４０２．３０１．９０ＣＨⅢ石鏃ⅧＦ－１１２５７３３０
１．７１０．４０１．６０２．６０ＣＨⅢ石鏃ⅦＤ－５１１６０９３１

集石１０号内１．０４０．４０１．４０２．５０ＣＨⅢ石鏃ⅧＥ－４１２３８０３２
１．７４０．４８１．７３２．６５ＣＨⅢ石鏃ⅧＤ－５１０２２８３３
０．９９０．３５１．２５２．７５ＣＨⅢ石鏃ⅦＧ－４１３００９３４
２．６２０．６０１．８０２．８０ＣＨⅢ石鏃ⅦＦ－２１２７９１３５
５．５００．８０２．３０２．９０ＣＣⅢ石鏃ⅦＤ－４１２００９３６
２．３３０．８０１．９０１．３５ＯＢ欠損石鏃ⅧＥ－３１２５２２３７
０．３１０．３０１．１０１．８０ＯＢⅣ石鏃ⅦＥ－３９８３４３８
１．２００．５０１．３５２．９０ＯＢⅣ石鏃ⅦＤ－４１１５３１３９
０．４９０．４０１．４０１．５０ＯＢⅣ石鏃ⅧＥ－４１２２９３４０
０．５４０．３０１．５０１．９０ＯＢⅣ石鏃ⅦＥ－３１０８４９４１
１．１６０．４５１．６０２．４０ＣＨⅣ石鏃ⅦＥ－４１１６８１４２

６０

０．１７０．２０１．１５１．１５ＣＨⅣ石鏃ⅧＧ－３１２１５２４３
０．８２０．４０１．５０２．００ＣＨⅣ石鏃ⅦＥ－４１０７３１４４
０．５９０．３０１．２０２．１５ＣＨⅣ石鏃ⅦＦ－３９６２５４５
１．０５０．３０１．８０２．２０ＣＨⅣ石鏃ⅧＥ－４１１９０５４６
１．１５０．４５２．００２．３０ＣＨⅣ石鏃ⅧＥ－４１２４８８４７
１．１７０．４０１．７５２．４０ＣＨⅣ石鏃ⅦＦ－３９６６８４８
０．８４０．３０１．５０２．４０ＣＨⅣ石鏃ⅦＦ－３１１３６５４９
０．９３０．２８１．７６２．９０ＣＨⅣ石鏃ⅦＧ－２１００６０５０
０．９３０．４０１．９０２．９５ＣＨⅣ石鏃ⅦＦ－２１００２６５１
０．５９０．４０１．０８２．１０ＳＨⅣ石鏃ⅧＦ－２１３０７５５２
０．３９０．３００．８２１．９０ＳＨⅣ石鏃ⅦＦ－２１２８０２５３
０．９３０．３８１．６０２．６４ＳＨⅣ石鏃ⅦＣ－４１０３２２５４
１．２９０．３５２．１５２．２５ＳＨⅣ石鏃ⅦＦ－３１０９６９５５
１．２４０．５０１．８５２．３０ＳＨⅣ石鏃ⅧＦ－２１３０５５５６
０．７６０．３５１．４３２．５０ＣＨⅤ石鏃ⅦＤ－５１２０２２５７
１．２３０．８０１．８３０．９８ＯＢ欠損石鏃ⅦＥ－３１０８６９５８
０．５２０．３５１．２０１．２０ＯＢ欠損石鏃ⅧＦ－２１３０８０５９
０．５７０．４１１．６０１．３８ＯＢ欠損石鏃ⅧＥ－４１２２３５６０
１．１６０．４０１．９５１．４０ＣＨ欠損石鏃ⅦＦ－２１００５０６１
１．３６０．３５２．３０２．１０ＣＨ欠損石鏃ⅧＦ－１０１０１３７６２
２．５６０．４０２．３０１．９０ＳＨ欠損石鏃ⅦＦ－３１１３７０６３

６１

５．４１１．００２．４０２．７０ＣＣ欠損石鏃ⅦＥ－３１１３９６６４
３．４６０．９０２．４０２．００ＯＢその他石鏃ⅧＥ－４１２２４５６５
２．３４０．７０１．７５２．３０ＣＨその他石鏃ⅦＧ－３１３０１０６６
４．５２０．９０２．１０２．６０ＣＨその他石鏃ⅦＥ－４１０７３８６７
１．５３０．３０１．５０３．５０ＣＨその他石鏃ⅦＦ－３９６１３６８
１．５２０．５５２．１０１．８５ＣＨその他石鏃ⅦＦ－２９９９１６９
１８．５０１．１０４．１０３．９５ＣＨＡスクレイパーⅧＥ－３１２２５２７０

６２

１４．２７１．９０５．２０２．３０ＣＨＡスクレイパーⅧＧ－３１３０１２７１
２．３７０．６０２．３０１．６０ＯＢＡスクレイパーⅦＥ－４１０７５１７２
１．２５０．６０１．４０１．５０ＯＢＡスクレイパーⅦＦ－２１３０３１７３
１．１３０．４０１．６０１．９０ＣＨＡＢスクレイパーⅧＦ－３１１７３６７４
９．６９１．１０２．７０４．２０ＣＨＢスクレイパーⅦＦ－２１２７０４７５
１０．２８０．９０２．８０３．４０ＳＨＢスクレイパーⅦＥ－３９８３１７６
０．７２０．４０１．０５１．６５ＯＢＢスクレイパーⅦＤ－４１１５１２７７
１．１００．５０１．４０１．９０ＯＢＢスクレイパーⅦＥ－４１１４３７７８
２４．１７１．７０３．２０５．０５ＳＨＤスクレイパーⅧＦ－３１２８４８７９
１．８９０．６０２．１０２．４０ＣＨＤスクレイパーⅦＦ－３１１３８４８０
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備考重量
（ｇ）

最大厚
（�）

最大幅
（�）

最大長
（�）石材分類器種層区取り上げＮｏレイアウト

番号
挿図
番号

１０．９３１．００３．３０３．９０ＣＨ‐石錐ⅦＧ－３９６０９８１
６３ ２８．７２１．１０４．３０６．６５ＳＨ‐微細剥離痕剥片ⅦＦ－２１２６３７８２

３６．１１１．８５４．６０５．７０ＳＨ‐微細剥離痕剥片ⅧＦ－２一括８３
２６．３２１．３０５．２０４．３０ＣＨ‐微細剥離痕剥片ⅦＧ－３９５９５８４

６４

集石１８号３．８６１．１０１．９０２．１０ＣＨ‐二次加工剥片ⅧＦ－２１３１１９８５
１１．０３１．３０２．３０４．１５ＣＣ‐フレークⅧＧ－１１２５４０８６
２３．０７１．４０４．５５３．５５ＳＨＡ石核ⅦＥ－３一括８７

集石１０号４．６９０．８０３．８０１．９０ＣＨＡ石核‐Ｅ－３一括８８
１４．６７１．３０３．１５２．７５ＣＨＡ石核ⅦＧ－２１００５９８９
１５．４２１．４０３．５０３．２０ＣＨＢ石核ⅦＥ－３１１２７５９０

６５ １２４．７５２．５０７．４０６．１０ＣＨＢ石核ⅦＥ－２１１７８３９１
１１４．５１．９５．２８．２ＳＨ‐磨製石斧ⅦＦ－２１２８２０９２
８１５．０６．１９．６９．８ＡＮⅠａ磨石・敲石ⅦＥ－２１１７７３９３

６６ ８８８．０６．１８．４１０．２ＲＨⅠａ磨石・敲石ⅦＤ－４１０３８１９４
７６０．０５．１９．３１０．１ＡＮⅠａ磨石・敲石ⅧＥ－４１２２１６９５
８１０．０６．６８．７９．８ＲＨⅠａ磨石・敲石ⅦＤ－３１０４５１９６

６７
３６５．０３．６７．５９．０ＡＮⅠａ磨石・敲石ⅦＥ－３１１４２０９７
５３８．０４．２８．９９．９ＡＮⅠａ磨石・敲石ⅧＦ－２１３０７２９８
５２０．０４．０８．９９．５ＡＮⅠａ磨石・敲石ⅧＦ－２１３１１３９９
４１５．０３．５８．４９．４ＳＡⅠａ磨石・敲石ⅧＦ－２１３０８４１００
４８５．０４．８８．１８．７ＡＮⅠａ磨石・敲石ⅦＥ－４１１２３１１０１

６８

１５９．０６．５７．５４．１ＲＨⅠａ磨石・敲石ⅧＦ－３１２１４８１０２
４７０．０６．７７．６７．５ＲＨⅠａ磨石・敲石ⅦＤ－４１１４６７１０３
１８６．０３．２６．０７．１ＳＡⅠａ磨石・敲石ⅧＥ－４１２４８５１０４
３１２．０４．３７．４７．３ＡＮⅠａ磨石・敲石ⅧＥ－４１１８５６１０５
１９６．０３．８７．８５．８ＳＡⅠａ磨石・敲石ⅧＥ－３１２２５５１０６
３７５．０４．６８．１６．９ＡＮⅠａ磨石・敲石ⅦＥ－２一括１０７
９１．０４．８２．４８．０ＳＡⅠａ磨石・敲石‐‐一括１０８

集石２２号１０４．０３．４７．５３．５ＡＮⅠａ磨石・敲石‐‐‐１０９

６９

８１８．０５．３９．４１０．２ＧＲⅠｂ磨石・敲石ⅦＥ－３１０８５２１１０

接合４１３．０４．５７．７１３．５ＨＦⅠｂ磨石・敲石
ⅦＥ－３９８２２

１１１ ⅦＥ－３１１４０６
ⅦＥ－４一括

５７０．０４．３８．２９．８ＡＮⅠｂ磨石・敲石ⅦＦ－２１２５００１１２
４８８．０４．１８．４９．４ＧＲⅠｂ磨石・敲石ⅧＥ－４１２３７２１１３
４８０．０４．１７．８９．０ＡＮⅠｂ磨石・敲石ⅦＥ－３１１２５３１１４
３０２．０４．５７．４８．３ＴＵⅠｂ磨石・敲石ⅦＦ－３１０９７７１１５
３０６．０４．７６．３７．３ＡＮⅠｂ磨石・敲石ⅧＥ－４１２３６９１１６

７０

２５５．０４．５６．１８．０ＲＨⅠｂ磨石・敲石ⅦＦ－３一括１１７
２６６．０５．２８．５５．０ＡＮⅠｂ磨石・敲石ⅧＦ－３一括１１８
１４９．０５．１３．４９．２ＳＡⅠｂ磨石・敲石ⅦＥ－６１１５７４１１９
３６３．０４．６６．６８．０ＡＮⅠｂ磨石・敲石ⅦＦ－２１２５８３１２０
２１９．０５．８７．６４．１ＡＮⅠｂ磨石・敲石ⅦＦ－９１０１７７１２１
１４０．０３．７４．５１５．６ＡＮⅠｂ磨石・敲石ⅧＦ－３１２０４０１２２
１６２．０３．０５．６７．０ＡＮⅠｂ磨石・敲石ⅧＦ－３１１７３９１２３
３１０．０５．１６．４６．９ＲＨⅡａ磨石・敲石ⅦＤ－４１１４６１１２４
１８２．０２．８６．８６．７ＡＮⅡａ磨石・敲石ⅧＦ－４１１６８８１２５
１６０．０３．６４．５５．８ＡＮⅡａ磨石・敲石ⅦＤ－３一括１２６

７１

１４０．０３．５４．９６．２ＡＮⅡａ磨石・敲石ⅦＧ－１１２５４４１２７
４８．０４．０５．０２．４ＳＡⅡａ磨石・敲石ⅦＦ－３９６５６１２８
５３．０２．９３．６３．７ＡＮⅡａ磨石・敲石ⅦＧ－３１０８８１１２９
５５．０２．９３．４４．１ＡＮⅡａ磨石・敲石ⅥＦ－２１００２１１３０
８６．０１．９５．７５．６ＡＮⅡａ磨石・敲石ⅧＧ－４１１６１７１３１
１４７．０４．４６．９４．７ＳＡⅡｂ磨石・敲石ⅦＤ－４１１４５６１３２
１７９．０４．４５．４６．１ＲＨⅡｂ磨石・敲石ⅧＥ－４１２２３９１３３
４１．０３．７６．１２．０ＡＮⅡｂ磨石・敲石ⅦＦ－２１３１５３１３４
８２．０３．８４．０４．３ＡＮⅡｂ磨石・敲石ⅦＦ－２１０５１７１３５
４５．０１．９４．８３．６ＡＮⅡｂ磨石・敲石ⅦＦ－３９６８２１３６
４５．０３．１３．１５．３ＳＡⅡｂ磨石・敲石ⅦＤ－４１０３４５１３７
７２５．０３．４１２．３１５．５ＳＡ‐砥石ⅧＦ－３１２１４５１３８
２３５０．０４．６１４．６２２．８ＡＮ‐砥石ⅧＦ－３１１７１２１３９

７２

接合４９９．０１．９１４．０１４．１ＳＡ‐砥石ⅧＥ－４１１８３７１４０ ⅧＦ－４１２３９２
４２０．５３．７８．２１１．２ＳＡ‐砥石ⅧＥ－４１０４１１１４１

集石９号８２．０１．４５．３１０．６ＡＮ‐砥石‐‐‐１４２
集石２１号１２４．０２．２５．１７．９ＡＮ‐砥石‐‐‐１４３

１１０．０２．７５．７５．６ＢＡ‐有溝砥石ⅦＧ－４一括１４４

接合５５００５．８２３．４２１．４ＡＮ‐石皿ⅧＦ－４
１３１４７

１４５

７３

１３１４５
１３１４６

２２２０５．８１２．３１７．５ＡＮ‐石皿ⅦＦ－４‐１４６
集石１８号５６３３．５８．７１１．３ＡＮ‐石皿‐Ｆ－２１３１３３１４７

３９５３．３８．７８．０ＧＲ‐石皿ⅧＤ－４１０３５５１４８
１３９２７．０１２．０１０．５ＡＮ‐石皿ⅦＦ－３１１１８１１４９

集石１９号９０１．７５．５５．８ＡＮ‐石皿‐‐‐１５０
集石１１号２０６５．９４．２４．４ＡＮ‐石皿‐‐‐１５１

７０００６．８２４．９２５．４ＡＮ‐石皿ⅦＤ－５１０２４０１５２７４ １１６００１１．１２７．４３３．５ＡＮ‐石皿ⅦＧ－８１０３９３１５３
４３．０３．８５．１８．４ＴＵ‐軽石製品ⅦＦ－３１１３４４１５４

７５ 集石１３号５４．０４．０６．４１０．４ＴＵ‐軽石製品ⅧＥ－２１２９６９１５５
８６．５４．４９．３９．９ＴＵ‐軽石製品ⅦＦ－４１０６１６１５６

※　石材の分類については肉眼的特徴による分類を基本とした。
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備考ｉｌｍｇａｕ黒赤白ｇｌｈｏｂｉｆｌｑｚ色（内）色（外）調整（内）調整（外）層区分類
取り上げ
Ｎｏ

レイアウト
番号

挿図
番号

白（多い）○○○○○にぶい黄橙灰黄褐ていねいなナデていねいなナデⅣａＤ－５

Ⅰ

６４２６２１８

８０

白（多い）○○○○にぶい黄褐明黄褐ていねいなナデていねいなナデ
ⅢｂＧ－６６３９０

２１９
ⅢｂＧ－６８０４９

白（多い）○○○にぶい黄橙灰黄褐ていねいなナデていねいなナデⅣａＤ－５７７９４２２０

○○○○○灰黄褐にぶい黄橙ていねいなナデていねいなナデ
ⅢａＧ－６１５５６

２２１
溝内Ｇ－６２５５４

○○○○にぶい赤褐黒褐ミガキナデⅣａ２Ｔ５４２２２
○○○○黒褐黒褐ミガキナデⅣａＥ－４９５４２２２３

ｇｌ（多い）
○○○にぶい褐黒褐ていねいなナデナデ

ⅣａＥ－５９０７５
２２４

ⅣａＤ－５７２９１

○○○黒褐黒褐ていねいなナデナデ
ⅢｂＥ－４５３５８

２２５
Ⅲ，ⅣＥ－４，５ベルト一括

○○○黒黒ていねいなナデナデ
ⅣａＦ－６３７２９

２２６
ⅣａＦ－６４５９８

○○○○灰黄褐にぶい黄橙ナデナデⅣａＤ－４７７１３２２７
○○○褐灰黒褐ハケメ状ナデハケメ状ナデⅢｂＥ－４９９５６２２８

８１

ｇｌ（多い）○○○赤褐黒褐ていねいなナデていねいなナデⅢｂＧ－７７８６１２２９
○○○暗赤褐黒褐ミガキていねいなナデⅢａＦ－１０３１４６２３０
○○○橙灰黄褐ミガキていねいなナデⅢｂＥ－３一括２３１

ｇｌ（多い）○○○黒褐黒褐ていねいなナデていねいなナデⅢｂＥ－４８９８１２３２
ｇｌ（多い）○○○黒褐黒褐ミガキミガキⅢｂＦ－１０３８２６２３３

○○○○褐灰にぶい橙ミガキナデⅢｂＥ－４５３６５２３４

○○にぶい黄褐灰褐ミガキミガキ
ⅢｂＦ－１０３８２７

２３５
ⅢｂＦ－１０３８２８

○○○黒褐黒褐ミガキミガキⅢｂＦ－１０５５７７２３６

○○黒褐黒褐ミガキミガキ
ⅣａＥ－４６６４１

２３７
ⅣａＥ－４６７００

○○にぶい黄橙にぶい橙ていねいなナデていねいなナデⅢｂＥ－４８０１０２３８
○○○橙橙ナデていねいなナデⅣａＥ－４８８６８２３９
○○○○赤褐橙ナデナデⅣａ４Ｔ一括２４０

ｇｌ（多い）○○○にぶい橙黒褐ナデナデⅣａＥ－４８２０１２４１
ｇｌ（多い）○○○にぶい橙にぶい橙ナデナデⅣａＥ－４９５３０２４２
ｇｌ（多い）○○浅黄橙橙ナデナデⅢｂＥ－５７６６９２４３

８２

ｇｌ（多い）○○○にぶい黄橙褐灰ナデナデⅢｂＥ－４８０００２４４
ｇｌ（多い）○○○橙にぶい褐ハケメ後ナデハケメ後ナデⅦ？Ｆ－３９６８３２４５
ｇｌ（多い）

○○○暗灰黄暗褐ナデナデ
ⅣａＤ－４７７４４

２４６
ⅣａＤ－５７７６８

○○○にぶい黄褐灰黄褐　ていねいなナデていねいなナデⅢｂＥ－４８０１０２４７
ｇｌ（多い）

○○○橙にぶい褐ナデナデ
ⅣａＤ－５８６３２

２４８ ⅣａＤ－５８３２６
ⅣａＤ－５８５８７

○○○○にぶい褐黒ハケメ状ナデハケメ状ナデ
ⅣａＥ－４９４４４

２４９
ⅣａＥ－４９５４３

ｇｌ（多い）○○○にぶい褐灰黄褐　ナデハケメ状ナデⅢｂＧ－７７６８９２５０
○○○黒褐橙ナデミガキに近いていねいなナデⅥａＥ－８一括２５１
○○○○○にぶい褐明赤褐ミガキミガキに近いナデⅦ？Ｅ－４１０７５０２５２

○○○にぶい黄橙にぶい黄橙ミガキに近いていねいなナデミガキに近いていねいなナデⅣａＥ－６４４３１２５３

８３

○○灰黄褐にぶい褐ミガキミガキ
ⅢｂＥ－４５３６４

２５４ ⅢａＥ－４１７２９
ⅢａＦ－５７０６５

ｇｌ（多い）○○○明黄橙橙ていねいなナデていねいなナデⅣａＥ－５５４７０２５５
ｇｌ（多い）○○○○明黄褐にぶい橙ていねいなナデていねいなナデⅣａＥ－５５４７５２５６

○○○橙赤褐ナデていねいなナデⅣａＥ－４６６９７２５７

○○橙にぶい赤褐ていねいなナデていねいなナデ
ⅣｂＤ－５６７６２

２５８
ⅣａＤ－５２２３２

○○橙橙ていねいなナデていねいなナデⅢｂＤ－５１９８３２５９

○○○にぶい橙浅黄橙ナデていねいなナデ
ⅣＥ－８

７５４０２６０
ⅢＤ－６

○○○橙橙ていねいなナデていねいなナデⅢｂＧ－５６３７８２６１

８４

○○○にぶい黄橙にぶい橙ナデナデⅢｂＥ－４５３６８２６２
ｇｌ（多い）

○○○○にぶい赤褐明赤褐ていねいなナデミガキに近いていねいなナデ
ⅢｂＦ－１０３８２１

２６３
ⅢｂＦ－１０３８６２

ｇｌ（多い）○○○○にぶい赤褐橙ナデていねいなナデⅣａＤ－５６９６９２６４
ｇｌ（多い）

○○○にぶい黄橙にぶい黄橙ナデていねいなナデ

ⅣｂＦ－４９５８０

２６５
ⅣｂＦ－４９５０３
ⅣｂＦ－４９５１６
ⅣｂＦ－４９５６５

ｇｌ（多い）

○○○○明赤褐明赤褐ナデていねいなナデ

ⅣｂＤ－５６８１２

２６６
ⅣａＤ－５６９０８
ⅣａＤ－５８８０７
ⅣａＤ－５２３２９

ｇｌ（多い）○○○○明赤褐黒褐ナデていねいなナデⅣｂＤ－５６８１０２６７
ｇｌ（多い）

○○灰褐明赤褐ナデナデ
ⅣａＥ－６９０６２

２６８

８５

ⅣａＥ－６９０８２

○○赤褐暗赤褐ナデミガキに近いていねいなナデ
ⅢｂＧ－７８０４２

２６９ ⅢｂＧ－７８０４１
ⅢｂＧ－７７６９３

ｇｌ（多い）○○○○にぶい赤褐明赤褐ナデていねいなナデⅣａＦ－９４４８３２７０
ｇｌ（多い）○○にぶい赤褐明赤褐ナデナデⅣａＤ－５４８００２７１
ｇｌ（多い）○○○灰褐暗赤褐ナデていねいなナデⅢｂＦ－１０５５６３２７２

○○○○赤褐灰黄褐ミガキナデ

Ⅳａ２Ｔ３２

２７３
Ⅳａ２Ｔ２１
Ⅳａ２Ｔ３８
Ⅳａ２Ｔ３５

ｇｌ（多い）
○○○にぶい黄橙橙ナデナデ

ⅣａＤ－４７７１６
２７４

ⅣａＥ－４６６７４

��������	
��
����



－１８５－

備考ｉｌｍｇａｕ黒赤白ｇｌｈｏｂｉｆｌｑｚ色（内）色（外）調整（内）調整（外）層区分類
取り上げ
Ｎｏ

レイアウト
番号

挿図
番号

○○○褐灰橙－ナデⅣａＥ－４

Ⅰ

６６２７２７５

８６

○○○褐灰にぶい黄橙ナデナデⅣａＦ－１０４３４７２７６
ｇｌ（多い）

○○○にぶい褐橙ナデナデ
ⅣａＦ－１０５１３５

２７７ ⅢｂＦ－１０３８２５
ⅢｂＦ－１０３８２２

○○○暗赤褐にぶい赤褐ナデナデⅢａＦ－１０３３３１２７８
○○○○灰黄にぶい橙ナデナデ土坑７内Ｇ－３１３１３２２７９
○○○○橙明赤褐ナデナデⅣａＦ－５７００５２８０
○○にぶい黄褐明赤褐　－　ナデⅢｂＧ－３１９４２８１

ｈｏ（多い）○○○○○にぶい褐赤褐ていねいなナデていねいなナデⅣａＤ－６２４７２２８２

○○灰橙ナデナデ
ⅢｂＦ－５３５６４

２８３
ⅢｂＦ－５３５６３

○○○浅黄橙ナデナデ
ⅢｂＥ－４９１４２

２８４
ⅣａＥ－４９４６３

○○○○にぶい黄橙橙ていねいなナデていねいなナデ

ⅣａＤ－４８４７１

２８５
ⅣａＤ－４８４７４
ⅢｂＤ－５６１００
ⅣａＤ－５７３０４

○○○○にぶい褐明赤褐ナデナデ
ⅣａＥ－１４８０５

２８６

８７

ⅣａＥ－１４８０２
○○○灰褐赤褐ナデていねいなナデⅣａＦ－１０４２７６２８７

ｇｌ（多い）○○○褐褐ナデナデⅣａＦ－９４９３２２８８

○○○橙橙ナデナデ
ⅣａＤ－５４７５４

２８９ ⅣａＤ－５６４２８
ⅣｂＤ－５６７５９

○○にぶい黄橙橙ナデナデ
ⅣａＥ－７７５２１

２９０ ⅣａＥ－４５４２３
ⅣａＥ－６２２０６

○○にぶい黄橙にぶい黄橙ナデナデⅣａＥ－４９４０７２９１
○○○○黒褐にぶい赤褐ナデナデ溝２盛土Ｄ－９７５３５２９２
○○○褐灰にぶい黄橙ナデナデⅢｂＥ－４７４３０２９３
○○○黒褐にぶい赤褐ミガキミガキ土坑２２４Ｆ－４一括２９４

ｇｌ（多い）○○○○明赤褐橙ナデナデⅣａＥ－５９０８８２９５

○○○灰黄褐明赤褐ナデナデ
ⅣａＦ－９４０３１

２９６
ⅣａＦ－９４５２９

ｇｌ（多い）○○○○褐灰橙ナデナデⅣａＦ－５４５８３２９７
○○○黒褐にぶい黄橙ナデナデⅢｂＥ－４７４４５２９８

○○○○○淡黄にぶい黄橙－ナデ
ⅣａＥ－４９４５８

２９９
ⅣａＥ－４６６３０

ｇｌ（多い）
○○○○浅黄橙ナデナデ

ⅣａＥ－６７１８６
３００

ⅣａＥ－６４４５５

○○○○黒褐にぶい黄褐ミガキミガキ
ⅣａＤ－４

Ⅱ

７７４１
３０１

８８

ⅣａＤ－５８４７５
○○○にぶい黄橙にぶい黄橙ミガキミガキⅣａＥ－５２１０４３０２

○○にぶい黄橙黄灰ミガキに近いナデミガキに近いナデⅣａＥ－６７１９２３０３
○○褐灰褐ミガキミガキⅣａＥ－６２２０６３０４
○○○にぶい黄褐灰黄褐ミガキに近いナデミガキに近いナデⅣａＥ－５９０４６３０５
○○○○褐灰黄灰ミガキミガキⅣａＥ－４９５７０３０６
○○○黒褐にぶい黄褐ミガキミガキⅣａＥ－４８１９３３０７

○○○黒黒ミガキミガキⅣａＤ－５８３２５３０８
○○○○褐灰にぶい黄橙ミガキミガキⅣａＤ－６６９８７３０９

○○にぶい赤褐にぶい赤褐ミガキミガキⅢｂＥ－９５７８２３１０
○○黒褐黒褐ミガキミガキⅣａＥ－５９３１９３１１
○○黒褐にぶい黄褐ミガキミガキⅢｂＦ－４７１０４３１２
○○黒黒褐ミガキミガキⅣａＥ－５９３２０３１３

○○○黒黒ミガキミガキ
ⅣａＤ－６８６８３

３１４
ⅣａＤ－６８６８２

○○○○明赤褐明赤褐ミガキミガキⅢｂＥ－５９５１１３１５
○○○にぶい赤褐にぶい赤褐ミガキミガキⅣａＥ－５４６５６３１６
○○灰黄褐明赤褐ミガキミガキⅣａＥ－５９３６５３１７
○○にぶい黄橙にぶい黄橙ミガキミガキⅢｂＥ－８４１２９３１８
○○褐にぶい褐ミガキミガキⅣａＦ－１０５１８７３１９
○○にぶい褐にぶい褐ミガキミガキⅣａＧ－１０５０８３３２０
○○褐暗褐ミガキミガキⅢｂＦ－１０３８７４３２１
○○○○黄灰にぶい黄褐ミガキミガキⅣａＦ－９４５２６３２２

○○黒黒褐－ミガキⅣａＥ－４８２０４３２３

８９

○○○にぶい黄橙黒褐ミガキミガキⅣａＤ－４６６７７３２４
○○○にぶい褐にぶい橙ていねいなナデていねいなナデ土坑７内Ｅ－５一括３２５
○○○灰黄褐にぶい黄橙ミガキミガキⅢｂＥ－４８１２７３２６
○○○にぶい褐にぶい褐ミガキに近いていねいなナデミガキに近いていねいなナデⅢｂＦ－５６３５５３２７
○○○にぶい黄褐にぶい褐ミガキに近いナデミガキに近いナデⅢｂＥ－５２９９０３２８

○○○○○にぶい黄褐にぶい黄橙ミガキミガキ
ⅣａＤ－５６９７８

３２９
ⅣａＤ－５７４００

○○○黒褐黒褐ミガキミガキⅣａＥ－４６６３７３３０
○○○褐にぶい黄褐ミガキミガキⅣａＤ－５４８４８３３１
○○○黒黒ミガキミガキⅢｂＥ－４５３７３３３２
○○○灰褐灰褐ミガキミガキⅢｂＧ－７７５０５３３３

○○○にぶい褐黒ミガキミガキ
ⅣａＥ－６８９０２

３３４ ⅣａＥ－６９２４８
ⅣａＥ－６９２４７

○○○○灰黄灰黄ミガキミガキ
ⅣａＤ－６６９８８

３３５ ⅣａＤ－６６９８９
ⅢｂＥ－３５８６８

○○○○黒褐黒ミガキミガキⅣａＤ－５７２７７３３６
ｇｌ（多い）○○○にぶい黄褐にぶい黄橙－－ⅣａＥ－６

円盤形
土製品

９０８６３３７
ｇｌ（多い）○○○にぶい黄橙にぶい黄橙－－ⅢｂＦ－７７１５６３３８
ｇｌ（多い）○○○にぶい黄褐橙－－ⅣａＥ－４８８７２３３９

��������	
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����

qz：石英，fl：長石，bi：黒雲母，ho：角閃石，gｌ：火山ガラス，白：白色岩片，赤：赤色岩片，黒：黒色岩片，au：輝石，mg：磁鉄鉱，iｌ：チタン鉄鉱



－１８６－

備考重量
（�）

最大厚
（�）

最大幅
（�）

最大長
（�）石材分類１器種層区取り上げＮｏレイアウト

番号
挿図
番号

０．５３０．３０１．４０１．４５ＣＨⅠａ－１石鏃ⅢｂＦ－１０３８１１１５７

９６

２．２４０．６９１．８３２．３４ＣＨⅠａ－２石鏃ⅣａＥ－６８２６２１５８
０．４００．４０１．１０１．４０ＯＢⅠｂ－１石鏃ⅣａＤ－５２４３８１５９
０．３９０．３０１．２０１．４０ＯＢⅠｂ－１石鏃ⅣａＤ－５８８３９１６０
０．５１０．３５１．３０１．４０ＯＢⅠｂ－１石鏃ⅢａＥ－４１３２２１６１
０．３１０．２０１．０５１．３０ＣＨⅠｂ－１石鏃ⅢｂＦ－１０５５６８１６２
０．５６０．３０１．６０１．４０ＣＨⅠｂ－１石鏃ⅢａＥ－１０６２９７１６３
０．３８０．３０１．２０１．５０ＣＨⅠｂ－１石鏃ⅢａＥ－５９８７１１６４
０．３００．３０１．１０１．０５ＳＨⅠｂ－１石鏃ⅢｂＦ－４９０１７１６５
０．４４０．２８１．９０１．３０ＳＨⅠｂ－１石鏃ⅢｂＥ－６１９２２１６６
０．１２０．１８０．９５０．９０ＳＨⅠｂ－１石鏃ⅢｂＧ－２１２８９１６７
０．１６０．２００．８５１．１０ＳＨⅠｂ－１石鏃ⅢｂＦ－２８０９１１６８
０．６７０．４５１．７０１．４５ＣＣⅠｂ－１石鏃ⅣａＤ－４８４７８１６９
０．５００．３０１．６０１．７０ＯＢⅠｂ－２石鏃ⅣａＦ－６４６２１１７０
０．６００．３０１．５０１．８０ＯＢⅠｂ－２石鏃ⅣａＦ－１０５９２６１７１
０．８２０．４０１．７０１．９０ＯＢⅠｂ－２石鏃ⅣａＦ－１０６１７３１７２
０．５９０．４０１．６５１．５０ＯＢⅠｂ－２石鏃ⅣａＥ－５５４８３１７３
０．３９０．２５１．２５１．６０ＯＢⅠｂ－２石鏃ⅣａＤ－６２４１０１７４
０．４２０．２０１．２５１．６０ＣＨⅠｂ－２石鏃ⅢａＥ－９６５２８１７５
０．６００．３０１．３０１．６０ＣＨⅠｂ－２石鏃ⅣａＥ－４８２０８１７６
１．２７０．５０１．７０２．０５ＣＨⅠｂ－２石鏃ⅢｂＥ－６１９１９１７７

溝２内０．４９０．３０１．７０１．６０ＳＨⅠｂ－２石鏃Ⅲ，ⅣＥ－９７５３８１７８

９７

０．６５０．３０１．６５２．００ＳＨⅠｂ－２石鏃ⅣａＥ－４９５８３１７９
０．９６０．４０１．６０１．９０ＣＣⅠｂ－２石鏃ⅢｂＤ－４１３７１１８０
１．３５０．５０１．７０２．２０ＣＣⅠｂ－２石鏃ⅣａＥ－５４６６２１８１
１．０７０．４５１．５０２．２０ＯＢⅡａ－２石鏃ⅣａＦ－３８４２６１８２
２．３００．７５１．８５２．５５ＣＨⅡａ－２石鏃ⅣａＧ－５３７０３１８３
３．０３０．９０１．８０２．９０ＣＣⅡａ－２石鏃ⅢｂＤ－６６０８０１８４
０．３８０．３０１．１０１．５０ＯＢⅡｂ－１石鏃ⅢａＦ－５１５２４１８５
０．４６０．２０１．１５１．６０ＯＢⅡｂ－１石鏃ⅣａＤ－６８６７８１８６
０．３７０．３０１．４０１．１３ＣＨⅡｂ－１石鏃ⅣａＥ－５４７２２１８７
０．７７０．４０１．４０１．９５ＳＨⅡｂ－１石鏃ⅣａＥ－５８２５４１８８
０．６１０．３５１．３５２．００ＯＢⅡｂ－２石鏃ⅢａＦ－１０３２４６１８９
０．８００．４３１．２５２．０３ＯＢⅡｂ－２石鏃Ⅲ，ⅣＥ－４，５ベルト一括４１９０
２．５５０．７０２．００２．８０ＯＢⅡｂ－２石鏃ⅢｂＥ－５８２４０１９１
０．９００．４０１．４０２．１５ＯＢⅡｂ－２石鏃ⅣａＥ－６４４７２１９２
１．１４０．５０１．５０２．２０ＯＢⅡｂ－２石鏃ⅢａＦ－５３５５５１９３
０．９３０．５０１．３０２．００ＣＨⅡｂ－２石鏃ⅣａＥ－６２１７７１９４
０．８００．３０１．６０２．３５ＣＨⅡｂ－２石鏃ⅣａＦ－１０５０９７１９５
０．６９０．４０１．５０２．００ＳＨⅡｂ－２石鏃ⅣａＦ－４５８４１１９６
０．６４０．２９１．５２２．０５ＳＨⅡｂ－２石鏃Ⅲ，ⅣＥ－４，５ベルト一括２１９７
０．６６０．３０１．３０２．１０ＳＨⅡｂ－２石鏃ⅣａＤ－６２４５１１９８
１．２５０．３０１．４５２．９０ＳＨⅡｂ－２石鏃ⅣａＦ－９４０１６１９９

９８

０．４７０．４０１．１５１．６０ＯＢⅢ石鏃ⅣａＦ－１０４９９６２００
０．９５０．４０１．３０２．１０ＯＢⅢ石鏃ⅢｂＥ－４５３５３２０１
０．６６０．３０１．４０２．１５ＯＢⅢ石鏃ⅣａＥ－５４７１１２０２
０．４５０．３０１．１５１．８５ＣＨⅢ石鏃ⅢｂＦ－１０３８１４２０３
０．５６０．４５１．０５２．１５ＣＨⅢ石鏃ⅣａＦ－６４６１４２０４
０．４２０．３０１．２７１．４５ＣＣⅢ石鏃Ⅲ，ⅣＥ－４，５ベルト一括５２０５
０．９９０．４０１．５０２．９０ＯＢⅣ石鏃ⅣａＦ－１０５９４８２０６
０．７２０．４１１．４５１．６６ＯＢⅣ石鏃Ⅲ，ⅣＥ－４，５ベルト一括３２０７
０．６５０．４０１．４０１．９０ＯＢⅣ石鏃ⅣａＦ－１０４３２３２０８
０．５４０．３０１．５０１．６５ＯＢⅣ石鏃ⅣａＤ－５２３９０２０９
０．４８０．３０１．６０１．４５ＣＨⅣ石鏃ⅢａＥ－５１８８８２１０
０．５２０．３０１．２０１．９５ＣＨⅣ石鏃ⅣａＤ－５８７８８２１１
１．１５０．４０１．８０２．３０ＣＨⅣ石鏃ⅣａＦ－９４９２１２１２
２．５１０．７０１．８５２．４０ＣＨⅣ石鏃ⅣａＤ－５２２１４２１３
０．４２０．３５１．７０１．８０ＳＨⅣ石鏃ⅣａＦ－３８４４０２１４
０．５５０．３０１．６０２．１０ＳＨⅣ石鏃ⅣａＦ－４９４３３２１５
０．８１０．４０１．７０１．９５ＣＣⅣ石鏃ⅣａＥ－１０５１２５２１６
０．５５０．３２１．５２２．０５ＯＢ欠損石鏃ⅢｂＧ－４１４３３２１７
０．５１０．３５１．５５１．２５ＯＢ欠損石鏃ⅣａＦ－１０４０６５２１８
０．７００．４０１．７０２．３０ＯＢ欠損石鏃ⅣｂＦ－５９８８４２１９
１．０９０．４０１．２５２．３５ＯＢ欠損石鏃ⅢａＥ－５１８８５２２０

９９

０．８１０．４０１．５０１．９５ＯＢ欠損石鏃ⅣａＤ－５７７７２２２１
０．７３０．３８１．３４２．００ＯＢ欠損石鏃ⅢｂＦ－６２８１４２２２
０．４２０．３０１．３５１．２５ＣＨ欠損石鏃ⅢｂＥ－４８１１０２２３
０．６１０．３０１．２５１．２５ＣＨ欠損石鏃ⅣａＦ－７７１６１２２４
０．４９０．４０１．３０１．４０ＣＨ欠損石鏃ⅢａＦ－９３１１０２２５
０．６２０．５０１．１０１．５０ＣＨ欠損石鏃ⅣａＤ－５７８３７２２６
０．５９０．３５１．４０１．６５ＣＨ欠損石鏃ⅣａＤ－５８５０６２２７
０．７４０．３９１．５０１．８４ＣＨ欠損石鏃ⅢｂＥ－５１９６８２２８
０．６２０．３０１．２０１．９０ＣＨ欠損石鏃ⅣａＤ－５６６５８２２９
１．７１０．６７１．５１２．２２ＣＨ欠損石鏃ⅢａＦ－１０３３３６２３０
３．９３０．９０２．１０２．７０ＣＨ欠損石鏃ⅣａＦ－１０６５８４２３１
０．７４０．４０１．７０１．３０ＳＨ欠損石鏃ⅢｂＦ－３２５１２３２
０．４５０．２５１．７５１．１０ＳＨ欠損石鏃ⅢｂＥ－４１３３８２３３
０．４００．３０１．３０１．４８ＳＨ欠損石鏃ⅢｂＦ－５３５９１２３４
１．４８０．５０２．３０１．５０ＳＨ欠損石鏃Ⅳ上４Ｔ一括６２３５
０．５６０．４６１．０６１．６９ＣＣ欠損石鏃ⅣｂＤ－５６７２１２３６
０．５６０．３０１．４５１．３０ＣＣ欠損石鏃ⅣａＥ－４９９６３２３７
１．０００．５０１．８５１．３０ＣＣ欠損石鏃ⅣａＥ－４９９６８２３８
０．５７０．３０１．３０２．２０ＯＢその他石鏃ⅢｂＦ－４２９０１２３９
０．８５０．４５１．４０１．７０ＣＨその他石鏃ⅢａＤ－７６５４４２４０
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備考重量
（�）

最大厚
（�）

最大幅
（�）

最大長
（�）石材分類１器種層区取り上げＮｏレイアウト

番号
挿図
番号

１．８４０．８０１．２５２．１５ＣＨその他石鏃ⅣａＥ－４５８７７２４１

１００

５．４５１．１０２．１０３．１０ＣＨその他石鏃ⅢａＥ－５９３５２４２
１０．３９１．０５３．７０３．８０ＣＨ‐石匕ⅢｂＥ－１０６５７４２４３
３．４８１．１０２．３０１．７０ＣＣＡスクレイパーⅣａＤ－５７２６９２４４
２４．８４１．３０６．４０４．６０ＣＣＡスクレイパーⅣａＤ－５２３６７２４５
０．６４０．３０１．６００．８０ＳＨＡＢスクレイパーⅣａＤ－５８４０７２４６
６．０００．５０２．１０４．３０ＣＨＡＢスクレイパーⅢｂＦ－３一括２４７
２８．７５１．１０５．６０４．２０ＣＨＢスクレイパーⅢｂＦ－６３６７９２４８

１０１

１３．０５１．０５４．２０４．８０ＳＨＢスクレイパーⅣｂＧ－１０５７０２２４９
１．２００．３０１．８０２．５０ＯＢＢスクレイパーⅣａＤ－５４７７３２５０
２．０４０．６０１．５０２．１０ＣＲＢスクレイパーⅣａＦ－６２８９９２５１
２６．２４１．２０３．７５６．２０ＳＨＢスクレイパーⅢｂＦ－４７１４４２５２
１２．４８０．５０５．０７３．２５ＳＨＢスクレイパーⅢｂＦ－１０３８４８２５３
６．７００．７０３．４０２．９０ＣＨＢスクレイパーⅣａＤ－５２２４０２５４

１０２

０．６４０．４０１．４０１．６０ＯＢＢスクレイパーⅣａＤ－５７２１９２５５
溝状遺構内１３．００１．００４．８０４．２０ＣＨＥスクレイパー‐Ｅ－３一括２５６

１０．６１０．３５４．０５８．００ＳＨ‐微細剥離痕剥片ⅣａＦ－５５７６０２５７
２．４６０．７０１．８０２．００ＣＨＡ二次加工剥片ⅣａＥ－５８９０８２５８
２．６４０．６０１．７０２．４０ＯＢＡ二次加工剥片ⅢａＦ－１０３２８１２５９
２．３７０．９０２．６０１．２０ＯＢＢ二次加工剥片ⅣａＤ－６８７７６２６０
１．６８０．９０１．９０１．４０ＯＢＢ二次加工剥片ⅣａＤ－５４８１７２６１
０．９４０．４０２．１０２．００ＯＢＢ二次加工剥片ⅣａＤ－５４８３６２６２
６．６２１．１５２．０５３．４５ＳＨＢ二次加工剥片ⅣａＤ－６４８６５２６３

１０３

４．０００．７５１．７０２．５０ＣＨＢ二次加工剥片ⅣａＤ－５２２１５２６４
１．３７０．４０２．０５２．１０ＯＢＤ二次加工剥片ⅢｂＥ－６９８１２６５
０．３２０．２００．８０１．４０ＣＨＤ二次加工剥片ⅢｂＦ－６３６１９２６６
３．６７１．２０２．２０２．３０ＣＨＡ石核ⅣａＥ－５２１０２２６７
５．８３０．９０２．４０２．２０ＣＨＢ石核ⅣａＤ－６８６６８２６８
４．２４１．１０１．６０２．８０ＯＢＢ石核ⅣａＥ－５９３２１２６９
７．１８１．５０２．７０２．４０ＯＢＢ石核ⅣａＤ－６８６８１２７０
３４．３２２．８０４．２５３．８５ＯＢ‐裂痕片ⅣａＦ－６９０８３２７１

１０４ ６１．４８２．３０２．７０７．７５ＳＡ‐穿孔具ⅢｂＦ－４９００１２７２
３６．１０１．５５２．５５６．８０ＳＡ‐穿孔具ⅢａＧ－５１６８１２７３
３．９０．２４．０３．５ＳＨ刃部欠片磨製石斧ⅢｂＦ－４１４５２２７４
１１４．８１．６７．４８．７ＳＨ‐打製石斧ⅣａＦ－１０４３７１２７５

１０５

１８５．４１．９７．２１０．５ＳＨ‐打製石斧ⅢａＣ－５６１５１２７６
１３１．５２．０５．０１０．９ＳＨ‐打製石斧ⅣａＥ－６８９３７２７７
７７．５１．４６．６５．０ＳＨ‐打製石斧ⅣａＦ－９４４８９２７８
５９．０１．０５．３８．０ＳＨ‐打製石斧ⅢｂＥ－４７９９８２７９
３４．５０．９４．６７．６ＳＨ‐打製石斧ⅣａＤ－５６８８７２８０
５９．７１．３４．０６．９ＳＨ‐打製石斧Ⅲ，ⅣＥ－４，５ベルト一括２８１

接合１６３．０２．２６．０１０．０ＡＮ‐礫器ⅣａＦ－３６２５３２８２ ⅢｂＦ－４５８７０
４７０．０６．２１０．８６．９ＳＡⅠａ磨石・敲石Ⅲ，ⅣＥ－４，５ベルト一括２８３

１０６

２９９．０２．０１０．２９．７ＲＨⅠａ磨石・敲石ⅣａＤ－５８６１９２８４
１６８．０３．４７．９５．１ＳＡⅠａ磨石・敲石ⅢａＧ－６４１６９２８５
２８２．０３．９６．９７．３ＳＡⅠａ磨石・敲石‐‐６８２８６
３９８．０５．４７．９８．５ＧＲⅠｂ磨石・敲石ⅣａＤ－５６４６０２８７
３３０．０４．２６．７８．６ＧＲⅠｂ磨石・敲石ⅢｂＦ－５３５９０２８８
２４９．０３．７９．７７．０ＲＨⅠｂ磨石・敲石ⅢｂＧ－１０３９６９２８９

１０７

１９５．０４．１５．８７．４ＲＨⅠｂ磨石・敲石ⅣａＦ－５７０１１２９０
２０６．０３．６６．２６．２ＲＨⅡａ磨石・敲石ⅣｂＦ－５９８８７２９１
１２４．０３．０５．１６．２ＡＮⅡａ磨石・敲石ⅢｂＦ－１８０６１２９２
１６１．０３．８５．７５．８ＲＨⅡａ磨石・敲石ⅢａＥ－９６３０７２９３
１３７．０２．６５．５６．８ＡＮⅡａ磨石・敲石ⅣａＦ－９４９３７２９４
１５５．０２．９５．８６．１ＡＮⅡａ磨石・敲石ⅣａＤ－５８２８２２９５
１６０．０４．４５．７４．１ＡＮⅡａ磨石・敲石ⅢｂＦ－１０３０９２２９６
７６．０２．１４．６５．２ＡＮⅡａ磨石・敲石ⅣａＦ－６４６２７２９７

１０８

３５．０１．８３．７４．１ＳＡⅡａ磨石・敲石ⅣａＥ－６２１９９２９８

接合３８．０１．６４．１４．３ＳＡⅡａ磨石・敲石ⅢｂＦ－６３６７７２９９ ⅢｂＥ－６１９３９
６９．０２．７４．１４．５ＡＮⅡａ磨石・敲石ⅣａＥ－４９５４１３００
５４．０２．２５．８４．３ＴＵⅡｂ磨石・敲石ⅢａＦ－４９９１１３０１
１８５．０４．６４．６５．１ＳＡⅡｂ磨石・敲石ⅣａＥ－４９４５４３０２
１３７．０３．１４．６５．９ＳＡⅡｂ磨石・敲石ⅢｂＧ－５６３８０３０３
６０．０３．３３．８４．２ＡＮⅡｂ磨石・敲石ⅣａＧ－５３６９９３０４
７４．０２．２４．９５．４ＡＮⅡｂ磨石・敲石ⅣａＤ－５４８１５３０５
７９．０２．５４．７４．９ＡＮⅡｂ磨石・敲石ⅢａＦ－６１８５７３０６
７３．０１．５５．７５．４ＡＮⅡｂ磨石・敲石ⅢｂＦ－５６３５９３０７
５０．０１．７４．３５．０ＳＡⅡｂ磨石・敲石ⅢｂＦ－１０３８４９３０８

１０９

５９．０１．５４．５５．６ＳＡⅡｂ磨石・敲石ⅢｂＥ－６２９６７３０９
６１．０２．２３．８５．４ＡＮⅡｂ磨石・敲石‐‐住居２号７６３１０
４６．０２．０３．７４．４ＡＮⅡｂ磨石・敲石ⅣａＦ－３８４３４３１１
８．０１．３１．９２．７ＳＡⅡｂ磨石・敲石Ⅲ，ⅣＥ－４，５ベルト一括３１２
３８８．３５．４６．５９．７ＧＲ‐有溝砥石ⅣａＦ－１０４２９５３１３

接合６１９．９２．５１１．７１３．１ＳＡ‐砥石ⅣａＥ－６７１８３３１４ ⅣａＥ－６４４７０
１５４４．５２．８１０．０ＳＡ‐石皿ⅢａＤ－９６６９２３１５
２３９３．６５．５６．５ＳＡ‐石皿ⅢａＥ－３２４３３１６
２７０００８．９２５．７５５．１ＡＮ‐石皿ⅣａＤ－３７８３２３１７１１０
１６６００１５．４３０．４３５．３ＧＲ‐石皿ⅣａＥ－３４６６７３１８１１１
１９．０１．６２．８３．０ＡＮ‐ペッティングストーンⅢａＦ－１３５１７３１９

１１２

３．００．８１．６２．１ＨＦ‐ペッティングストーンⅢｂＦ－５９１８３３２０
９．０１．４２．０２．４ＳＡ‐ペッティングストーンⅣａＦ－１０５９８６３２１
２．００．７１．３１．６ＳＡ‐ペッティングストーンⅢａＦ－１０３１９４３２２
２．００．５１．３１．７ＳＡ‐ペッティングストーンⅣａＤ－５８３９２３２３
２．００．５１．２３．８ＯＢ‐ペッティングストーンⅣａＥ－５４７０５３２４

※　石材の分類については肉眼的特徴による分類を基本とした。
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備考重量
（ｇ）

最大厚
（ｃｍ）

最大幅
（ｃｍ）

最大長
（ｃｍ）石材分類器種層区取り上げＮｏレイアウト

番号
挿図
番号

１．７４０．２２２．１５３．２０ＳＨⅡａ２磨製石鏃ⅢａＥ－９６０２８３２５
１１７

（１．５）０．２０２．１０２．６０ＳＨⅡａ２磨製石鏃ⅢａＦ－５１４９８３２６

備考重量
（ｇ）

最大厚
（ｃｍ）

最大幅
（ｃｍ）

最大長
（ｃｍ）器種層区取り上げＮｏレイアウト

番号
挿図
番号

接合３５．５００．５０３．５０１０．２０
鉄鏃ⅢｂＦ－２１２１

１

１１８
鉄鏃ⅢｂＦ－２１２２

５５．０００．４０３．３０（１５．０）鉄鏃ⅢｂＥ－８２９２１２

５．０００．９００．９０４．２０鉄鏃ⅣａＤ－６２４４５３

備考ｉｌｍｇａｕ黒赤白ｇｌｈｏｂｉｆｌｑｚ色（内）色（外）調整（内）調整（外）層区分
類

取り上
げＮｏ

レイアウト
番号

挿図
番号

○○にぶい褐にぶい橙ていねいなナデヘラナデ

ⅢａＦ－４

Ⅰ

６２７

３４０

１１５

ⅢａＧ－４８０８
ⅢｂＦ－２３５３
ⅢｂＦ－３２６３
ⅢａＦ－２５６８
ⅢａＧ－１５８７
ⅢｂＦ－４１４７３
ⅢｂＦ－３４４１０
ⅢｂＦ－４１４４３
ⅢｂＧ－５３５３７
ⅢｂＦ－５７１７２
ⅢｂＦ－４５２８９
ⅢｂＦ－３４４０９
ⅢｂＥ－３４１９９
ⅢａＥ－８２９０４
ⅢｂＦ－３１１６６
ⅣａＧ－５２８５３

○○○○○にぶい黄橙浅黄ナデていねいなナデ

ⅢｂＦ－３８６４

３４１
ⅢｂＦ－３１２５７
ⅢｂＦ－３７９８
ⅣａＦ－３６２１７

○○○○にぶい黄橙にぶい黄ナデていねいなナデⅢｂＦ－２８０９３３４２

○○○○灰黄褐褐灰ナデていねいなナデ
ⅢｂＦ－３５２９８

３４３
ⅢａＧ－２５２６

○○にぶい褐明赤褐ていねいなナデていねいなナデ遺構９Ｔ一括３４４

○○○○○にぶい黄橙にぶい橙ていねいなナデ，
指頭圧痕ていねいなナデ

ⅣａＦ－３６２４９

３４５
ⅢｂＦ－４５２５１
ⅢａＦ－５１８４２
ⅢｂＦ－５７６７６
ⅢｂＧ－３１２４３

白（多い）○○○にぶい黄橙にぶい褐ナデていねいなナデ
ⅢｂＦ－２１２７６

３４６
ⅢａＦ－２５５０

○○灰黄褐にぶい黄褐－ていねいなナデⅢａＦ－５１５０５３４７
○○○にぶい黄橙にぶい黄橙－ていねいなナデⅢｂＧ－５３５３６３４８
○○○○にぶい橙黒褐ナデていねいなナデⅢｂＧ－５３５４３３４９
○○○○にぶい黄橙橙ナデ，指頭圧痕ていねいなナデⅣａＥ－４

Ⅱ
５４２６３５０

○○○○にぶい黄橙にぶい黄橙ナデていねいなナデⅣａＤ－４６６８０３５１

１１６

○○○灰黄橙ナデ，指頭圧痕ていねいなナデⅣａＥ－４５４３４３５２

○○○○にぶい黄橙にぶい黄橙ナデ，指頭圧痕ナデ

ⅢｂＦ－５

Ⅲ

９１９１

３５３
ⅢａＦ－５１５２８
ⅢａＦ－５１５２９
ⅢａＦ－５１５３０

小礫（多い）○○○浅黄橙橙ナデていねいなナデⅣａＥ－４５８７６３５４
小礫（多い）○○○浅黄橙橙ナデていねいなナデⅣａＦ－４８２４８３５５

○○○○橙橙指頭圧痕，ナデていねいなナデⅣａＥ－５４６４３３５６
○○○○明赤褐にぶい赤褐ナデ，指頭圧痕ていねいなナデⅢｂＥ－６２９６４３５７
○○○○褐灰橙ナデていねいなナデⅢｂＦ－２１２７１３５８

○○○○橙明赤褐ナデ，指頭圧痕ハケメ，ていねいなナデ

ⅣａＥ－５４６４８

３５９
ⅣａＥ－５５５０５
ⅣａＥ－６７１９０
ⅣａＥ－６２１８３

○○にぶい黄橙にぶい黄橙ていねいなナデていねいなナデⅢｂＤ－９３４４８３６０

１１７

○○○にぶい黄橙にぶい黄橙ナデナデⅣａＥ－６４４３９３６１
○○○にぶい黄橙にぶい黄褐ナデナデⅣａＥ－６４４５３３６２
○○○にぶい黄橙にぶい橙ナデナデⅣａＥ－６４４４３３６３

ｇｌ（多い）○○○浅黄橙にぶい黄橙ナデナデⅢｂＤ－１０６７１０３６４
○○○にぶい黄橙にぶい橙ハケメ，ヘラケズリヨコナデⅢｂＧ－３８２２３６５

○○○浅黄橙橙ナデナデⅢａＤ－１１３４７８３６６
qz：石英，fl：長石，bi：黒雲母，ho：角閃石，gｌ：火山ガラス，白：白色岩片，赤：赤色岩片，黒：黒色岩片，au：輝石，mg：磁鉄鉱，iｌ：チタン鉄鉱
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備考ｉｌｍｇａｕ黒赤白ｇｌｈｏｂｉｆｌｑｚ色（内）色（外）調整（内）調整（外）層区器種取り上げＮｏ
レイアウト
番号

挿図
番号

精製された胎土○○浅黄橙明黄褐ヨコナデヨコナデ，糸切り底土師器埋納遺構Ｆ－４

土師器　坏

一括３６７

１４１

精製された胎土○○○にぶい黄橙にぶい黄橙ヨコナデヨコナデ，糸切り底土師器埋納遺構Ｆ－４一括３６８
精製された胎土○○○にぶい黄橙にぶい黄橙ヨコナデヨコナデ，糸切り底土師器埋納遺構Ｆ－４一括３６９
精製された胎土○○にぶい黄橙にぶい黄橙ヨコナデヨコナデ，糸切り底土師器埋納遺構Ｆ－４一括３７０
精製された胎土○○○にぶい黄橙にぶい黄橙ヨコナデヨコナデ，糸切り底土師器埋納遺構Ｆ－４一括３７１
精製された胎土○○にぶい黄橙にぶい黄橙ヨコナデヨコナデ，糸切り底土師器埋納遺構Ｆ－４一括３７２
精製された胎土○○にぶい黄橙にぶい黄橙ヨコナデヨコナデ，糸切り底土師器埋納遺構Ｆ－４一括３７３
精製された胎土○○にぶい黄橙にぶい黄橙ヨコナデヨコナデ，糸切り底土師器埋納遺構Ｆ－４一括３７４
精製された胎土○○にぶい黄橙にぶい黄橙ヨコナデヨコナデ，糸切り底土師器埋納遺構Ｆ－４一括３７５
精製された胎土○○○にぶい黄橙にぶい黄橙ヨコナデヨコナデ，糸切り底土師器埋納遺構Ｆ－４一括３７６
精製された胎土○○にぶい黄橙にぶい黄橙ヨコナデヨコナデ，糸切り底土師器埋納遺構Ｆ－４一括３７７
精製された胎土○○にぶい黄橙にぶい黄橙ヨコナデヨコナデ，糸切り底土師器埋納遺構Ｆ－４一括３７８
精製された胎土○○にぶい黄橙にぶい黄橙ヨコナデヨコナデ，糸切り底土師器埋納遺構Ｆ－４一括３７９
精製された胎土○○にぶい黄橙にぶい黄橙ヨコナデヨコナデ，糸切り底土師器埋納遺構Ｆ－４一括３８０
精製された胎土○○○にぶい黄橙にぶい黄橙ヨコナデヨコナデ，糸切り底土師器埋納遺構Ｆ－４一括３８１
精製された胎土○○にぶい黄橙にぶい黄橙ヨコナデヨコナデ，糸切り底土師器埋納遺構Ｆ－４一括３８２
精製された胎土○○○にぶい黄橙にぶい黄橙ヨコナデヨコナデ土師器埋納遺構Ｆ－４一括３８３
精製された胎土○○にぶい黄橙にぶい黄橙ヨコナデヨコナデ，糸切り底土師器埋納遺構Ｆ－４一括３８４
精製された胎土○○○にぶい黄橙にぶい黄橙ヨコナデヨコナデ，糸切り底土師器埋納遺構Ｆ－４一括３８５
精製された胎土○○○にぶい黄橙にぶい黄橙ヨコナデヨコナデ土師器埋納遺構Ｆ－４一括３８６
精製された胎土○○にぶい黄橙にぶい黄橙ヨコナデヨコナデ土師器埋納遺構Ｆ－４一括３８７

○○○○橙橙ハケメ，ていねいなナデ，ヘラケズリハケメ，ナデ

ⅢａＦ－４

土師器　甕

５８４３

３８８

１４２

ⅢｂＦ－４１４３７
ⅢａＦ－５１４９１
ⅢａＧ－６１５９５

ｇｌ（多い）○○○橙にぶい赤褐ヘラケズリ，ていねいなナデていねいなナデⅢｂＧ－３１２５０３８９
○○○橙橙ヘラケズリ，ナデ工具，ナデⅢｂＧ－７７５４７３９０

○○○橙橙ハケメ，ナデ，ヘラケズリハケメ，ナデ

ⅢａＦ－４５８５９

３９１ ⅢａＦ－５４７２
ⅢａＦ－５１４８３
ⅢｂＦ－５３５８４

ｇｌ（多い）○○○橙橙ヘラケズリ，ナデハケメ，ナデⅢｂＦ－７４１４７３９２ ⅢｂＦ－５７１００
○○○にぶい橙にぶい赤褐ヘラケズリ，ナデハケメ，ナデⅢａＦ－３７５５３９３

ｇｌ（多い）○○○○橙橙ヘラケズリ，ナデハケメ，ナデⅢｂＦ－５９２０５３９４
ｇｌ（多い）○○○にぶい黄橙にぶい黄橙ハケメハケメⅢａＥ－３１３９１３９５ ⅢｂＥ－３２２６
ｇｌ（多い）○○○○橙橙ハケメ，ヘラケズリハケメⅢａＥ－３１３９５３９６
ｇｌ（多い）○○○にぶい黄橙にぶい橙ヘラケズリ，ナデ工具，ナデⅢｂＥ－３４１８４３９７ ⅢｂＥ－３４２１０

○○浅黄橙にぶい黄橙ヘラケズリ，ハケメハケメⅢａＧ－５１６６２３９８
ｇｌ（多い）○○浅黄橙にぶい黄橙ヘラケズリ，ナデハケメⅢｂＥ－３４１８５３９９

１４３

○○○○にぶい赤褐明赤褐ナデナデⅢｂＦ－４５２９３４００
ｂｉ（多い）○○○○明赤褐明赤褐へラケズリ，ナデナデⅢａＦ－３７５５４０１

○○○明赤褐にぶい赤褐指頭圧痕，ていねいなナデていねいなナデ－Ｆ－３１０９７５４０２

○○○○にぶい褐橙ヨコナデ，ヘラケズリヨコナデ焼土内Ｇ－６１８０８４０３ 焼土内Ｇ－６１８１０
○○○○にぶい橙明赤褐ヘラケズリ，ナデヨコナデ，指頭圧痕焼土内Ｇ－６１７８１４０４

○○○○橙橙ヘラケズリ，ヨコナデナデ焼土内Ｇ－６１７９２４０５ 焼土内Ｇ－６１８１１
○○○○にぶい黄橙にぶい褐ヘラケズリ，ナデヨコナデ焼土内Ｇ－６１７８９４０６

ｇｌ（多い）

○○浅黄橙にぶい橙ヘラケズリハケメ

ⅢａＥ－３１３８４

４０７
ⅢｂＥ－３４２１１
ⅢａＥ－３８４２１
ⅢｂＥ－３４１８６
ⅢｂＥ－３１３６５

ｇｌ（多い）○○○橙橙ヨコナデヨコナデⅢａＦ－４

土師器　坏

３６８４０８ ⅢｂＦ－４８５７
ｇｌ（多い）○○○○○にぶい黄橙にぶい橙ヨコナデヨコナデ，糸切り底ⅢｂＦ－４５２８７４０９
赤（多い）○○○○にぶい黄橙浅黄橙ナデヨコナデ，糸切り底ⅢａＦ－４６３８４１０ ⅢｂＦ－４６１２
ｇｌ（多い）○○灰黄浅黄ヨコナデヨコナデ，回転ヘラキリⅢａＦ－５１８４０４１１
ｇｌ（多い）○○黄橙淡黄ヨコナデヨコナデⅢｂＦ－３３１８４１２
ｇｌ（多い）○○○○○橙橙ヨコナデヨコナデ，回転ヘラキリⅢａＧ－６１５９８４１３
ｇｌ（多い）○○○○灰黄褐にぶい黄橙ヨコナデヨコナデ，ヘラキリⅢｂＧ－６２７３５４１４
ｇｌ（多い）○○○にぶい黄橙灰黄褐ナデヨコナデⅢａＧ－５１６４６４１５
ｇｌ（多い）○○にぶい黄橙にぶい橙ナデヨコナデ，糸切り底ⅢａＧ－５１０８５４１６

○○淡黄浅黄－ヨコナデⅢａＦ－４

土師器

６４５４１７
○○浅黄灰黄ヨコナデヨコナデⅢｂＦ－４１１８９４１８

○灰白灰白ヨコナデヨコナデⅢａＦ－１１３４９０４１９
○○灰灰ヨコナデヨコナデⅢｂＦ－３５２７４２０

○○明黄褐明黄褐ヨコナデヨコナデ焼土内Ｇ－６２０６５４２１
ｇｌ（多い）○○○明黄褐にぶい黄橙ヨコナデヨコナデ，回転ヘラキリⅢｂＧ－３

土師器　坏

１２５２４２２

１４４

○○にぶい黄橙にぶい黄橙ヨコナデヨコナデ，回転ヘラキリ後ナデⅢａＧ－６７５４６４２３
○○○○橙橙ナデナデⅢａＤ－４１７５９４２４

ｇｌ（多い）○○浅黄橙浅黄橙ヨコナデヨコナデ，回転ヘラキリⅢａＧ－６１５８１４２５
火襷○○○○橙橙ヨコナデヨコナデ，回転ヘラキリⅢａＦ－４須恵器　坏１４４７４２６

○○○橙にぶい黄橙ヨコナデヨコナデ，回転ヘラキリ焼土内Ｇ－６１７８４４２７
○○○○○橙橙ナデ，指頭圧痕脚部，指頭圧痕ⅢｂＦ－３

土師器　椀

１６７４２８
ｇｌ（多い）○○にぶい黄橙にぶい黄橙ヨコナデヨコナデⅢａＧ－６１５８５４２９ ⅢａＧ－６１５９０
ｇｌ（多い）○○にぶい黄橙にぶい黄橙ヨコナデヨコナデⅢａＧ－６１６２３４３０
ｇｌ（多い）○○○灰黄褐橙ヨコナデヨコナデⅢｂＦ－４８３２４３１
ｇｌ（多い）○○浅黄橙にぶい黄橙布目ヨコナデⅢａＦ－１０３１２８４３２
ｇｌ（多い）○○にぶい黄橙にぶい黄橙ヨコナデヨコナデⅢｂＧ－２５３２４３３ ⅢｂＧ－２５３３

○○○にぶい黄橙橙ヨコナデヨコナデⅢａＧ－３７７７４３４
ｇｌ（多い）○○にぶい黄橙にぶい黄橙ヨコナデヨコナデⅢｂＧ－６２７２２４３５
ｇｌ（多い）○○褐灰にぶい橙磨耗ヨコナデⅢｂＥ－３

黒色土器

２２８４３６ ⅢｂＦ－３１９１
ｇｌ（多い）

○○赤黒橙ヘラミガキヨコナデ
ⅢａＦ－４６３５

４３７ ⅢａＦ－４６２８
ⅢｂＦ－４１２２０

○○褐灰橙－ヨコナデⅢａＦ－３８８１４３８
赤（多い）○○○○○黒橙ヘラミガキヨコナデⅢａＤ－８２６０３４３９
ｇｌ（多い）○○黒にぶい橙ヘラミガキヨコナデⅢａＦ－４７０３４４０ ⅢｂＦ－４１２１５
小礫○○○○橙橙布目ナデ，指頭圧痕ⅢｂＧ－６焼塩土器７５６３４４１
赤（多い）○○○橙にぶい橙ナデ，指頭圧痕ナデⅢｂＦ－５墨書土器？７００１４４２

にぶい黄橙黄灰－－ⅢａＤ－８羽口２６１０４４３

１４５

○○○にぶい黄橙黄灰－－ⅢａＤ－６２０４１４４４
○○○灰褐灰ヨコナデヨコナデⅢｂＧ－６

須恵器　甕

７６００４４５

○○灰灰同心円あて具痕→ナデ格子目タタキⅢｂＦ－４８３４４４６ Ｆ－１１０３９

○○灰灰同心円あて具痕→ナデ格子目タタキⅢａＧ－４６０９４４７ ⅢｂＥ－３８９７
○○灰灰平行タタキ→ナデ平行タタキ→ナデⅢａＧ－１７５０１４４８
○○黄灰灰黄同心円あて具痕→ナデ格子目タタキⅢｂＦ－５７１１４４４９

○黄灰灰褐同心円あて具痕→平行タタキ→ナデ平行タタキⅢｂＧ－５１７０３４５０

○○黄灰灰黄褐平行ナデ格子目タタキⅢａＥ－９６０３６４５１ ⅢｂＤ－１０３４７３
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qz：石英，fl：長石，bi：黒雲母，ho：角閃石，gｌ：火山ガラス，白：白色岩片，赤：赤色岩片，黒：黒色岩片，au：輝石，mg：磁鉄鉱，iｌ：チタン鉄鉱



－１９０－

備考ｉｌｍｇａｕ黒赤白ｇｌｈｏｂｉｆｌｑｚ色（内）色（外）調整（内）調整（外）層区器種取り上げＮｏレイアウト
番号

挿図
番号

ｇｌ（多い）○○○○にぶい黄橙にぶい黄橙ヨコナデヨコナデ，糸切り底ⅢｂＦ－４
土師器　坏

５２５４４５２

１４６

ｇｌ（多い）○○○○にぶい黄橙にぶい黄橙ナデヨコナデⅢａＦ－５４７３４５３

○○淡黄灰黄ヨコナデヨコナデⅢｂＦ－４土師器１４５８４５４

－－－－－－－－－－－灰白灰白－－ⅢａＧ－５

白磁

１０９０４５５

－－－－－－－－－－－灰白灰白－露胎胴部下位ⅢａＧ－２５２９４５６

－－－－－－－－－－－灰白灰白貫入，目跡露胎胴部下位ⅢｂＦ－１１２５４５７

－－－－－－－－－－－オリーブ灰オリーブ灰貫入貫入ⅢａＧ－２

青磁

３５２１４５８

－－－－－－－－－－－灰オリーブ灰オリーブ貫入貫入

ⅢａＦ－７２５３８

４５９ ⅢａＧ－６２５５９

ⅢａＧ－７２５４９

－－－－－－－－－－－オリーブ灰オリーブ灰貫入貫入ⅢａＧ－７７５０６４６０

－－－－－－－－－－－灰白灰白貫入貫入ⅢａＦ－１０３２６９４６１

－－－－－－－－－－－緑灰緑灰貫入貫入ⅢａＧ－２５３７４６２

－－－－－－－－－－－灰オリーブ灰オリーブ蛇の目露胎胴部下位ⅢａＦ－１１３５０１４６３

－－－－－－－－－－－黄灰黄灰－－－－
擂鉢

一括４６４

－－－－－－－－－－－褐黄灰－－ⅢａＦ－５７０６３４６５

qz：石英，fl：長石，bi：黒雲母，ho：角閃石，gｌ：火山ガラス，白：白色岩片，赤：赤色岩片，黒：黒色岩片，au：輝石，mg：磁鉄鉱，iｌ：チタン鉄鉱
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備考重量
（�）

最大厚
（�）

最大幅
（�）

最大長
（�）分類層区器種取り上げＮｏレイアウト

番号挿図番号

１８．０００．４０１．２０（１４．２）－ⅢａＦ－１刀子？４４８４

１４８

５．０００．４０１．７０（３．４）－ⅢｂＧ－４刀子？１２３８５
５．０００．４０１．２０（４．１）－ⅢｂＧ－６刀子？６３９５６
５．０００．１０１．２０４．９０－ⅢｂＤ－４刀子？４３６７

接合
１６．５００．４０３．５０（６．９）－ⅢａＦ－９鎌３０７５

８
１６．５００．４０３．５０（６．９）－ⅣａＦ－９鎌４５４０
２２．００２．００３．８０４．３０－ⅢａＦ－５？１４８２９
１．５００．８００．７０２．３０－ⅢｂＦ－１？１２７１０
４．０００．８０１．３０３．３０－ⅢａＦ－７？２５１３１１
２．５００．６０１．７０２．３０－ⅣａＤ－６？２４４５１２
９．０００．９０２．４０２．１０－－－？一括１３
２４．５０２．４０５．２０３．９０－－－鉄滓一括１４
８．５０１．５０２．４０２．３０－ⅢａＦ－４鉄滓６８１１５
－－－－太平通宝土坑墓Ｇ－１古銭１０４２１６
－－－－咸平元宝土坑墓Ｇ－１古銭一括１７
－－－－景徳元宝土坑墓Ｇ－１古銭５９０１８
－－－－天聖元宝土坑墓Ｇ－１古銭一括１９
－－－－治平元宝土坑墓Ｇ－１古銭１０４４２０
－－－－熈寧元宝土坑墓Ｇ－１古銭５９１２１
－－－－？土坑墓Ｇ－１古銭１０４３２２
－－－－政和通宝土坑墓Ｇ－１古銭１０４０２３
－－－－？土坑墓Ｇ－１古銭１０４１２４
－－－－？土坑墓Ｇ－１古銭５９２２５

備考重量
（�）

最大厚
（�）

最大幅
（�）

最大長
（�）分類層区器種取り上げＮｏレイアウト

番号挿図番号

９７０４．７１０．２０１３．２０－－－石製品掘立１号Ｐ１３２７

１４７
５０２．４５．４０４．２０－ⅢａＥ－７滑石製品２５７６３２８
４２００１２．２１５．１０４４．３０－ⅢａＧ－６軽石製品７５４３３２９
７０３．４１０．５０８．３０－ⅢｂＥ－４軽石製品８９８４３３０
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あとがき

　関山西遺跡の報告書を刊行することができました。確認調査から数年経った後の本調査

は，大きく成長した樹木を切り拓くことから始まりました。そして約半年間の調査期間の

中で多くの遺構や遺物が出土し，調査の終わる秋には多くの実りがもたらされたと思いま

す。

　最後に発掘調査に携わっていただいた曽於市の皆様，報告書刊行のために整理作業に携

わっていただいた皆様を記して感謝の意を表したいと思います。

関 山 西 遺 跡  

発掘調査

　浅井　清年，朝倉　知恵，有馬　加代子，安樂　善範，飯塚　トシエ，池田　勲，石原　エミ子，

稲留　弘美，揖宿　トキエ，今村　秀樹，岩崎　勉，上野　修一，内山　員規，大重　ミヱ子，鬼丸

ユリ，折増　愛子，上鶴　義正，上村　節己，鎌田　美智子，榊　尚利，坂口　眞紀子，園田　博明，

武田　孝一，武田　タミ子，谷口　ハル子，鶴田　美鶴，徳石　咲雄，富岡　忠美，友井　アサエ，

中島　俊光，中西　道子，西國原　ヨミ子，原口　洋子，福留　洋子，福別府　みき，前原　良丸，

前山　シヅエ，牧之瀬　久美子，松下　清照，三浦　ヤス子，南脇　ヨリ，宮下　育子，森　繁喜，

矢上　愛子，山口　ハツミ，山下　昌子，吉田　さよ子，吉留　佐恵子，吉留　正明，吉松　みち子，

吉村　ノリ子，米沢　壽男

報告書作成

　落合　由美子，篠原　久美子，田口　加代子，宮内　まゆみ，山元　順子，石井　涼子，柏木

節子，後藤　ひろみ，榮　素子，末廣　みゆき，冷水　千里香，有村　一美，中久保　妙子，

松元　美智代，岡島　明子，山下　瑞恵，松岡　美由紀
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